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　薩さつ摩ま八はつ平ぺいは、布団から飛び起きた。

　朝、目が覚めると、横で見覚えのない女性が寝ていたからである。

「……ついに来たか」

　彼は異常なほど冷静に受け止め、観察を始めた。

　女性の年齢は二十歳はたちくらいだろうか。長い髪は強い癖くせ毛げだが、顔立ちには気品があり、王族のような、触れがたい雰囲気を醸かもし出していた。薄い掛け布団ごしでもわかるほどの、大きな胸がゆっくりと動いている。

「やっぱこれ、“〝ラブコメ現象”〟だよな……誰だれだろう。こんだけ綺き麗れいだから……宇宙のプリンセスか？」

　八平はわけのわからないことを言いながら、立ち上がり、着替え始めた。今日から高校生。今までの努力を活いかして、絶対に楽しい生活を送ってやる、そう決めて、勢いよくパジャマを脱ごうとした瞬間……、

「バ、バカっ！」

　突然の声に、八平は振り向いた。

　部屋の天井近くに、少女が浮かんでいる。年齢は八はつ平ぺいと同じくらいであろうか。

　腰まで届く髪は、烏からすの濡ぬれ羽ば色いろ。白地に藍あい色いろの花をあしらった浴衣ゆかたを着ている。桜色の唇を不機嫌そうに引き締めて、大きな胸の前で腕を組んでいた。

　八平は少女に声をかける。

「ああ、香か月づき、おはよう」

「うむ、おはよう……って、八平よ、服を脱ぐときは、私に声をかけろ、といつも言っているではないか」

　まったくお前はデリカシーが足らん、と少女……香月はブツブツ言い、髪をふわりとなびかせながら背を向ける。

　八平は、

「ああ、悪い……俺おれが着替える瞬間を、いつも楽しみにしてるんだろ？　そんなお前の気持ちを考えずに……」

「誰だれが見たいかっ！」

「よし、服を脱ぐときは声をかけるぞ。今、ズボンを脱いだ」

「そんな情報いらん……」

「今、パンツを脱いだぞ」

「なんだその順番は!?」

「そして、今あなたの後ろにいる」

「怪談話!?」

　八平は適当に会話しつつ、普通に制服へ着替え終えた。

　香月はおそるおそる振り向いて、下半身裸の八平がいないか確認。だまされたことを知ると、真っ赤になって飛んできて、電灯をすりぬけ、八平にポカポカ殴りかかってきた。

　八平は笑いながら、攻撃をかわし続ける。

　時折香月の拳こぶしが八平に当たったように見えても……すりぬけてしまう。彼女はどんな物体にも、触ることができないのだ。

　だが、それを承知で八平は避けつづける。もしノーリアクションだと、香月が寂しい思いをするだろうから。

（そんな思いはさせないぜ……）

　八平は純粋な気持ちから、そうしていたのだが……彼女が動くたびに盛大に跳ね回る巨乳を見ていると、だんだん男の本能が芽生えてきて、半笑いのキモい表情になっていく。

　いつのまにか、香月を寂しがらせないという目的は変化し、彼女の巨乳をどれだけ動かすか？　という命題に向けて彼は動き出した。

　大げさなほど、ステップとスウェーをし、高らかに笑う。

「ははは！　香月！　俺に当ててみろ！」

　そんな八はつ平ぺいの様子を怪け訝げんに思った香か月づきは、ようやく自分の胸元の様子に気づき、「あっ」と声をあげて頬ほおを染め、両手で隠した。

　そして、この～！　と言いながら睨にらみつけてくる。

　八平は、さすがに悪いことをしたと思い、これから来る罵ば倒とうを甘んじて受けようとしたが……。

「ふう、まあよいわ」

　と、彼女はなぜか矛ほこを収めてくれた。許してくれたのだろうか……そう安あん堵どした八平は、

「ところでさあ」

　香月は、ん？　と首をかしげた。黒髪がさらさらと流れる。

「俺おれの布団で寝てるの、誰だれだろ？　宇宙のプリンセスかな？」

「……お前、何を言っとるんじゃ？」

「え、あれ“〝ラブコメ現象”〟だろ？　ラブコメでよくあるじゃん。目が覚めると、なんかすごい出自の女の子が一緒に寝てましたーっての」

　俺は、今まで三作ほど、そういう内容のラブコメ漫画を読んできた……そう八平は言い、

「だからだよ」

　自信満々で締めた。客観的に見れば論理性のかけらもないセリフであるが……香月はそれを茶ちや化かすこともなく、浴衣ゆかたの袖そでで口元を隠し、笑いをこらえながら、

「いや八平……あれは、霧きり子こじゃ」

「え、姉さん!?」

　八平の義姉、霧子はいつも分厚い眼鏡めがねをかけており、暖簾のれんのようにかかった前髪で顔がほとんど見えないのだが……素顔はあんな美人だったとは。

　八平は布団の方を見た。いつのまにか女性は上半身だけ起こし、眼鏡をかけ、こちらを見ている。間違いなく義理の姉であった。一流大学に通い、物理学を専攻する才女である。

「八平君……さっきから、一人で、何をしてるの？」

　前髪の隙すき間まから、冷たい目で睨んでくる。この様子を見ると、しばらく前から起きていたらしい。

　香月のもう一つの特徴……彼女は、八平以外には姿を見ることができず、声を聞くこともできないのだ。

　ゆえに。

　霧子から見れば、先ほどからの八平は、虚こ空くうへ向けておはようと言ったあと、キモい半笑いを浮かべながら動き回り、「ははは！　香月、俺に当ててみろ！」と高らかに笑う痛い人ということになる。

　八平は変な汗をかきはじめた。

「大変じゃのう？　八平」

　香か月づきは空中で寝ころび、文字通り高見の見物をしている。さっき、胸のことで彼女が反撃しなかったのは、こういう展開を読んでいたからなのだ……！

　八はつ平ぺいは言い訳がまったく思い浮かばないので、質問に質問で返すことにする。

「ね、姉さんこそ、なんで俺おれの布団で寝てるんだよ!?」

　この義理の姉とは、それほど話したことがないのだ。

　霧きり子こは、うっと声を詰まらせ、腕組みしてそっぽを向きながら、

「……大学の用事で遅くなったから、寝ぼけて部屋を間違えただけ……」

「だろうねえ」

　一緒に寝るほど仲良くないし……そういうニュアンスを込めて言うと、霧子は顔を伏せて、布団を強く握りしめた。

　八平は彼女がそんな仕草をする理由がわからなかったので、

「ど、どうしたの」

「別に……義弟が脳内彼女と戯れる姿を見て、悲しくなっただけ」

「だろうねえ！」

　くずれおちる八平に、霧子は駆け寄ろうとしたが、思い直したのか部屋から飛び出していってしまった。

　八平は絶望に満ちた声で、

「うう、また姉さんに嫌われた……」

「……そうなんかのう？」

　霧子の様子を思い出し、首をひねる香月。

「くっ、脳内彼女だなんて……香月、お前はちゃんと、ここにいるのに……」

　八平は涙目で香月を見上げた。彼女は聖母のように微笑ほほえんで、

「大丈夫だ。私は、ここにおるぞ。脳内の存在ではないぞ」

「香月……」

「ただし彼女ではないがな」

「畜生！」

　八平は立ち上がった。香月は、その背中に優しく手を添え、

「ああ、すまん……やはり、私はお前が好きじゃ。彼女じゃ」

「え……」

　彼女は両手を後ろで組み、大きな胸を前に突き出し、潤んだ瞳ひとみで、

「……八平の全すべてが大好き。愛してる」

「理想的すぎる！　やはり脳内彼女なのか!?」

「私に首輪をつけて、散歩につれていってくれ。四よつん這ばいになればよいか？　それとも全裸か？」

「お前は俺おれの理想をどういう風に見てるんだよ！」

　香か月づきは、上目遣いになり、胸の前で掌てのひらをあわせて、

「八はつ平ぺいおにーたん、いっしょに、おふろ入ろ？」

「理想的すぎる！　やはり脳内彼女なのか!?」

「嫌な性癖を知ってしまった！」

　このロリコンめ、と家具をすりぬけて後退する香月に、いや、今のは会話の流れというもので、と弁解する八平。二人の朝はいつも、賑にぎやかに始まる。

　しかし。

　八平が一階の茶の間へ行き、朝食をとるため霧きり子こと向き合うと、全まつたく会話がなかった。

「……」「……」

　八平は中学校を卒業してからこの家に来たのだけれど、盛り上がったためしがない。

（参ったなあ）

　霧子の作るごはんは、おいしい。でも、先ほど奇行を見られていたと思うと……八平は後ろめたくなってしまい、自然に口がきけなくなってしまう。

　彼がほうれん草のお浸しに味をつけようと、醤しよう油ゆ差さしに手を伸ばした……その時、

「あ……」

　霧子と、手が重なった。



    

  
    
      



    

  
    
      　あわてて、二人は手を離す。八はつ平ぺいは、

（やった！）

　と心中で叫んだ。細くしなやかな姉の手に触れたからではない。

（今日は、“〝なにかを掴つかもうとすると、女の子の手と重なりあう”〟日なんだ！）

　茶の間の隅にいる香か月づきも、胸の前で手を合わせ、喜んでくれる。

「よかったのう、八平、比較的軽いぞ！」

（ああ。さっきは、“〝目覚めると、すごい出自の女の子が布団にいる”〟なのかと思ったけどな……）

　彼は急いで朝食を食べ終え、「ごちそうさま！」と言って茶の間を出ていった。残された霧きり子こは、笑みを浮かべて、八平が先ほど触れた手の甲にくちづける。

　そして、おもむろに足下の鞄かばんから“〝八平君ノート　その七”〟と書かれたＡ４のノートを取りだし、一気に何かを書いたあと……その紙へ、自分の手の甲をこすりつけた。まるで八平の温ぬくもりを永遠にそこへ留とどめようかとするように。



　八平は自室に戻り、本棚の奥に隠してあるファイルを取り出した。

　百円ショップで売っている安っぽいものではなく、ぶ厚いプラスチック製。表紙には油性マジックで、「ラブコメ現象対策マニュアル」と書かれている。中には百枚以上のルーズリーフが綴とじられていた。

「ええと、手……手……」

　ページの右側についたインデックスを使い、「た」行を検索し……目当ての項目を見つけた。



「手が重なりあう」

　危険度　Ｄ

　何かを取ろうとしたときに、女の子と手が重なりあうラブコメ現象。胸を揉もんだりスカートの中に顔を突っ込んだりすることよりは非常に軽い。

　注意点としては、

・授業中に、消しゴムなどの文房具を落とさないこと。

・買い物は基本的にしないこと。商品に手を伸ばせば、見知らぬ女性と手が重なる可能性が高い。

・できればポケットに手を突っ込んで生活する。

　こういう現象を、女性がどう受け取るかは、普段の自分のキャラにかかっている。

　普段から明るく、爽さわやかなイメージを与えておくこと。



　そんな、わけのわからないことが書かれていた。

　しかし八はつ平ぺいは真剣にそれを読み……ファイルを閉じると、再び本棚の奥にしまう。

　そして、注意点を反はん芻すうしながら、再び階段を下りる。洗面所へ向かうのだ。

「しかし、面倒くさいことじゃな。これから毎朝、いちいち髪を洗うのか？」

　香か月づきが話しかけてきたので、八平は小声で、

「確かに面倒だ。しかしな、やはり清潔さが最も大事だ」

　そうすれば、「ラブコメ現象」により女子と関かかわってしまったとしても、嫌われるダメージを少なくすることができる。女子からしても、不潔な奴やつより清潔な奴にやられた方が、まだマシだろう……八平はそう思い、階段を下りていく。

（文房具は落とさないように……買い物はしないように……）

　反芻に夢中だったので、下からの足音に気づかなかった。

　この家の階段は、途中で右に曲がっているのだが……そこで、姉と出会い頭にぶつかってしまったのだ。

「まずい！」

　香月が叫んだときには、もう遅い。「きゃ!?」という叫びとともに、霧きり子こが階段から転落しそうになる。

「姉さん！」

「八平君……！」

　弟と姉は、互いに両手を伸ばしあった。

（助けてみせる！）

　八平は、霧子の手を掴つかもうとしたが……いきなり、彼の両手に、電撃のようなものが走った。意志に反して、両手は霧子の手を通過し、豊かな双乳へ向かっていく。

（!?　まさかっ！）

　彼は刹せつ那なの間に悟る。そうか、今日の「ラブコメ現象」は、「手が重なりあう」などではない。危険度Ａ……「ハプニング時、女の胸を揉もむ」だったのだ。

　八平の両手は、ひどく柔らかく、張りのある物体を鷲わし掴づかみにした。

　だが、それは霧子を転落から救うことになった。

　彼女が巨乳でなく、ほどよいサイズの美乳であったなら、転落していただろう。

「……」

　八平は、手を離す。霧子は姿勢を安定させる。

　とんでもなく気まずい。せめて、霧子はビンタするとか、大声をあげたりすればいいのだが……胸を抱きしめるように押さえ、背をまるめながら階段を下りていく。

「ねえ、さん」

　八平は、すさまじいまでの罪悪感に襲われ、階段でうずくまった。

「ああ、もう絶対に嫌われた。百パー、完全に」

「だ、大丈夫か？」

　心配して顔をのぞきこんでくる香か月づきに、八はつ平ぺいは、

「だって弟としてありえないよ！　なんで姉が転落してるのに、胸を掴つかみに行くんだよ！」

「……まあのう」

「くっ……全すべてはこの呪のろわれた体のせいで……」

　八平の言い分は、なにやら痴漢の言い訳のように聞こえるが、そうではない。

　彼は、本当に、呪われているのだ。

「うう……しかもよりによって今日、これとは……。危険度Ａ。一体どうすればいいんだ」

　高校初日から女生徒の胸を揉もんだなら、それはどう考えても変態だ。

　しかもこの呪いは、一日、最大二回まで……まだ一回、残っている。

　打ちひしがれる八平に、香月が言う。

「……八平、私が言うのも何じゃが」

　こういう言い方なのは、呪いの原因が香月である可能性が高いからだ。二年前、二人が出会った次の日から、この呪い……ラブコメ現象が始まったのである。

「絶望したら終わりじゃ。うずくまっている暇があるなら、対策を考えるべきじゃろう」

「香月……」

　八平は、美しい幽霊をまぶしげに見た。彼女は、この上なく真ま面じ目めな表情で、

「がんばろう……これ以上、霧きり子このような被害者を出さないために」

「……」

　余計に落ち込んだ。



　ラブコメ現象……それは、「ちょっとスケベなラブコメ漫画っぽいハプニングが起こる」というものだ。

　少年マンガに希まれにある、主人公が転ぶと女の胸を揉み、股こ間かんに顔を突っ込んだりする……アレである。

　ラブコメ漫画の主人公は、ハプニングで女子の胸を揉んでも、一発殴られでもすれば、すぐ元の関係に戻ることができる。

　しかし、リアル世界でこれを行うと、普通に犯罪だ。

　香月と出会った翌日、八平は学校で同級生女子の胸に触ってしまった。その子は泣いてしまい……さらにまずいことに八平は、「ち、違う、この手が勝手に動いたんだ！」と言ってしまった。

　彼は真実を言っていたのだが、周りからすれば言い訳にしか聞こえなかっただろう。その後、もう一人の胸に触ってしまったし。

　八はつ平ぺいの受難は、その日だけで終わらなかった。次の日登校すると、女子と廊下の曲がり角で出会い頭にぶつかり、その股こ間かんに顔を突っ込んでしまったのである。

　八平は、女子からは性犯罪者の烙らく印いんを押され、男子からはバカにされる立場になってしまった。

　大好きだった野球も、辞めざるをえなくなった。八平があまりにも学校でそういう行為を行ったため、監督が出場停止を危き惧ぐしたのである。

　八平はノイローゼになり、香か月づきを罵ば倒とうした。彼女と出会った次の日から、この現象は始まったからだ。

　だが彼女に当たっても何にもならない。八平は、起こったことを丹念に書きとめ、法則を考え続けた。

　八平が、現象の概略を掴つかんだのは、初めて胸を揉もんだ日から半年ほど経たった時である。



・自分の周りには、「ちょっとスケベなラブコメ漫画っぽいハプニング」が起こる。便宜上、「ラブコメ現象」と名付ける。

・「ラブコメ現象」により何が起こるかは、一日ごとに変わる。

・「ラブコメ現象」が起こるのは一日最大二回。同じ種類のハプニングが起こる（たとえば、ラブコメ現象により、胸を揉む、股間に顔を突っ込む、という二種類が同日に起きることはない）

・「ラブコメ現象」は香月と出会った次の日に始まった。彼女と何らかの関係があることは間違いない。



　八平は、それから「ちょっとスケベなラブコメ漫画」を手当たり次第に購入して、何度も繰り返し読み、自分が主人公だったら、どういう風にハプニングを回避するかということを考え続けた。

　そして第一に思いついたのが、「体、特に足腰を重点的に鍛きたえる」こと。

　ラブコメ漫画の主人公は、とにかく足がもつれる。何らかの弾みで転び、女子を押し倒す。無論、八平も何度もこういうことをしている。

　ゆえに八平は、深夜のランニングと、筋トレを始めた。同時に心も鍛えられたため、体が勝手に動き出したりしても、抵抗くらいはできるようになった。

　三年の終わり頃ごろになると、八平の肉体は相当のレベルまで鍛え上げられた。

　そして、第二の対策は、「明るく爽さわやかなキャラを作る」というものだった。

　ある程度の「ラブコメ現象」が起きるのは覚悟し、女子が触られても不快感のないキャラで行くのである。

　女子からすれば、手を握られるにしても、教室の隅でどんよりしているヤツと、クラスの人気者にやられるのとではまるで違う。

　八はつ平ぺいは身だしなみに気を使い、清潔さを特に心がけるようになった。

　中学時代はラブコメ現象により散々だった。しかし、今日からは高校生。練りに練った対策を活用して、楽しい高校生活を送ろう……そう八平は思っていた。

　そのために、わざわざ実家から相当離れた高校を選んだのである。丁度、義理の姉の霧きり子こが大学に通うため古い家を借りていたのだ。ここなら、以前の八平を知るものはいない。

　しかし。

　今、八平は、絶望的な表情をしていた。

　彼は、最寄り駅のホームにいる。高校へは自転車で通おうと思っていたのだが……よりによって今朝、前輪がパンクしていたのである。

　高校へは、家から十五キロほど。八平の体力なら走って行くことは不可能ではないが、時間的に間に合わない。

（まさか初日から遅刻するわけにもいかないし……）

　ため息をつく八平に、香か月づきが話しかける。

「しかし……人、多いのう」

　八平は力なくうなずいた。朝のラッシュ時だけあり、通勤客や、学生の比率が高い。

（女子高生や、ＯＬさんもたくさんいるなあ……）

　電車の中で、「ラブコメ現象」を発動させたら……。

　八平はシミュレーションをしてみる。

　電車がブレーキをかけた瞬間、女子高生がこちらへ倒れ込んでくる。その瞬間ラブコメ現象が発生し、胸を揉もみ、「この人痴漢です！」と言われ、鉄道警察に捕まり、八平は「違う！　俺おれが悪いんじゃない！　呪のろいのせいなんだ！」などと叫ぶ。

　すごい。入学式の日にこれをやったら伝説だろう。

　入学式前に、退学かもしれない。

　冗談抜きで、ここを耐えられるかに人生がかかっている。

「行くぞ、香月……」

　八平は悲壮な表情で、電車に向かう。そんな彼に、香月は優しく声をかけた。

「安心せよ。捕まっても、面会に行ってやる」

「おまえ、留置所で一緒に暮らせるだろ！」

　小声でツッコみつつ、電車に乗り込む。中は混こんでおり、座ることはできなかったが、

（むしろ、このほうがいいかもな）

　と思い、八平は両手を吊つり輪の中にムリヤリ突っ込んだ。これなら簡単には抜けまい。

　時々、そんな彼を怪け訝げんに見てくる人がいるが、

（痴漢で捕まることに比べれば、なんてことない）

　それから十分ほど経たったとき……八はつ平ぺいは、右側に立っている少女が、顔を赤らめ、辛そうにしているのが目についた。時折目をぎゅっと閉じ、体を震わせている。

　肩口で整えられた黒髪が日本人形を思わせる、内気そうな子だ。

　八平と同じ学校の制服である。ネクタイの色は、青。

（俺おれと同じ新入生か……風邪でもひいてるのかな？）

　八平は、香か月づきに状況を探ってもらうことにした。目で合図をする。

「がってんじゃ」

　香月は天井近くまで飛び……少女を見下ろす。

「八平、この子、痴漢されておるぞ！」

（なにっ！）

「尻しりを触られておる。満員なので、身動きがとれないようじゃな」

　八平は怒りにふるえた。この子はいかにも気弱そうだ。そこにつけこんで痴漢など。新生活一日目をなんと心得ていやがる。

　そう……新生活一日目……そういえば姉さんも今日から新生活だった。物理学のゼミが始まると、この前ちょっと聞いたな。

　俺は……一日目に、よりによって豊かな双乳を鷲わし掴づかみにしてしまった。

　俺も、やってるじゃん。新生活の出鼻をくじいてるじゃん。

（俺は……痴漢と同じなのか……）

　八平の表情がどんよりと沈んだ。その心中を察した香月は、

「馬ば鹿かもんが！　それは呪のろいのせいじゃろうが！」

（香月……）

　八平は香月を見上げた。彼女はまるで女神のように、道を示してくれる。

「その子を助けるんじゃ！　犠牲者は、お前の姉だけで沢山じゃ！」

「……」

　八平のテンションはガタ落ちした……ツッコみたいが、香月が百パー真剣な顔をしているのでそれもできない。

（まあしかし……助けないとな）

　八平はゆっくりと、吊つり輪から手を抜く。

（ブレーキ、かかるなよ……）

　ありとあらゆるハプニングでラブコメ現象「胸を揉もむ」は発動する。急がねばならない。

「大丈夫？　体調悪いの？」

　痴漢されている女子に、話しかける。彼女は、泣きそうな顔で八平を見てから、後方を振り返った。そちらに痴漢がいるのだろう。八平は、

「よかったら、場所を替わろう」

「え……でも」

　満員で、ほとんど身動きがとれない。そう言いたいのだろう。

「大丈夫」

　八はつ平ぺいは、吊つり輪を固定する鉄の棒を両手で掴つかみ、懸けん垂すいの要領で大きく体を持ち上げた。彼の足下にスペースができる。

「ここに移動して」

「……！」

　彼女は逃げるように、場所を移る。

　八平は鉄棒を伝って横へ移動。先ほどまで彼女がいた位置におさまる。

「……あ、ありがとうございます……」

「うん。気をつけて」

　香か月づきが「見事！」と言ってきたので、軽くうなずいて答える。先ほどと同様に吊り輪へ両手を突っ込んだ。

　少女が、おずおずと見上げてきて、

「あ、あのっ……すごい力ですね」

「ん？　ああ……一応毎日鍛きたえてるから」

　八平は苦笑とともに言った。様々な「ラブコメ現象」に対応するため……こんな動機で鍛えたやつもいないだろう。

　八平の制服を見て、同じ高校の新入生だと気づいたらしい。彼女が質問してくる。

「中学校のときは、体操部か何かですか？」

「ううん、演劇部」

「ええ!?　意外です……」

　部員は、彼一人だった。入部したのは、香月と話している時、誰だれかに見られても“〝一人芝居の練習中”〟と言い訳ができそうだったから。野球部を退部になった後のことである。

「ああ、言い忘れてたけど、俺おれ、薩さつ摩ま八平。同じ学校だよね？」

「あ……私、染そめ谷や佳よし乃のと申します。言い遅れて申し訳ありません」

　少女は丁寧に頭を下げた。上品なシャンプーの香りが漂う。言葉遣いや雰囲気を見ると、育ちのいい子なのかもしれない。

　だが、その時……急なカーブにさしかかったのか、列車に強めのブレーキがかかり、佳乃が八平に軽くぶつかってくる。

　ラブコメ現象発動！

　八平の腕が、彼の意志を無視して動きはじめる。

（う……うおおおおおっ!!）

　八平は力の限り、暴れる腕を抑えようとした。だが……その努力はむなしく、吊り輪から抜けてしまい、じりじりと、佳よし乃のの慎つつましい胸へ向かっていく。

（いかん……！）

　ここで彼女の胸を揉もめば……大変なトラウマを植え付けてしまうだろう。痴漢から助けた男が痴漢をしてきたら、もう誰だれも信じられなくなるのではないか。

「染そめ谷やさん……俺おれから、離れるんだ……」

「で、でも、動けない……」

　人が押し合いへし合いする中、八はつ平ぺいは万歳の形で、なんとか両手を抑えつけていた。

「も……もたない……」

　まるで体を誰かが操っているよう……八平は渾こん身しんの力で耐え続ける。

「八平！　右を見るんじゃ！」

　香か月づきがそう言った時、なんとそちらからも、女性がぶつかってきた。まだ若いＯＬだ。彼女は「ごめんなさい」と言って、一歩だけ後ろにさがった。

　八平の両手は、その女性もロックオンし、胸を触ろうと暴れ出す。

　香月が強い口調で言った。

「よいか八平。私が“〝行け！”〟と言った瞬間に右手だけを解放し、ＯＬの方をねらえ」

「な……」

　確かに、少しだけコントロールすることは可能だが……それでは、被害者が佳乃からＯＬに変わるだけではないか。

「頼む。私を……信じてくれ」

　八平は苦笑した。この幽霊が、俺の期待を裏切ったことなど、一度たりともない！

　天井近くを飛ぶ香月と目を合わせ、うなずく。

　そして、香月は視線をわずかに横に移したあと……叫んだ。

「行け！」

　八平の右手が、とき放たれた矢のように、ＯＬの胸に向かっていく。

（香月……頼むぜぇえええええええっっ!!　人生かかってるんだからよおおおおおおっ!!）

　そのとき、彼とＯＬとの間に、若い男が入ってきた。

「え!?」

　八平の手は止まらず……男の顎あごを思い切り打ち抜いてしまう。

　男はぶっ倒れた。気絶したらしい。

「……え、ええええええええ!?」

　佳乃が八平から離れる。

　どうやらラブコメ現象の発動条件をはずれたようだ。八平の手は普通に動くが……。

「や、やっちまった……」

　確かに誰の胸も触らなかったが、暴力事件だ。

（ああ……入学式前だってのに……）

　最悪だ。こんな噂うわさが広まったら、友達一人もできないかもしれない。

　ともあれ、介抱しなければ。八はつ平ぺいが男のそばに座り、「すいません」と言おうとしたとき……。

　佳よし乃のが男を指さし、

「こ、この人です。私を痴漢してた人……」

　列車の中が、ざわつきだす。だが、痴漢には冤えん罪ざいも多いという。証拠がなければ……。

　八平が佳乃にそのことを聞くと、

「この人、たぶん手鏡を持ってると思います」

　周りの乗客に、証人となってもらい、八平は男のポケットを漁あさりはじめた。

　すぐに手鏡がでてくる。そして……デジカメ。データを見てみると、パンツの盗撮写真だらけ……決定的な証拠だ。

　八平は携帯電話を使い、鉄道警察を呼んだ。次の駅でご用となるだろう。

　香か月づきを見上げて、苦笑する。

（一時はどうなることかと思ったぜ）

　彼女は、痴漢が再び佳乃に近づこうとしていたのを見つけ、タイミングを計って八平に一撃させたのである。

「くく、おまえが私を信じてくれたからこそじゃ」

　八平と香月が、勝利を称えあっているところへ……。

「あ……あの、重ね重ね、ありがとうございましたっ！」

　佳乃が何度も頭を下げ、そして、八平をきらきらした目で見上げてくる。

「すごい……すごいです。私を救うだけでなく、痴漢をノックアウトまでして下さるなんて……」

「あー……まあ」

　八平は居心地悪そうに、頭をかく。ほとんど彼の力ではない。痴漢を発見したのも、右手を解放するタイミングを教えてくれたのも、香月だ。

「大したことはしてないよ」

　本当にそう思ったのだが、佳乃はつくづく感心した様子で、

「なんと奥ゆかしい……あなたこそ、日本男児の鑑かがみです」

　好感度の上昇に困惑する八平。香月は自分のことのように喜んで、

「まあ、賛辞は素直に受け取ることじゃ。高校生活、さい先がよいではないか」

　八平は、うなずいておく。確かに、病原菌のように嫌われていた中学時代とはえらい違いだ。

　するとその時……再び電車に急ブレーキ。

「な……何ィィィィィ!?」

　乗客たちの体が傾く。佳よし乃のが八はつ平ぺいにぶつかってくる。

「どれだけ急ブレーキかけるんだよ、この運転手！」

　八平の叫びもむなしく、再びラブコメ現象が発動する。今度は抵抗する暇もない。八平の右手は佳乃の胸を鷲わし掴づかみにする。

「……ぁ……」

「……ご、ごめん！」

　終わった。

　八平は顔を伏せ、胸から手を離した。

（……ああ、高校生活、短かったなあ……）

　まさか入学式の日の通学で終わるとは。

　そう思って、被害者佳乃の顔を見ると……耳まで赤くし、かすかに震えながら、胸を押さえている。

（ああ、さっき痴漢されたばかりの人に、俺おれはなんてことを……）

　八平がすさまじい罪悪感にさいなまれていると……佳乃が、

「だ、大丈夫、です。ちょっとびっくりしましたけど」

「……え」

　これはもしかして、急ブレーキのハプニングとして許してくれるのだろうか？

「……お慕いする殿方にやられるなら、別に苦ではありません」

　……え、今なんと？

　八平が固まり、助けを求めるように香か月づきを見上げると、ぷいっと横を向いた。

「わ、わたしを見ても仕方なかろうっ」

　八平は、慎重に佳乃へ質問する。

「あのー……お慕いというと？」

「この私を、痴漢から騎士のように守って下さった、あなたのことです」

「……」

　結果だけをみればそうだが、八平も痴漢と紙一重のところにいたのだ。もしも香月の指示がなければ、どうなっていたか分からない。結果的に胸には触ってるわけだし。

　それに……八平にはもう、好きな女性がいるのだ。彼は戸惑いながら、

「染そめ谷やさん……俺たち、まだ出会って十分くらいだぜ。即断はどうかと思うけど」

「いえ、私にはわかります。あなたの本質が」

　佳乃は両手を胸の前で組み、八平を見上げてきて、

「痴漢に正義の一撃を放ち、それでいてその功を誇らない……まさにあなたこそ、私が探していた殿方です」

　いや、ぜんぜん分かってませんが……八はつ平ぺいはそう思いつつも、

「まあ、友達からはじめよう。それでいい？」

「はい……」

　佳よし乃のは右手を差し出してきた。握手しようというのだろう。八平はその小さな手を握り、

「よろしくね」

「はい……未来永えい劫ごう、よろしくお願いいたします」

「重っ！」



　八平は佳乃と一緒に、電車を降りた。

　二人が今日から通う「葛か西さい高校」は、この駅から十分ほどのところにある。

　なかなか偏差値の高い、普通高校だ。八平は国語と歴史以外苦手だったが、この高校へ通うため必死に勉強し、ギリギリ合格したのである。

　八平が住む「葛西市」の外れにあり、その周辺は県内有数の稲作地帯として知られる。高校までの道は、広大な田んぼを貫くように走っている。

　ラブコメ現象は、最大一日二回。今日はもう発動する心配がない。八平が軽やかな気持ちで歩いていると、佳乃が話しかけてきた。

「薩さつ摩まさん、いつ、私の両親と会っていただけるのですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「え??」

　何一つ意味がわからない。香か月づきですら唖あ然ぜんとして佳よし乃のを見る。

「私としては、今度の土曜がいいのですけど」

「明日じゃん」

　今日は金曜日である。

「両親の都合がいい日が、それしかないのです」

　痴漢から救ってくれた人として、紹介するのかな、と八はつ平ぺいが思っていると、佳乃は、

「将来を約束したい殿方として紹介します」

「俺おれの意志は!?」

「お父様は私を、大変可愛かわいがって下さる方です。よく寝言で“〝殺す！　娘に近づく男は殺す！”〟と仰おつしやるほどに」

「質問に答えてないけど……それに、そんな怖いお父さんに会いたくないよ」

「大丈夫です。薩さつ摩まさんは座っているだけで。私が勝手な希望を喋しやべるだけですから」

「そうかな……君のお父さんからしたら、不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵だと思うけれど」

「じゃあ、薩摩さんも、いっそのこと“〝お父さん、いつか、僕に佳乃さんを下さいと言うかもしれません”〟と言っておいたらどうですか」

「挑発としか受け取られなさそうだけどね……」

　佳乃はくすくす笑い、

「まあ、両親と会っていただくのは冗談です。私もそこまで、非常識ではありません」

「そうか……」

「薩摩さんと将来を約束したいのは本当ですけれど」

「それは非常識じゃないの!?」

　会って三十分も経たってないのに……八平は意を決して、言うことにした。

「染そめ谷やさん……俺たちまだ、知り合って間もないよね。いくら痴漢を撃退したとはいえ、それだけで俺が好きだというのは早計だと思うんだ」

　八平は、同級生の女子と適度な距離をとろうと思っている。ラブコメ現象は危険なのだ。ふとしたはずみで胸を揉もんだりスカートの中に顔を突っ込んだりする。

　女子と親しくすれば、その頻度は増すだろう。

　だが、あまりに喋らないと、「得体の知れない奴やつ」というポジションになってしまう。

　つかず離れず……でも明るいキャラで。そういう距離感がベストだと思っている。

　だが、この佳乃のように、“〝好き”〟という態度でこられると、ラブコメにより少しエロいことをするたびに、それが既成事実として積み重なってしまうのだ。

（それはまずい……俺、好きな人いるしなあ……）

　誰だれですか、と聞かれても答えられないから、言わないけど。

　佳よし乃のはちょっと考えてから、

「でも……人を好きになるのに、時間の長短はないと思います。一ひと目め惚ぼれもあれば、何年一緒にいても何も思わない人もいます」

「……まあ、確かにね」

　そのとおりだ。八はつ平ぺいは香か月づきと出会ったときのことを思い出す。

　道路の真ん中に一人、立っていた彼女。思えば、一目で心を奪われていたのではなかったか。

　それを考えれば、佳乃の気持ちもわかる。

　だがせめて、少し圧力を下げてもらおう。

「……染そめ谷やさん。最初から好感度ＭＡＸって、あまり男からするとグッとこないものなんだよ」

「……？　申し訳ありません。よくわからないのですが……」

「つまりだね、知り合った当初、女性がそっけなかったり、ツンだったりしたところが……仲良くなるにつれ、デレの部分がでてくるところに、味があるわけだよ」

「……も、もしかして、最初からデレの私では、物足りないということですか」

「平たく言うとそうかな」

「な……」

　佳乃は愕がく然ぜんとしながらも、

「しかし気持ちを後戻りさせることなどできません……一体どうすれば」

「あえて、ツンで行ってみるというのはどうかな」

　はい？　と佳乃は小動物のように首をかしげた。

「つまり、俺おれとはある程度距離を置くなり、嫌うそぶりをするんだよ。そこから仲良くなる……その落差がいいんだ」

「……な、なるほど……では、やってみます。まず、“〝ツン”〟から」

　佳乃は、今までうっとりと八平を見ていたのに……いきなり、ゴミを見るような目つきで、

「死ね！」

　と言ってから、唾つばを顔に吐いてきた。そして、すぐに素に戻り、

「ど、どうでしょうか、私の“〝ツン”〟は……」

「……いや……もう、“〝ツン”〟というより、“〝ザク”〟という感じだね。ツンツンつつくんじゃなくて、深々と刺してるよね」

　ザクデレ。定着しそうにない。

「そうですか……では、合格ということですね」

「全然ダメ」

「えっ」

「知り合ってすぐ顔に唾つばかけてくる人が、後でいくらデレても萌もえられないよ！」

「そ、そんな……唾を拭ふき取りますから、許して下さい……舌で」

「なんだって!?」

　驚きよう愕がくする八はつ平ぺい。佳よし乃のが赤い舌を突き出しながら、頬ほおに迫ってくる。通学途中の生徒がチラチラとこちらを見ている。

　男に唾を吐きかけ、それを舐なめとろうとする女……すごい見物だろう。

　八平は佳乃の頭とアゴを押さえつつ、

「染そめ谷やさん！　それは、キスじゃないか！　もっと大事にしようよ！」

「いえ、舐めるのは、キスには入りません」

「俺おれ的にはキスの上級だと思うよ！」

「そうですか……では、ここで頬を舐めれば、私と薩さつ摩まさんは今日だけでＡとＢを行ったことになるのですね」

　佳乃は古い表現をした。ざわざわ、と周りの生徒たちがどよめく。

（ああ……確かに電車の中で胸さわったけど！）

　苦悩する八平に、佳乃はさらに追い打ち。

「今日が初対面だというのに！」

　ざわざわざわ、と生徒たち。

（なぜだ……俺は平穏に暮らしたいのに……！）

　八平は佳乃の舌をかわしつづける。

「八平さん、受け取って下さい。あなたに唾をかけてしまったことへの罪滅ぼしなのです」

「いや、しかし、キスは……」

「婚約を」

「それを受け取れと!?　どんだけノンストップなんだよ！」

　八平は搦からめ手てに出ることにした。この子は力では押さえられない。

「染谷さん……残念だよ」

「えっ？」

「これでは、さっきの俺の言葉……全然役に立ってないじゃないか……デレは、仲良くなるにつれ出てくるものだと」

「……」

「舌で舐めとる？　そんなもの、デレの最上級じゃないか……さっき、唾をかけるまでしたのに……デレに移行するのが早すぎると思わないか？」

「そ、そういえば……つい我を忘れてしまって……申し訳ありません。私、もっと勉強して参ります！」

　そう言って、佳よし乃のは学校のほうへ駆けていった。

「……ふう」

　八はつ平ぺいはティッシュで頬ほおを拭ふくと、ゆっくりと歩き始めた。

　香か月づきが話しかけてくる。

「しかし嵐のような娘じゃったな……まさか初日の通学で好感度ＭＡＸになるとは」

　八平は携帯を耳に当てる。香月と会話をしても、周りからは通話をしているように見えるはず。

「うん……まあ“〝ツンデレで来てくれ”〟という課題を出したから、しばらくは、さっきみたいにガンガン来ることもないだろう」

「……しかし可愛かわいい娘じゃったぞ？　最高の高校生活スタートとも言えるのではないか？」

「……」

　そう言われると、八平は複雑な気持ちになる。

（香月、やっぱり俺おれのことなんとも思ってないのかな……）

　彼としては少しくらいやきもちを焼いてほしいのである。

「……俺に、たくさん友達ができていいのか？　お前学校で会話ができなくなるぞ」

「ふ……バカなことを」

　香月は黒髪をかき上げて微笑ほほえみ、

「八平の高校生活が一番大事だ。お前が友達に囲まれていることが、私にとって一番楽しいのだよ」

「香月……」

「お前が友達に囲まれている時に、何度も話しかけ、そのリアクションを楽しむとしよう」

「俺の右往左往する様が一番楽しいのか!?」

「だってなあ……お前にまともな返しは期待できないしな」

「まさかのダメ出し!?」

「だったら、お前がテンパる様子を見て、せせら笑うほうがいいだろう？」

「最悪だなお前！」

　せせら笑う、って日常会話で初めて聞いたよ、と八平はつぶやく。

　香月は「冗談じゃよ」と言って笑ったあと、袖そでで口元を隠し……ぎゅっと目を閉じて、絞り出すように、

「……私に気を使い、孤独になる必要はない。どんどん友達を作り、楽しい高校生活を送るがよい」

　八平は彼女の様子に気づかず、

「ありがとな。でも、ラブコメ現象があるからな……あまり女子が手近にいるのもね。今日はもう安心だけどさ」

　二人は、葛か西さい高校の門をくぐった。昇降口前にはクラス分けの大きな紙が、ベニヤ板に貼はられて設置されており、生徒たちがその周りに大勢集まっていた。

「ふむ、混こんでおるな……見てきてやろう」

　香か月づきが、人だかりを越えて飛んでいった。

　八はつ平ぺいは、掲示板から二十メートルほどの場所に立つ。彼はこの距離の目測を決して間違えない。

　八平から、香月がそれ以上離れられないから。

「一―二らしいぞ」

　戻ってきた香月に、八平は携帯を耳に当てて、サンキューな、と礼を言う。

「ちなみに、さっきの染そめ谷や佳よし乃のも同じクラスじゃ」

「そ、それは、退屈しなさそうだな……」

　そんな風に会話しながら、昇降口をくぐったとき、前方から「そこのキミ！」という鋭い声がした。

　八平が反射的にそちらを見ると、ポニーテールの女生徒が、十メートルほど先からこっちを睨にらんでいる。右手には木刀を持っており、切っ先を八平に向けて、

「校内は、携帯電話禁止だ」

　いや、木刀はいいのか？　と八平は突っ込みたかったが、波風を立てることはないと思い、素直に仕舞おうとする。

（しかしそんなルールがあるのか）

　この方法は、校内で香月と話すのには使えないな、と八平が思ったとき、

「ちょっと待て！」

　女生徒が長い足でつかつかと歩み寄ってきた。ネクタイの色は、赤。二年生らしい。

　身長は八平よりわずかに低いが、腰の位置は彼より高い。モデルみたいな体型だ。

　きりっとした目で、八平を見上げてくる。彼が思わず息をのんだとき……携帯を奪い取られた。

「な、何をするんですか!?」

「今、通話をしていた相手を調べさせてもらう。校内の人間であれば、しかるべき罰を与えなければ」

「ちょっと待って！　返して！」

　着信履歴を見られたら、誰だれとも通話をしてなかったことがバレてしまう。それは恥ずかしい。

　八平は奪い返そうとするが、女生徒は抜群の体たいさばきでそれをかわし、携帯をいじり、画面を見た。

「……ん？　あれ？」

　彼女は何度も首をひねったあと、八はつ平ぺいを怪け訝げんな表情で見つめてくる。

（ああ、バレた……）

　天を仰ぐ八平に、女生徒は深々と頭を下げる。ポニーテールが勢いよく揺れた。

「心から、謝罪する。申し訳ない」

「……え？」

　女生徒は頭を上げて、

「さっき言ったルール、正しくは校内での携帯による“〝通話”〟禁止なのだ。君は、携帯を耳に当て一人で喋しやべっていただけだ。それなのに私は勘違いして……」

　ざわざわ、と周りが騒ぎだす。いつのまにか多くの新入生たちが遠巻きに見ていた。

「あ、あの、もうそのへんで……」

　やめてくれ、と八平は言いたかったのだが。

「いや、私は自分が許せない！　君がただ携帯を耳に当てて独り言を言っていただけなのに、通話していたなどと早とちりするとは……」

　それを早とちりと言っていいのだろうか。百人中百人が通話していると思うだろう。

　八平が口を挟む間もなく、女生徒は続ける。

「君は新入生だな。登校初日からこんな不快な思いをさせてしまい、すまない。せっかくの独り言を邪魔して……」

（なんだろう……俺おれは遠回しに辱はずかしめられているのだろうか？）

　八平は周りの視線を気にしつつ、女生徒の顔を見たが……真剣そのもの。どうやら本気で謝っているらしい。

「悪気はないようじゃが……」

　香か月づきは嘆息しながら言った。八平は謝罪を止めるべく、

「あの、もう結構ですので」

「そうか……本当にすまなかった」

　女生徒は携帯を八平に返し、

「さあ、独り言を続けてくれ」

「できるか！」

　思わず突っ込んでしまった。

　こんな空気にしておいて。周りの生徒たちから見れば、八平はもはや変な人であろう。

（ああ……高校は平穏に過ごしたかったのになあ……）

　肩を落とす八平を見て、女生徒は申し訳なさそうに、

「そうか……本当にすまない。登校初日から君の、精神を保つ手段を失わせてしまって」

「……」

　また、素敵に勘違いしている。

　だが、八はつ平ぺいは真実を話すわけにもいかない。「俺おれにしか見えない幽霊と話しているんだ！周りへのカモフラージュとして、電話を耳に当てているだけなんだ！」と説明したら、冗談抜きで保健室につれて行かれるだろう。

　女生徒は、八平の肩に手を置いて、

「勇気を出して、携帯を耳に当て、独り言を言うがいい。もしそれを揶や揄ゆする輩やからが出てきたら、私は全校集会の時に言ってやる。“〝通話するフリの、どこがよくないんだ！”〟と」

「新たなイジメだ！」

「大丈夫だ。通話するフリは、決して恥ずかしいことではないぞ」

「恥ずかしいことだよ！」

「……む」

　女生徒は、周りから向けられる視線にやっとのことで気づき、

「とりあえず歩こう。お詫わびに、この学校を案内しよう。といっても時間がないので、十分程度だがな」

　八平はうなずいた。この場から逃れられるならなんでもいい。



「ここが職員室、隣が保健室だな」

　女生徒は、切れのいい口調で説明をする。背筋をしっかりと伸ばし、長い足できびきびと歩く。凜りんとした美び貌ぼうに、ほどよく引き締まった肉体。右手の木刀ともあいまって、

（なんか、剣術小町、って感じだな）

　と八平は思った。

「私は北きた見み鈴すず音ねという。二年生だ。生徒会長を務めている」

　確かに他ほかの生徒とはオーラが違う。八平も自己紹介すると、鈴音は「八平君か。覚えたぞ」とうなずいた。

　八平は二階へ案内された。階段のすぐそばにある教室を鈴音は指さし、

「ここが生徒会室だ」

「……えっと、なんで戸がないんですか」

　普通なら引き戸がある位置に、なにもない。取り外されているようだ。鈴音は、ふふんと胸を張り、

「これは私が会長になってから始めたことだ。我が生徒会はいつも、生徒たちの声を聞くために扉を開いている。そういうメッセージを表している」

「ふうん……」

　ある県知事が三年ほど前に、同じような名目で知事室のドアを外し、話題になった。

　真ま似ねしたのだろうか……と八平が思っていると、

「ふふ、こんなことをしたのは世界で我が生徒会が初めてだろう」

「……ええと、ですね」

　八はつ平ぺいは県知事の話をした。すると鈴すず音ねは焦った表情になって、

「わ、私の方が先だもん！」

「え？」

　さっきまでの厳格な口調が、いきなり砕けてしまっている。鈴音はさらにテンパり、言い直す。

「私の方が先に決まっておるであろう」

「いや、厳格のほうに行き過ぎ！　もう少し下げて！　思い出して！」

「私の方が先に決まっているじゃろう……いや……先ではないか……」

　鈴音はいろいろ考えたあと、

「私の方が先だ」

「なんか逃げた気もしますけど……まあいいや。でも、その知事がドアを取り外したのは、三年も前ですよ。先ってことは、ありえないんじゃ……」

「いや、小学校の卒業時に、私は書いていた。“〝将来、私は、高校の生徒会長になって、生徒会室のドアを全部外したいです。それが夢です”〟と」

「夢にしては微妙だ！」

　普通、女優とか宇宙飛行士とかじゃないのか。八平はそう思いつつも、

「卒業文集に書いたのですか？」

「いや、寄せ書きに」

「文面、長っ！」

　八平は呼吸を整えたあと、

「じゃあ、その色紙、今度見せてくださいよ」

「タイムカプセルの中に入れたから駄目。開けるのは、次の皆既日食のときなんだ」

「なんでそんな壮大な日に……」

　八平が追撃の手を失うと、鈴音は得意げに、

「それに、私はアレンジを施している……ドアを外しただけではないのだぞ」

「今、アレンジって言いましたよね。パクったって認めましたよね」

　鈴音はスルーし、言った。

「窓も全部取り外している」

「なんで!?」

「同じ理由だ。生徒の声を常に受け入れる、というメッセージを表している」

「いや、冬場とか、めちゃくちゃ寒くないですか」

「寒いよ。近くの教室の生徒から苦情が殺到するほどだ。だが、私は“〝黙れ！”〟と木刀片手に毅き然ぜんと対処する」

「全然生徒の声受け入れてねえ！」

「失礼な。受け入れるべき声には耳を傾け、おべっかや中傷は退ける。それが正しい組織の姿だ」

「さっきの苦情は受け入れるべき声ですよね！」

「違う。最後には相手もわかってくれるのだ。“〝窓を外すのは、生徒の声を常に受け入れるという象徴だ。わかるな？”〟などと言いながら木刀を素振りすれば、クレーマーは“〝ああ、うん……わかったよ、うん……ごめん”〟と言って、理解してくれる」

「明らかな砲艦外交だ……」

「何を言う。その時クレーマーは、目を伏せ、罪悪感を噛かみしめながら去っていくのだ」

「たぶん、理不尽さに耐えているのだと思いますが……」

「弱者は強者に屈する。それが社会の掟おきてだ」

「なんか色々ぶちこわしな事言いましたね！」

　鈴すず音ねは口くち許もとに手を当てて笑い、

「なんだ、君、おもしろいな。いい突っ込みだ」

「え？」

「てっきり、内気だから携帯で誰だれかと喋しやべるフリをしているのかと思ったけれど……なかなかどうして」

「俺おれを……試したのですか」

　先ほどまでのは冗談だったのか……と八はつ平ぺいは思い、鈴音の頭ごしに生徒会室の中をのぞき込んだ。窓は普通に設置されている。

　八平がジト目で見ると、鈴音は苦笑して、

「いや、試したなどと……ただ私は、いつもの調子で話しただけだよ。そうしたら、君の返しが予想以上によかったので、驚いただけさ」

「いつもの調子……」

　携帯の一件からするとお堅いイメージだったけれど、意外に冗談好きらしい。

「じゃあ、小学校の寄せ書きに書いたというのも……」

「いや、あれは本当だ」

「マジっすか!?」

「本当だ。だから、県知事より私の方が先なのだぞ」

「嘘うそくさいなあ……」

　八平がニヤニヤ笑って言うと、鈴音は食ってかかってきて、

「ほ、本当だぞ。絶対に私の方が先なんだっ！」

「またまたあ……じゃあ、その色紙見せてくださいよ」

「それは……その、皆既日食が起きないと……」

　もじもじと両手をいじる鈴すず音ねに、八平はつぺいは、

「はあ……そうですか、わかりましたよ。先でいいですよ」

「だから！　本当なのに！」

　八平は形勢が逆転したことを悟った。鈴音の様子からすると、本当にそういう色紙があるのかもしれない。

　しかし証明するものは、今や土の中にある。皆で埋めたカプセルだ。期日を早めるわけにもいくまい。ならば攻めるべきだろう。傍かたわらに浮かぶ香か月づきもにやりと笑う。

「くく、八平、お主も狡こう猾かつよの！」

　鈴音は唇を噛かみしめていたが……意を決した様子で、

「わかった。じゃあ、タイムカプセルを開けてやろうではないか」

「……え!?　会長の一存で決めていいんですか？　クラスメイトと一緒に埋めたものでしょう？」

　八平が驚いて聞き返すと、

「いや、寄せ書きは、私一人で色紙に書き、埋めたものだ」

「なんで!?　そもそも寄せ書きじゃねえよ！　ただの目標書いた色紙だよ！」

　それなら文面がやたらと長かったのも、うなずける。

　しかし何な故ぜそんな微妙な夢を埋めておき、皆既日食が起きたときしか開けないのか。あらゆる方面で、意味がわからない。

「八平君、これから私は、タイムカプセルを掘り返してくる」

「あのー、会長、本当にもういいんで……」

「いや、このままでは私の気が済まない。大丈夫だ。電車で三時間ほどだ」

「どこまで行くんですか!?」

　鈴音は隣県の都市の名をあげ、

「残念ながら、君たちの入学式に生徒会長として出席することはできなくなったが……」

「いや、そっち優先しましょうよ」

　私の気が済まないって、タイムカプセルの方に使っていいのか。

　鈴音は数枚の原稿用紙を八平に渡し、

「……？　これは……」

「生徒会長として、入学式で挨あい拶さつするのだが……その草稿だ」

「なぜ俺おれにっ」

「急いで暗記し、代わりに読んでくれ。新入生を心から歓迎するという気持ちを……そこに込めたつもりだ」

「タイムカプセル掘りに行くのに!?」

　香月も思わず、

「しかも新入生に読ませるのかっ」

　と、八平はつぺいが言う前に突っ込んだ。

　鈴すず音ねはクスクス笑って、

「なんだ、八平君。新入生に読ませるのかということにも、突っ込んでくれなきゃ」

「……む」

　それは、香か月づきが突っ込んだからで。

　もしそれを無視して、彼女と同じことを言ったら、香月が疎そ外がい感かんを味わうと思ったのだ。

「すまぬ八平……」と空中でうつむく香月に、彼は、気にすんな、と目で合図をする。

　そんなことを知らない鈴音は、

「まあいいや……君と話すのは楽しいな」

　さっぱりとした物言いに、八平は言葉に詰まる。

「時々私と話そう」

「……ありがとうございます」

　彼の顔がほころんだ。何であれ、肯定されるのは嬉うれしい。

「何なら私の部に入るか？」

　八平は鈴音が持つ木刀を見て、

「いや、俺おれ、剣道はやったことないんですけど……」

「剣道……私は空手部だぞ。中学校までは野球をしていたので、未いまだに未熟だが」

「え……じゃあ、なぜそんなもの持ってるんですか」

「一年ちょっとの修行で、私の拳こぶしは凶器と化したため……相手に再起不能のダメージを与えてしまう。木刀ならば、いくらかマシだろう」

　家が空手道場を営んでおり、師範代の父親から手ほどきを受けているらしい。彼女は「北きた見み流空手道」という流派の跡取り娘でもあるそうだ。

　それを聞いた八平は、

「へええ……。しかし野球やってたんですか。俺もですよ」

　ラブコメ現象で辞めざるをえなくなった事情は、もちろん伏せる。

「そうか、いいよな野球！　私は、エースで四番だったのだぞ！」

　鈴音は嬉うれしそうに、さわやかに自慢をしてきたが……携帯を取り出し、液晶画面を見て、

「おっとまずい……話し込んでいるうちに、時間が来てしまった」

　八平も腕時計を確認した。三分以内に自分の教室に入らなければならない。

「では、色々ありがとうございました。俺、行きます」

「うん……八平君、最後にひとつだけ言いたい」

「なんですか？」

　鈴音はにっこり微笑ほほえんで、

「ようこそ、我が葛か西さい高校へ。私は、君の入学を心から歓迎するよ」

「……ありがとうございます」

　八平はつぺいは深々と頭を下げた。この人が生徒会長なら、きっと楽しい高校生活になるだろう。

「では、俺おれ、行きます」

「……ああ、ちょっと待ってくれ」

　鈴すず音ねは財布をポケットから取り出し、八平に五千円札を渡してきた。

「……??　すいません、意味がわからないのですが……」

「それで切符を買い、タイムカプセルを取ってきてくれ」

「俺、これから入学式なのですが」

「大丈夫だ。君一人いなくても、式は無事に進行するよ」

「さっきの感動セリフは何だったんすか!?」



　一―二の教室でクラスメイトとの顔合わせをすませると、入学式のため体育館へ。

　館内の壁には紅白の幕がつけられている。ステージの前には新入生が座るためのパイプイスが並べられており、その後ろに父兄席が用意されている。

　八平の父兄は、来ていない。霧きり子こも、離れたところに住む両親も、忙しいのだ。

　八平はクラスメイトと一列になって歩き、自分の席に座る。

　入学式が始まった。司会の教師が、マイクで言う。

「染そめ谷や校長のご挨あい拶さつ」

　香か月づきが「染谷？」と首をかしげた。佳よし乃のと同じ名字である。

　ステージに上がったのは、五十くらいの男性。背広越しでも筋肉が異常に発達しているのがわかる。顔には斜めに大きな傷。その風ふう貌ぼうに、新入生がざわつき始めた。

「いったい何の傷なんじゃろうな……」

　香月が、八平の顔のすぐ横でささやく。校長は咳せき払ばらいを一つして、マイクの前に立った。一体どんな挨拶をするんだ……と新入生が固かた唾ずをのむ中、

「ええ、みなさん、本日はお日柄もよく……」

　普通の話を始めた。しかも、長くて退屈極まりない。

　新入生たちは拍子抜けし……挨拶は終わった。

　司会の教師が続けて、

「続いて、新入生代表の言葉……一年二組、染谷佳乃さん」

「え？」

　驚く八平。「はい！」という元気な返事とともに、佳乃が立ち上がり、彼を一いち瞥べつしたあと、ステージへ向かっていく。司会の教師が、

「なお、校長先生と、新入生代表は親子であらせられますが、それはあくまで偶然です」

「……」

　体育館中がなんともいえない空気に包まれる。八平はつぺいと香か月づきは、顔を見合わせた。

　佳よし乃のは校長と演壇を挟んで向かい合い、懐から紙を取り出し、読み上げた。

「お父様」

（ぜんぜん新入生代表じゃねえ！）

　新入生全員が思った。

「なんだ」

　なんと校長が返事をしてしまった。皆が固かた唾ずをのんで見守る中、佳乃は、

「私、今日、通学途中で痴漢に体を触られまして」

　新入生代表の挨拶あいさつで痴漢の話をしたのは、おそらく史上初であろう。

　校長は「なんだと……」と憤ふん怒ぬの形相になる。一部の新入生は、

（痴漢の話が、入学の抱負とかにつながってくるのだろうか……）

　などと思ったりもしたけれど、まったくそういうことはない。

「お父様、私、恐ろしくて仕方なくて……」

　八平は呆ぼう然ぜんとして見ていた。佳乃が読み上げているあの紙……もしかしてさっき書いたのだろうか。人ならざる香月も、「私はあの娘が恐ろしいわ……」と引いている。

　校長はマイクを握りしめ、

「で、それからどうなったんだ」

　ステージ脇わきでやれよ……と皆思ったが、佳乃は、

「ええ、震えていた私を、美少年が助けてくれたのです」

　八平は変な汗がでてきた。やたらとハードルが上がっている。

「それが……私と同じ一年二組、薩さつ摩ま八平さんだったのです！　さあ、八平さん、立ってください！」

　座っていても、バレるのは時間の問題だろう……そう考え、八平はしぶしぶ腰を上げる。

“〝美少年……？”〟

　そういう周りからの視線が痛い。なぜか香月もそういう目だ。

（てめ、このやろ！）

　彼女の頭を小突くように手を動かす。香月はおどけて笑い、飛びすさった。

　教師と一緒に壁際にいる鈴すず音ねとも、目が合った。彼女は微笑ほほえんで、こちらへ手を振ってくれる。

　二人のおかげで、少し八平の気が楽になった。

「薩摩……八平君、壇上まで来なさい」

　校長がマイクを通して言った。もはや新入生代表の言葉でもなんでもない。

　八平はステージに上がり、佳乃の隣に立って校長と向き合う。

　佳よし乃のは、ツンデレを一時忘れているらしい。

「えへへ……まるで結婚式みたいですね……」

　うっとりと頬ほおを染め、幸せをかみしめるように目を閉じている。先ほどまで痴漢の話をしていたというのに、切り替えがハンパではない。八平はつぺいは感心さえ覚えつつ、

（結婚式ね……）

　だとすると、校長が神父であろうか。顔面にでっかい傷があるのに……八平は、通学時佳乃が言っていたことを思い出した。

“〝お父様は私を、大変可愛かわいがって下さる方です。よく寝言で「殺す！　娘に近づく男は殺す！」と仰おつしやるほどに”〟

　校長は、佳乃が八平に好意を持っていることに気づいているようだ。

「薩さつ摩ま君……だったね。まずは君に礼を言おう。娘……いや、我が校の新入生を救ってくれて、ありがとう」

　今さら娘と一線を引こうとしている。どう見ても手遅れなのだが。

「私が手塩にかけて育て、目の中に入れても痛くないほど可愛がってきた娘……いや、新入生を……」

　佳乃以外の新入生は、校長に育ててもらった覚えはないだろう。

「とにかく、クソ虫……いや、薩摩八平君、娘を助けてくれてありがとう」

　ありえない間違いをされた！

　八平への視線がやたらと鋭い。娘を助けた人間に対するものというよりも、仇かたきでも見るような感じだ。校長は続けて、

「皆、この八平君のようになりなさい」

　八平はそう言われて、照れた。校長、見た目は危ないけれど、実はいい人なんじゃ……。

「私の娘に危機が迫ったときは、八平君のように助けなさい。必ずだ」

　どん引きする新入生と父兄たち。最後に、佳乃が付け足しのように「高校生活、がんばります」と言って、新入生の挨あい拶さつは終わった。

　八平はよろよろと自分の席に戻り、深々と腰を下ろした。

「つ……疲れた……」

　目立つことは苦手だし、校長の眼力も凄すごいプレッシャーだった。

　彼だけではなく、会場にいるほとんどの人が校長の駄目さに戦せん慄りつしている。

「続いて、生徒会長の挨拶」

「はい！」

　よどんだ空気の体育館に、凜りんとした声が響いた。

　皆が声の主を見ると、きびきびとした足取りで女生徒が壇上に登っていく。

　八平と今日知り合った、北見鈴音だ。演壇に手をつき、張りのある声で、

「この学園で生徒会長を務めさせていただいている、北きた見み鈴すず音ねです」

　ほう、と会場にため息がこぼれた。その立ち居振る舞いとオーラは、先ほどの校長と比べものにならない。

「そういえば、“〝新入生を心から歓迎するという気持ちをそこに込めたつもりだ”〟と言っていたな。なにを言うのだろうな」

　香か月づきの言葉に、八平はうなずく。

「みなさん、これからの新生活に不安を覚えておられると思います」

　鈴音は、校長を遠回しに批判しつつ、

「問題に対処しきれなくなったとき、辛つらくてたまらなくなったときは、生徒会室に来てください。私たち生徒会メンバーは、全力を尽くして手助けしたいと思います」

　彼女の挨拶は、校長を見て不安に思っていた生徒たちの胸へしみわたった。態度と、雰囲気で「頼れる生徒会」というアピールをする。ひねった言葉はないが、そこには誠実さがあふれていた。

「校長をダシに使うとは」

　香月は感かん歎たんして、身振り手振りを交えて話す鈴音を眺めていた。そして、彼女が八平と初対面にもかかわらず、小気味のいいやりとりをしていたことを思い出す。

（八平と仲良くなってくれれば……よいが）



    

  
    
      



    

  
    
      　香か月づきは、八はつ平ぺいの横顔を見る。熱心に聞き入っているようだ。彼女はそのことに、微かすかな胸の痛みをおぼえた。



　八平は帰宅すると、早速自室へこもった。本棚の奥から「ラブコメ現象対策マニュアル」を取り出し、「ハプニング時、胸を揉もむ」の欄に、今日の日付と揉んだ人物、その状況、対策を書き込んでいく。

“〝胸を揉むことへの対策……それは休むことだ。部屋に閉じこもっていれば、誰だれかの胸を揉むことはない。いつズル休みしてもいいように、教師たちの心証はよくしておく必要があるだろう。勉強に遅れないように、予習復習も欠かせない”〟

“〝万が一女子の胸を揉んでしまった場合でも、「ぎりぎりシャレで済ませられる関係」を普段から構築しておくことが大事だ。そのために清潔感や、明るいキャラを心がけよう”〟

　そこまで書いたところで……八平は顔をしかめ、机に突っ伏した。

　ＴＶのファッション特集を「はああぁぁ……可愛かわいいのぉ……」と食い入るように見ていた香月は、

「なあなあ八平、私がこのワンピース着たら似合うと思わんか……って、どうした」

「いや……このファイル、姉さんが見たらどう思うだろうな……」

　八平は「ラブコメ現象対策マニュアル」を指さした。

　確かに……異常なファイルである。タイトルからしてアレだが、現象が五十音順にわけられており、開いてみれば「女のケツの下敷きになる」「更衣室に突っ込む」などの頭が沸いたような現象が書き連ねてあり、対策も克明に書かれている。

　香月は八平に頬ほおがくっつきそうなほど近づいて、ファイルをのぞきこんだ。彼が自分の横顔に見とれているのに気づかず、髪をかき上げ白いうなじを露わにし、

「霧きり子こが見たらか……言いにくいが、引くじゃろうな」

「……やはりそうか」

「私も引いておるがな」

「おまえだけは味方でいてくれよ！」



    

  
    
      
二章



　高校生活が始まって一週間ほど経たったころ。八はつ平ぺいが夕飯後部屋で本を読んでいると、香か月づきに突拍子もないことを言われた。

「心霊スポットに行こう」

「ん？　幽霊なら間に合ってるだろう」

　ある意味、八平の周りはいつも心霊スポットである。彼の考えていることに気づいたのか、香月は、

「そうではない。出会いの場を求めるのだ」

「……？」

「私はお前にしか認識できない……と同時に、私自身、幽霊というものを見たことがないのだ」

「ああ、そうだったな」

「もしかしたら、私のことを認識できる幽霊もいるかもしれない」

　香月は、コミュニケーションがとれる奴やつを増やしたいのだろう。

「なるほど……どっか、いい場所知ってんの？」

　八平は本にしおりを挟み、香月と向かい合う。

　彼女は近所の山……「九く鬼き山やま」にある、「牛うし崎ざき神社」の話を始めた。そこでは、十数年前に殺人鬼が潜伏し、警察と銃撃戦をして射殺されたらしい。

「なんでも、夜中に行くと、その殺人鬼の幽霊がでるらしいのじゃ。お前のクラスメイトが、噂うわさしていた」

「いやいやいやいや……」

「む、なんだ、疑うのか？」

　香月は唇を尖とがらせた。

「疑うというよりは……」

　八平としては、そんなヤツの幽霊と香月を会わせたくない。万一彼女のことを認識できたら……考えるだけでおぞましい。

「友達は選ぼうぜ」

「私には選ぶほど機会があるわけではないのだ」

「……む」

　八平はちょっと不快になる。

　そんな風に、認識してくれる相手なら誰だれでもいいというのなら、俺おれはどうなんだ。

　思わず浮かべる仏頂面に、香月は気づいて、

「あ、そ、そうではない。八はつ平ぺいは特別だ！」

「そりゃ、お前は俺おれにしか認識できないからな」

「そうではなくて……いや、それはそうなのだが……」

　香か月づきはあわあわしながら、必死で言葉をさがしている。

　その様子に八平は微笑ほほえんだ。

「じゃあ、行こうぜ。その神社に」

「……よいのか？」

　香月が申し訳なさそうに見上げてくる。

「もちろんだ。俺は特別なんだろ？　だったらポッと出の殺人鬼なんぞに負けやしないさ」

「それはどうかな」

「いやいや、ここはサラッと行こうぜ！」

「ほほ、すまんすまん、冗談じゃ」

　浴衣ゆかたの袖そでで口元を隠す香月に、八平は、

「それにな、その殺人鬼の幽霊が、香月を認識できたら、可能性が広がるだろう？」

　ん？　と香月は首をかしげた。

「もしかしたら他ほかにも認識できる幽霊が現れるかもしれない……。そうすれば、お前にもたくさんの友達ができるだろう」

「八平……、……」

　香月はなぜか、暗い表情で唇をかんだ。不意に、部屋に沈黙がおとずれる。八平は、彼女がそんなリアクションをする理由がわからなかったが、とにかく元気づけたいと思い、

「まあ、それよりは“〝私、認識されないから友達できないんだよねー”〟という言い訳をしていたほうがいいかもしれんがな」

「八平！」

　香月が、両手を振りあげて小突こうとしてくる。無論触ることはできないが、八平は飛びすさって、

「ははは、んでは着替えるからちょっと待て」

　神社は、九く鬼き山やまの中腹にあるという。二百メートルほどの低い山なので、二時間程度で帰ってこられるだろう。

（しかし、あそこにそんな神社があったとはな）

　八平も、ランニングコースとして春休みから九鬼山を利用しているが、初耳だ。

　家から二キロほどの、九鬼山の登山道入り口まで走って到着。八平としては軽い距離だ。

「うわ……」

　当たり前だが、登山道は真っ暗だ。走りなれている道だが、夜の山には本能に訴えてくる怖さがある。

　懐中電灯で登山道を照らす。少しぬかるんでいるのは、昨日降った雨のせいだろう。

　八はつ平ぺいはおそるおそる登っていく。傍かたわらで香か月づきがニヤニヤしているのが見える。八平は、彼女がどんな暗くら闇やみにいようと見ることができるのだ。

「なんじゃ八平、幽霊見慣れておるのに、怖いのか？」

「うるせえよ」

　その時、でかいコウモリが、香月の背中から胸を貫通して飛んでいった。

「うおおおおあああ!?」

「お前も怖いのかよ！」

「八平、ここ、何かおるぞ！」

　そりゃ山だからな、というツッコミをする間もなく、香月が――むろん形だけだが――抱きついてきた。見上げてくる潤んだ瞳ひとみを見て、八平は思わず抱き返したが、その手はむなしく空を切った。

　香月は一瞬だけ切なげな表情になったあと、八平に体を寄せてきて、ぎゅっと目を閉じ震えはじめた。彼は香月の細い肩に手を添えながら、

（あれ……幽霊なのに、こういう場所に弱いのか!?）

　八平も夜の山は怖いが、そんなもの、香月に頼られるというレアシチュエーションのためなら、なんのことがあろうか。

　彼は出来る限りのキメ顔を作った。香月から見えるよう、それを懐中電灯で照らすという心配りも忘れない。

「香月……安心しろ、俺おれがついてる。おまえには、指一本触らせない」

　まあ、誰だれも触れないのだけれども……そんなツッコミを許さない雰囲気を、今の彼はかもし出している。

　香月が、熱のこもった瞳で「八平……」と見上げてきた。桜色の唇がひどく艶なまめかしい。

　えらい良いいムードであったが、八平は間近で見下ろす巨乳の存在感に、

「むしろ俺が触りたい」

　と、つぶやいてしまった。しかも前述のとおり懐中電灯で照らしていたため、だらしなく崩れた顔は香月にも丸見え……一瞬、彼女が無表情になる。

　八平は、しまった！　と心中で叫んだ。せっかくの雰囲気をぶち壊すセクハラ発言。きっと香月は烈火のごとく怒るに違いない……。

　彼はそう確信したのだが、香月は頬ほおを染めて胸元を隠すと、身をひるがえし、横目で、

「……ばか八平」

「!?」

　八平は驚きよう愕がくした。なんだ、いまの、「ばか」は……。

「馬ば鹿か」でも、「バカ」でもない、非常にやわらかい旋律。

　そう、これはラブコメにおける、「好きな相手にエロいことをされたときのニュアンス」……。

　ばか八はつ平ぺい……ばか八平……。

　さっきのセリフを脳内リピートし、菩ぼ薩さつのような表情になる八平に、香か月づきは、

「八平……じゃあ、行こう」

「……はっ、お、おまえ大丈夫か？　怖いんだろ？」

　香月は黒髪をかき上げて微笑ほほえみ、

「“〝俺おれがついてる。おまえには、指一本触らせない”〟のだろう？」

「お、おう、もちろんだ」

　続いて、香月は頬ほおを染めて、指先に髪をからませ、

「そ、それに……次に私に触る男は、お前と決めているからな……」

「!?」

　八平はあとずさった。なに？　なんなの？　今晩の彼女、どうしたの？

　これもラブコメ現象？

　いや……違う。今日はすでに消化済みだ。「女性に液体をかけてしまい、服がスケる」というラブコメ現象を、姉とクラスメイトの女子に行っている。

　この山に……今、神が舞い降りている。そう確信した八平には、香月が、

「今までの義理でな」

　と、さっきの言葉に続けても、

「なんだよ、義理かよお！　こいつう！」

　と、まったく気にならない。それどころか、八平は海辺でのカップルのように、

「まてえ！」

　と香月を追いかけ始めた。彼女は怖いからか、八平から二メートルほどしか距離をとらない。

「ウフフ」「アハハ」と笑いながら追いかけっこをする二人。

　途中でバッタリ出会ったカップルが、そんな八平を見て絶叫をあげながら下山していった。おそらく心霊スポットを見に来ていたのだろう。

「……」

　八平は一瞬で素に戻り、両手を前に向けたまま固まった。客観的に見ると、さっきの自分は幽霊よりも怖かったに違いない。

「だ……大丈夫か、八平？」

　香月が心配げに見つめてくる。

　八平は歯を食いしばった。気持ちを立て直せ。俺。絶望して、こんないい夜を鬱うつ々うつと過ごすつもりか？

　彼は「なーんちゃって！　ひっかかったな！」と言ってにっこり笑い、再び香か月づきを追いかけ始めた。ちょっとだけ涙ぐみながら。

　そんなことをしつつ、二人が一時間ほど古い案内板に従って進むと……。

（……ここが牛うし崎ざき神社か？）

　ぼろぼろの鳥居を見つけた。木製ではなく、細長く切った石を組み合わせたものだ。石の切り方が大ざっぱで、とても歪いびつな形をしている。

　そこから雑草だらけの参道が伸びている。先に、神社の本殿があるのだろう。

「八はつ平ぺい、も、もう帰ろう？」

「だからなんでお前がビビるんだよ……友達作るために来たんだろ」

「ちゃんと話せるか不安で」

「嘘うそつけお前！　怖いからだろ！」

　八平が、そうツッコミを入れたとき……懐中電灯の光が、鳥居の脇わきにある古びた看板に当たった。彼は、そこに書かれた文章を読んでみる。

“〝弘こう化か元年（一八四四年）、荒れ狂う葛か西さい川を治めるため、堤防が建造された。この牛崎神社は、その際人柱として埋められた娘の霊を鎮めるためのものである”〟

　人柱。昔、困難な工事にあたるとき、神の心を和やわらげる生いけ贄にえとして、水底や土中に生き埋めにされた人のことだ。この九く鬼き山やまは、この地方随一の大河・葛西川の河口付近にある。そういう神社が造られても、おかしくはない。



    

  
    
      



    

  
    
      　八はつ平ぺいが暗い気持ちになっていると……いつのまにか、香か月づきが隣にいないことに気づいた。

「……え？」

　慌てて視線をめぐらせると、すでに鳥居の向こうに行っているのが見えた。

（なんでだ……あんなに怖がってたのに！）

　嫌な予感に襲われ、慌てて鳥居をくぐる。香月はなぜか、参道の奥を見てぼうっとしていた。

「……どうした？」

　八平は優しく問いかける。力加減を間違えると、壊れてしまそうなほど……今の彼女は儚はかなげだった。

「八平……私は、この場所を知っている」

「え？」

「来たことがあるのだ……こんな存在になってからではなく、もっと以前に」

　それは、生前の記憶ということだろうか。

「じゃあここに、お前の手がかりが――」

　八平がそう言ったとき、

「香月……」

　女の、声がした。

「!?」

　八平は香月と顔を見合わせる。

「香月、香月……香月香月香月香月香月」

　まるで地獄の底から響いてくるような、剥むき出だしの憎悪がこもった声が、鳥居の方向から聞こえてくる。八平はすぐに振り返り、懐中電灯を向けたが、誰だれもいない。

「え……な、何？」

　香月は顔を蒼そう白はくにし、不安げにあたりを見回している。むろん八平も怖かったが、先ほど彼女に言った言葉で、心を支える。

“〝おまえには、指一本触らせない”〟

　香月に危害を与えられる存在がいるとは思えないが……この場所に、彼女は覚えがあるらしい。ならば、八平の想像を超える出来事が起きてもおかしくない。

　それに、声の主は、香月の名前を知っている……！　もしかしたら、本当に彼女の正体に関係がある者なのだろうか。

　八平が香月を後ろにかばい、落ちていた木の枝をとったとき、

　香月ぃぃ……！　という叫びとともに、声の主が懐中電灯の光の中に現れた。姿を見せた「それ」は、四よつん這ばいで、泥まみれの、人間らしき生き物だった。

　八はつ平ぺいの全身は震えだす。

　なんだあれ。

　どうやら女らしい。泥で汚れた、長いぼさぼさの髪の毛が顔を覆い隠している。がり、がり、と、手で地面を掻かきつつ、ゆっくりと向かってくる。

「は、八平……」

　香か月づきの声に、八平は振り返らず、答えた。

「さっきの言葉、覚えてるだろ？　だから安心しろ」

「……、……」

「忘れたんかいっ」

「……ち、違う、お前の口からもう一度聞きたかっただけだ」

「ホントか……？　“〝俺おれがついてる。おまえには、指一本触らせない”〟……これでいいのか？」

「うん、今度は忘れない」

「やっぱ忘れてたのかよ！」

「一生、宝物にするから」

「なんの説得力もねえよ！」

　八平が振り返って香月を見ると、彼女は、無理矢理な笑顔を作っていた。

　そして、彼は気づく。

　香月にツッコんでいるうちに、平常心をわずかながら取り戻していることを。

　香月も未知の恐怖でいっぱいいっぱいなのだ。それなのに、自分を気遣ってくれる。

　恐怖に染まった心に、少しの勇気が湧わいてきた。謎なぞの女を睨にらみつけ、棒を構える。

「かかかか、香月は俺が守るぞ。来るなら来やがれやあ！」

　声は震えたが、力一杯、啖たん呵かを切った。

　謎の女は、地面を拳こぶしで何度も叩たたいたあと、

「香月香月香月って……なんで！」

　ガバっと立ち上がり、大声で泣きはじめた。

「なんで、妄想とばっかり話して、私のことは見てくれないの!?」

「……？」

　八平はおそるおそる近づき、懐中電灯をあらゆる角度から当ててみる。

「ね、姉さんっ!?」

　ぼさぼさの髪からのぞく整った顔立ちは、間違いなく義姉の霧きり子こだ。泥まみれなのは、どこかで転んだためだろう。右足を怪け我がでもしたのか、引きずりながら近づいてきて、後ずさる八平の両肩を掴つかみ、ガクガク揺らしてくる。

「私は妄想にも劣るというの!?」

「い、いやそれは……」

　彼は大おお仰ぎように泣く霧きり子こを、地面に座らせて介抱する。

「わ、私っ……八はつ平ぺい君を、こんなに想おもっているのに……」

　八平は意外なおどろきに打たれた。改めて彼女の姿を見る。怪け我がをし、泥だらけになりながらも、義弟を心配してついてきていたのだ。

「八平君のランニングを、いつも必死で尾行しているのに……」

「……ん？」

　今、なんか変な言葉が聞こえたような……いや、気のせいだろう。こんなに俺おれを心配してくれる姉さんが、そんなストーカーみたいなことを……。

　そう脳内補完した八平は、怪我をしているらしい霧子の右足から、靴と靴下を取った。

　白くなめらかな足にドキドキしつつ、具合を見る。どうやら足首を強くひねったようだ。

「しかし姉さん、よくここまで来れたね。走って登るには、キツいと思うんだけど……」

　霧子は、照れくさそうに微笑ほほえんで、

「ふふ、私、八平君を尾行するために、いつも体鍛きたえてるの」

「いや、別にハニかんで言うところじゃないぜ！」

　さっきのは気のせいではなかったか……戦せん慄りつする八平をよそに、霧子はなぜか得意げに、

「八平君観察ノートも、七冊になったよ」

「何その怒ど濤とうのストーカーアピールは!?」

「ちなみに中身は大体、“〝今日も八平君は一人で楽しそうに喋しやべり、リアクションをとっていた。理解に苦しむ”〟」

「頼むから燃やしてくれ！」

　八平の叫びに、霧子はゆっくりと首を振った。

「燃やさないよ」

「……え」

　その真剣な雰囲気に、思わず八平は押し黙る。

「あのノートは、私が弟のことを、心から想ったあかしだから」

「……ねえ、さん」

　言葉に詰まる八平。多少手段はアレであろうと、この姉は間違いなく自分を心配してくれているのだ。

　霧子は虚こ空くうを見つめて、うっとり笑い、

「だから、私が物理学者として大成し、記念館ができたら、その入り口にノートを陳列するわ」

「何その永遠の羞しゆう恥ちプレイは！」

「学者として有能ってだけじゃ、何か冷たいわ。痛い弟の存在に苦悩したっていうエピソードがあった方が、みんな親しみを持てるでしょう？」

「捨てないのはおまえの名声のためか！」

「そうよ。私の名声は天にも昇るでしょう」

「俺おれの世評は地に落ちるけどな……」

「でも、八はつ平ぺい君となら私、地に落ちてもいいよ？」

「俺落とすの姉さんじゃねえか！」

　霧きり子こは珍しく笑顔で話していたが、急にハッと表情を強こわ張ばらせ、八平に頭を下げてきた。

「ご、ごめんなさいっ」

　謝られる理由がわからず、戸惑う八平に、

「八平君の一人デートを邪魔して……。足をひねったあと、四よつん這ばいになって、物陰から様子をうかがっていたんだけれど……八平君が、あまりに“〝香か月づきさん”〟を大事にしてるから嫉しつ妬としちゃって……」

　しばらく黙っていた香月が、「……む」と、頬ほおを染めた。

　八平も恥ずかしかったが……少し考えたあと、真剣な口調で話し始める。

「姉さん……俺には、見えるんだよ。女の子の霊が」

　驚く香月をよそに、彼は続けた。ノート七冊になるほど観察されているなら、脳内彼女より、霊が見えると言ったほうがまだマシかもしれない。

　聞き終えた霧子は、とてつもなくあっさりと、

「うん、信じるわ」

　と言った。思わず耳を疑った八平に、彼女は、

「八平君が喋しやべる“〝間”〟とか考えると、とても妄想と話してるとは思えないし」

「で、でも、姉さん物理学専攻だろ？　オカルトなんて……」

　霧子は八平の頬にやさしく手をあてて、微笑ほほえんだ。

「物理より、弟を信じるよ」

　彼はもう感激してしまい、霧子の前で背を向けて屈かがみ、

「姉さん、足、痛いだろ？　俺おぶって行くから帰ろう」

「え……でも、山道だし……私、泥だらけだし……」

「そんなの気にしないで」

　八平は、純粋に、霧子へ礼がしたかったのだ……が、しかし。

　ぐにょ、と霧子を背負った瞬間に巨乳が押しあてられ、純粋な気持ちは雲散霧消してしまった。一歩山道を下りるたび、その胸は背中で形を変え、霧子の甘い吐息が八平の耳じ朶だを打つ。

（ね、姉さん胸、でかすぎる！　香月よりでかい！）

　思わず理性を失いかけた八平だが、香月が、じ～っとこちらを見ていることに気づいたため、先ほどのようにキメ顔を無理矢理作り、シリアスに、

「姉さん……俺おれたち、お互いに臆おく病びようだったみたいだね。これからはもっと勇気を出して、いっぱい話して、仲良くしようよ」

「うん……仲良くしよう。……仲良くね……」

　霧きり子こは夢見心地で、八はつ平ぺいに強く抱きついてくる。

　姉弟は、下山しながら色々な話をした。互いの趣味や、学校生活……霧子は時々詰まりながらも、一生懸命言葉をつむいでくる。ただ、鈴すず音ねや佳よし乃のの話をすると、その両手が八平の首にかかるのは怖かったけれど……。

　香か月づきはそんな二人に気を使っているのか、姿を隠していた。

　歩みが非常に遅かったため、帰宅は午前三時だった。精神も肉体も、くたくた。八平はシャワーも浴びずに、着替えただけで布団に潜って寝てしまう。



　それから三時間ほど眠り、八平はシャワーを浴びるために、一階へ下りて、風ふ呂ろ場ばに向かっていた。香月はその後ろを浮遊してついてくる。

（……ん）

　台所からいい匂においがしてくる。

（さすが姉さん）

　どんなに疲れてても、朝食の準備は欠かさないらしい。

　揚げ物の音、泡立て器で何かをかき回す音も聞こえてくる……って、ちょっと待て。

　なんか、肉を焼いたような、コッテリ系の匂いがするのだ……朝から？

　八平は足を速め、台所に飛び込む。

「あ……おはよう」

　霧子は前髪の隙すき間まから、明るい笑顔を見せて挨あい拶さつしてきた。

　だが、八平はそれを喜ぶ間もなく、絶句する。

　テーブルには、溢あふれんばかりの料理があった。鳥の丸焼き、シーザーサラダ、マグロの刺身、サザエの壺つぼ焼やき……霧子が泡立てているクリームは、スポンジケーキに塗るらしい。

「姉さん、これは一体……」

「……ふふ、八平君と距離が縮まった記念」

　いや、嬉うれしいよ。こうまで喜んでくれるのは……だけど……。

「あの、こんなに材料あったっけ？」

　霧子は毎日買い物に行く。基本的に食べきれる量しか買わないからだ。

「買ってきたの」

「は？　山から帰ってきたの、夜中だよね!?　刺身とかあるけど……」

「さっき漁港に直接買いに行ったの。野菜は朝市」

「足のケガは!?」

「そこは湿布と弟愛で耐えたの……鳥は農家の方と交渉して、捌さばいてもらったわ」

「……」

　霧きり子こが誇らしげに言うほど、八はつ平ぺいは引いていく。

「どうしてもごちそうを用意したかったから……」

　寝不足＆疲労で、相当鍛きたえている八平ですらすぐに寝てしまったのに……。

「ねえ、八平君、嬉うれしい？」

　嬉しいことは嬉しいが……重い。距離が縮まったのはいいのだが、どうも行きすぎた気がする。昨夜は驚きよう愕がくのストーキングが発覚したわけだし。

　八平は頭を抱えたあと、とりあえず風ふ呂ろに入ろうと、歩き出した。

「現実逃避じゃな」

　まさに、香か月づきの言うとおりだった。彼女は台所を振り向きながら、

「しかし霧子があんな表情をするとは……ぱぁっ、と花が咲いたような笑顔じゃったな」

「それを言うなら、くぱぁっ、とだろ」

「どこの花だ!?」

　八平はアホな会話で気持ちを立て直しつつ、脱衣所に入った。香月は外で待っている。トイレと風呂だけは、立ち入り禁止のスポットなのだ。

（……さっさとシャワー浴びるか）

　湯を沸かす時間もないし……と彼は思ったが、風ふ呂ろ場ばに入って驚いた。

　ここの掃除は八平の仕事である。昨日、彼と霧子が入ってから、そのままの状態のはず。

　だけど、隅から隅までピカピカ……床のタイルのカビまでとってある。湯船には塩素の匂においが残るほど、新鮮な湯が張られていた。

「姉さんが掃除したのか……」

「八平君が入ると思って」

「ひっ！」

　脱衣所に、霧子がいる。すりガラスごしなのが、余計に怖い。とりあえず礼を言う。

「あ、ありがとう姉さん。それにしても凄すごいね。料理だけでも大変なのに」

「八平君のためだもの……じゃあ、姉さんは、脱衣所に立ってるね」

「なんでだよ！」

　霧子のストーカー気質からすると、脱いだパンツとかが心配だ。

「……そう、ごめんね、八平君の気持ちも考えずに」

「いや、怒ってるわけじゃないけど……」

　そう答えたとき、風呂場のドアが勢いよく開かれた。八平は慌てて前を隠す。

「おおおおおいいい!?」

「八はつ平ぺい君の、体を洗ってほしいという気持ち……伝わってきたよ」

「それは、どっかからの電波だよ！」

「さあ、背中を洗ってあげるから、椅い子すに座って、こっちむいて！」

「なんで向き合うんだよ！」

「抱きしめるかたちで、背中を洗えるから」

　それはやばい……主に、八平の理性が。

　なんだかんだ言って、霧きり子こは美人なのだ。こんなに積極的に迫られたら……！

（……た、耐えろ俺おれ！）

　自分には好きな人がいる。他ほかの女性に手を出すのは、不誠実というものではないか。

「香か月づき！」

　思わず声に出してしまった。香月が脱衣所のドアをすりぬけ、やってくる。八平の裸を見ないよう、視線は天井に向けている。

「……香月？」

　幸せに染まっていた霧子の顔が、いきなり暗くなる。

「……そう、昨日言っていた、香月さん……」

「う、うん」

　そうだ。昨夜、姉は香月の存在を認めてくれたのだ。

「愛の巣に土足で踏み込む、唾だ棄きすべき悪あく霊りよう奴め……」

　霧子はボソボソつぶやいたあと、八平にズバッと聞いてきた。

「香月さんのことが、好きなの？」

　八平は言いよどむ……香月がそばにいることもあるが、何より姉が怖い。だが、彼の雰囲気から真意をかぎとったらしい。霧子は低い声で、

「そう……わかったわ」

　エプロンのポケットに右手を入れ、何かを握り、取り出した。そして、右手を左手で押さえ、全身を震わせながら叫ぶ。

「ぐ……おおおおおおお、アアアアアアアッ！」

　風ふ呂ろ場ばなので声が滅め茶ちや苦く茶ちや響く。八平はどん引きしつつも、姉の肩を抱いた。

「ど、どうしたんだ！」

「自分を……制御しているの。これを香月さんにぶつけないために」

　霧子が、右手を開くと……そこには塩があった。

　彼女は悲しく笑い、タイルの上に塩を撒まき、洗面器で湯船の水をすくって流す。

「姉さん……香月にぶつけて除霊するつもりだったのか？」

　塩はケガレを清めるものだが……香月には何の影響も与えないだろう。

「ええ……彼女に対する嫉しつ妬とが、爆発しそうになって……」

　どうやら八はつ平ぺいは想像を絶するほど愛されていたようだ。霧きり子こは続けて、

「でも、好きな子が、消滅させられたら……八平君は、絶対私を許さないでしょう？」

　確かに、その通りだ。香か月づきに仇あだなす存在がいたら、八平は全力で立ち向かうだろう。たとえ姉であろうと。

「やっぱりそうなんだ！　私より香月さんが大事なんだ！」

　霧子はエプロンのポケットから、新たな塩を山盛りで取り出した。

「そんなに持ってたのか！」

「香月さんを殺して私も死ぬわ！」

　世間からみれば、単なる自殺だ。

　八平は意を決し、霧子を抱きかかえ、脱衣所でパンツだけを穿はいて台所へ向かう。霧子が作ってくれた朝食をむさぼり食って「うまい！」を連呼した。

　すると霧子の機嫌は直り、親しん戚せきのおばちゃんのように「これも食べて、あれも食べて」と八平に勧めてくる。八平は霧子に気づかれないよう、香月と目を合わせて、苦笑した。

（まあ、会話がないよりはずっといいな……）



　その日の放課後、八平は市立図書館へ向けて歩いていた。

　牛うし崎ざき神社。ようやく見つけた、香月の過去の手がかり。

“〝私は、この場所を知っている”〟

“〝来たことがあるのだ……こんな存在になってからではなく、もっと以前に”〟

　本来なら、喜ぶべきことのはずだ。

　しかし……神社で香月が見せた、ひどく儚はかなげな様子が、八平の心をざわつかせる。

　あの神社について、調べてはいけない。

　香月が、遠くへ行ってしまうから……根拠はないが、そう思ってしまうのだ。

　八平は図書館を前にして、少し考えたあと、怒られるのを覚悟で言った。

「……帰ろうか」

　意外にも香月は、うん、とうなずく。

　ルーツを知りたくないのだろうか……怪け訝げんに思う八平に、彼女はいつものように笑って、

「桃○やろう、八平。今日は負けぬぞ」

　二人が戦える、数少ない対戦ゲームの名を出してくる。八平が香月の番でもサイコロを振り、指示を受けて物件を買うのだ。第三者が見たらかなり悲しい光景である。

「……ああ、勝負だ。終わったら一緒に本読もうぜ」

　八平は心にしこりを残して、家路についた。



    

  
    
      
三章



「……八はつ平ぺい君、起きてくれ」

　誰だれかに呼びかけられている。八平は目を閉じたまま、

（香か月づきか？）

　寝過ごしでもしないかぎり、彼女が自分を起こすことはない。

（もうそんな時間か？　だけど、ずいぶん眠い……）

　彼がぼんやりとしていると、

「八平君」

　今度は、体を揺すられた。八平はガバッと起きあがる。香月ではない。彼女は自分に触ることができないのだから……！

　声の主は、枕まくら元もとに正座していた。

「か……会長？」

　北きた見み鈴すず音ね。登校初日に八平と知り合った、葛か西さい高校の生徒会長である。

　制服を着ており、力なくうつむき、なぜかベルトで自らの両手首を拘こう束そくしていた。

　状況がまるで理解できない八平に、香月がささやく。

「八平、これも、ラブコメ現象ではないか？」

　確かに、“〝知っている女子が起こしにくる”〟という展開はラブコメによく見られるが……その際両手を拘束している話など、あっただろうか？

　鈴音の次の一言が、八平をさらなる混乱に叩たたき込む。

「私を、警察へ連行してくれ」

「はあ!?」

　これは一体どんなラブコメ現象なのか？　起こしに来た女子が自分を連行してくれと迫る。そんなラブコメがあるのだろうか？

　鈴音の顔は、真ま面じ目めそのもの。唇をかみしめ、己の罪を悔いるような表情をしている。

「か、会長、落ち着いて、落ち着いてください」

「心配ない。先ほどまでは混乱していたが、今は楽になった。落ち着いている」

「いや、そんな執行寸前の死刑囚みたいな落ち着きじゃなくて……なんで連行などと」

　鈴音は、窓ガラスの方に視線を移す。八平がそれを目で追うと、

「あれ!?　ガラス割れてる……」

　クレセント錠の脇わきに穴があけられている。そこから手を突っ込み、鍵かぎを開けたのだろう。

　鈴音は、深々と土下座した。両手を拘束しているため、なにやら扇せん情じよう的てきなポーズである。

「すまん八はつ平ぺい君！　朝起きたら、何だか知らんが無性に君の家に行きたくなったんだ」

「え、会長俺おれの家知ってたんですか？」

「いや、まったく知らなかったのに、体が勝手に動き、この家まで……」

　ラブコメ現象はそこまでするのか。戦せん慄りつする八平に、鈴すず音ねは続ける。

「玄関が閉まっていたので、雨どいを伝い、この部屋まで登ってきたのだ」

「……」

「一体なぜ、私はこんなことを……一度頭を病院で見てもらったほうがいいのだろうか」

「あ、あの会長それは……」

　八平の心に罪悪感が湧わき上がる。鈴音は、そこへ無意識に追い打ちをかけていく。

「私は生徒たちの規範となるべく、日々精進し、天に恥じることは何一つないと自負している。それなのに、こんなことを……」

　八平はうなだれた。純白だった会長の経歴に、泥を塗ってしまった……。

　両手首を拘こう束そくしているベルトは、八平のものだ。

　鈴音は自分の体が勝手に動くことが怖くなり、歯を使って巻きつけたという。

　八平はますます申し訳なくなり、

「あの、会長、俺はこのことを大事にするつもりはないですから……」

　鈴音は目を潤ませ、震えながら八平を見つめ、

「そ、それは、私の出方次第では、ということか？」

「は？」

　八平は、今の言葉の意味を考えた。両手を拘束し、床に座り込んでいる鈴音。心なしかスカートが少しめくれあがっているような……。

「誠意を見せれば、黙っているというのか？」

「せ、誠意ですか……」

　八平は鈴音をまじまじと見た。葛か西さい高校屈指の美び貌ぼう。その人が、どんな誠意を……。

「はっっぺええええええええ!!」

「ひい！」

　すさまじい声で、我に返る八平。すぐそばで、香か月づきが黒髪を逆立て、大変な形相で睨にらんでいる。

「き、さ、ま……弱みにつけこみ、いやらしい事をしようなどと思ったわけではないよな」

「あ、当たり前じゃねえか」

　ひそひそと、八平は香月に返事をする。すると鈴音が、

「当たり前……？　そうか、誠意を見せれば、黙っているというのか」

「聞こえてた!?」

　八平は狼ろう狽ばいした。まさかこの会長、耳まで高スペックだったとは……！

「見損なったぞ八はつ平ぺい君！　この私が、我が身かわいさに媚こびを売ると思うか！」

「じゃあなんで、さっきのくだりやったんだよ！」

　香か月づきと鈴すず音ねの好感度が下がっただけで、何の役にも立ってない。

「生徒会長として、新入生の君がどんな人間か試したのだ」

「意外と余裕がありますね！」

　鈴音は、ふ、と悲しげに笑って、

「悲しいものだ……今のが、生徒会長として最後の仕事だとは」

　じゃあやるなよ、と八平は思いつつ、言う。

「あの、会長、俺おれは大事にする気はさらさらないんで……」

「誠意を見せれば、黙っているというのか？」

「だからそのくだりは……」

「私が体を開けば、黙っているというのか？」

「え、体!?」

　八平は、無意識のうちに鈴音の全身を見る。スポーツで鍛きたえぬかれた体はすばらしく引き締まっているが、要所要所で女性らしい膨らみを主張しており、まさに理想の……。

「……はっ!?」

　八平は我に返った。おそるおそる香月に視線を移すと、彼女はこちらに背中を向け、耳をふさいでいる。

「私はこうしているから、好きなだけ鈴音の体をむさぼり尽くすといい」

「するわけねえだろ！」

　鈴音に絶対聞こえないよう、ヒソヒソと返答する。

　香月は、お前なんか知らん、と言って、黒髪を勢いよくなびかせそっぽを向いた。

　その上、鈴音は、

「見損なったぞ八平君！　人の体を値踏みするように！」

「あんたが言ったんだろ！」

「自分を捕まえる者の器量を、試してみたかったのだ」

「なんだその大犯罪者みたいな言い分！　言っとくけどガラス割っただけだからね！　軽犯罪だからね！」

「軽犯罪……」

　鈴音の表情が再び曇った。八平はあわてて、

「いや、ガラス一枚くらい、なんてことないです。それより、こんなことで会長の経歴に傷が入ることの方が、俺は心苦しい。だから、俺のために大事にはしないでください」

「八平君……」

　鈴音は、驚きに目を見開いて、

「わかった、君のために、そうするとしよう」

「はい」

「私は、将来国を背負って立つ人材だ。その経歴に傷をつけたなら、君は取り返しつかないほど後悔するだろうしな」

「なんか腹立つ言い分だ！」

「……冗談だよ」

　鈴すず音ねは柔らかい微笑ほほえみを八はつ平ぺいに向けてくる。

「君は心が広いな。こんなわけのわからない事をする私に、優しくしてくれるとは……」

　八平は言葉に詰まった。加害者は鈴音ではない。彼女はむしろ、ラブコメ現象によって体を操られた被害者なのだ。

　彼はひどい居心地の悪さを感じる。心が広いわけではない。ただ原因が自分にあるとわかっているから、優しくできるだけだ。

　わずかな間、部屋を沈黙が支配したが……。

「朝飯でもご馳ち走そうしてやったらどうじゃ？」

　八平は、香か月づきの言葉で我に返った。そうだ。落ち込んでる場合じゃない。巻き込んでしまった会長をもてなさないと……。

「よし、会長、朝飯まだでしょう？　俺おれ作るから、食っていきませんか？」

「そ、そんな……不法侵入した上に、ご馳走になるわけには」

　鈴音が斬ざん新しんな遠慮をするが、

「いいからいいから」

　と、八平は鈴音を立ち上がらせる。

「あれ、そういえば、そのベルト、外さないと……」

　鈴音の両手首を拘こう束そくしているベルト。

　少しテンションが上がっている鈴音は、得意げに微笑んで、

「ふふ、八平君、いいものを見せてやろう」

　鈴音は中腰になり、自ら拘束した両手に力を込めはじめた。

「ぬ……ぬおおおおあああああああっ！」

　乙女らしからぬ、裂れつ帛ぱくの気合い。

　ぶちっ！　と合成皮のベルトがちぎられた。

「ふふん、見たか」

　胸を張る鈴音に、八平は、

「す……すげえ！　って、それ、俺のベルト！」

「え、あ、そうだった！」

「今日学校どうすればいいんすか！」

　八はつ平ぺいはベルトをそれ一本しか持っていないのである。

「すまん、八平君、やはり私は自首を……」

「それはもういいよ！」

　警察に何て説明するのか。ガラスを割って部屋に侵入し、ベルトを自分の両手に巻いてちぎったとでも言うのか。

　八平は鈴すず音ねをまじまじと見る。もしかしてこの人……。

「あの、会長って、実はドジっ子ですか」

「な、なに、八平君、私に向かって……」

「生徒会長なのにな～……」

「それは……」

　しどろもどろする鈴音だが、突然いやらしい笑いを浮かべ、

「そうだな、入学式の日、電話で独り言を言っていた八平君を、通話しているものと早とちりするくらいにな」

「げ……」

　思わぬところから反撃がきた。

「ああすまん。私はドジだ。あの時は私が的外れな注意をして、すまなかったな、八平君？」

「ち、畜生！」

　さっきの沈痛ムードはどこへやら、楽しく会話する二人を見て、香か月づきは口を尖とがらせた。



「うまい！」

　鈴音は八平の作ったスクランブルエッグを食べ、声をあげた。

　たっぷりとバターを使い、ふわふわに仕上げた彼自慢の一品である。

　ほかのメニューは白米、味み噌そ汁しる、菜の花のお浸し、いずれも八平が精一杯作ったものだ。

　いつも朝食を作る霧きり子こは、昨晩から大学に泊まっているのである。

「見事だ八平君。将来私が国を背負って立ったら、君をシェフとして雇ってやろう」

「会長は一体なにになる気なんすか……？　でも、俺おれ得意なのスクランブルエッグくらいしかないですよ」

「大丈夫だ。ほかに和洋中なんでもこなせるシェフを雇うから」

「会長が大丈夫ということですか!?　俺、厨ちゆう房ぼうでめっちゃ肩身狭くないすか」

「大丈夫。君はスクランブルエッグだけを作り続けていればいいよ」

「精神が持たねえよ！」

　同僚が、近くですごい料理をバンバン作っていたら。

「給料は、そのすごいシェフの三倍やるぞ」

「よけいに肩身が狭い……」

「あん？　人間なんて、所しよ詮せんカネもらえれば満足するんだろ？」

「あんたに国を背負って立つ資格はねえ！」

　あはは、と屈くつ託たくなく笑う鈴すず音ねを見て、八はつ平ぺいは思う。

（だいぶ気持ちを持ち直してくれたみたいだな）

　そう思って安心したものの、

（……あれ、香か月づきは？）

　そういえば、さっきから姿を見ていない。鈴音との会話に夢中で忘れていた。

「すいません、ちょっと失礼します」

　茶の間を出て、階段を上がり自分の部屋に戻る。

　そこでは、香月が空中に正座して、こちらに背中を向けていた。八平はおそるおそる、

「あの……香月さん？」

「……よかったのう、楽しそうで……」

　八平は、めんどくせーなー、と思いつつも、香月が焼やき餅もちを焼いてくれるのが嬉うれしい。

　香月は振り向き、「今まで黙っておったが」と前置きをし、

「実は……私は幽霊などではなく、お前の妄想なのだ」

「何そのカミングアウト！　すごいどうでもいい場面で出したな！」

「なんかイライラしたから」

「そんな理由で!?」

「同様に、ラブコメ現象も存在しない。あれはお前の、胸を触りたい、股こ間かんに顔を突っ込みたいという意志がそうさせているのじゃ」

「なんと……」

「つまり、お前は自分の意志で女子にエロいことをしているにもかかわらず、それを“〝ラブコメ現象”〟というもののせいにしていたわけじゃな」

「なんだその理論武装痴漢は……」

　生きていてはいけないレベルだ……そんな主人公、イヤすぎる。

　打ちひしがれる八平に、香月が近づいてきて優しく微笑ほほえみ、

「ああ、すまん。意地悪を言い過ぎたな」

「香月……」

「嘘うそじゃよ。少し寂しくなったから、つい、な」

「うん」

　八平が香月を見ると、彼女は急に無表情になり、

「こうして、優しい言葉をかける私も、お前の願望の表れなのだ」

「あんまりそのネタひっぱるのやめて！　怖いから！」

　本気で、そう思えてくる。

（……え、香か月づきもラブコメ現象も存在するんだよね？　俺おれ、理論武装痴漢じゃないよね？）

　八はつ平ぺいは、心の隅に浮かんだ疑念に、恐怖した。

　それを見た香月は、長い黒髪を奇怪な形に広げ、暗い調子で、

「そのとき、俺は、これが真相だとは、思いもしなかったんだ……」

「ナレーションっぽく言うな！」

　そんなふうにやりとりしながら、自室を出る。



「しかし、すまないな……不法侵入した私に、お弁当まで作ってくれるなんて」

　薩さつ摩ま家の玄関で、鈴すず音ねは、手に持ったビニール袋に視線をやった。中には、八平が手早く作ったおにぎりが入っている。

　彼女は、頬ほおを染めて袋の取っ手をいじりながら、

「……八平君、君には感謝している」

「え？」

「ガラスを割り、不法侵入した私を通報しないだけでなく、こうしてもてなしてくれた」

「……いや、それは」

　八平からすれば、当然だ。彼女は、ラブコメ現象の被害者なのだから。

　だが、鈴音がそんなことを知るはずもない。八平を「心の広い男」として見てしまう。

　自分がこの家へ来ることができたのも、八平と運命的なもので結ばれているからでは……そう思ってしまったのだ。

「八平君、もしかしたら……その、私が君の家を知らないのにもかかわらず、来ることができたのは……その」

　鈴音が八平へ向ける熱いまなざし。それを見た香月は、ハッとして拳こぶしを握りしめ、唇を引き結んで背を向けた。

　八平は、まるでそんなことに気づかず、鈴音の様子に首をかしげている。

「……は、八平君」

　今日ここに来たのは、運命だったりするのでは……彼女がそう言おうとしたとき、

「薩摩さん、この女は誰だれですか？」

「「!?」」

　いきなり、声がした。

　八平が玄関を見ると、わずかにドアが開いており、そこから目がのぞいている。

　鈴音はおののきながら、「だ、誰だっ」と、言った。

　ドアがゆっくりと開き……そこには、日本人形を思わせる小柄な少女が立っていた。

　八平は呆ぼう然ぜんとしつつ、

「染そめ谷やさん……」

　染そめ谷や佳よし乃の。登校初日、八平が痴漢から救った子である。

　しかしなぜ、家に来るのか……？　彼女も八はつ平ぺいの家は知らないはず。

（あっ、ラブコメ現象！）

　最大、一日二回。鈴すず音ねと話すのが楽しくてすっかり忘れていた。もしかしたら、今日は、女の子が「起こしに来る」ではなく「迎えに来る」だったのかもしれない。

　佳乃は、恐ろしく冷たい目で鈴音を睨にらみつつ、

「薩さつ摩まさん……いえ、八平さん」

「いや、なんでこんなタイミングで名前呼びに移行すんの!?」

　八平の叫びを佳乃はスルーし、

「もう一度聞きます。この女は、誰だれ」

　ヤンデレを思わせる声に、八平は気圧けおされてしまい、

「あの、北きた見み鈴音さんといって、俺おれたちの高校の生徒会長だよ。入学式のときに歓迎の挨あい拶さつしてくれたじゃないか」

「ああ……」

　佳乃は、自分より二十センチは高い鈴音を舐なめ回すように見上げる。鈴音はその視線にたじろぎ、消え入りそうな声で言った。

「す、すまない。八平君。君が彼女持ちとは知らなかったんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「はあ!?」

　驚きよう愕がくする八はつ平ぺいをよそに、鈴すず音ねは佳よし乃のに深く頭を下げる。

「誤解しないでくれ……八平君と私はなんでもないんだ。ただ私が、一方的に押しかけただけで……」

「一方的に？　生徒会長としては、はなはだ不適切な振る舞いですねぇ？」

　八平は、いや、お前もだろ！　とツッコみたかったが、鈴音の動揺ぶりが半端ではなく、入っていける空気ではない。

　佳乃は獲物をなぶるように、

「なぜ、八平さんの家を知っていたのですか？」

「それはその……体が勝手に動いて、気づいたら……」

「なんですかそれ。怖いですよ。私は八平さんと出会った日に、住所から家族構成まで、ありとあらゆる手段を使って調べたから、知っているのですけど」

　八平からしたら、佳乃の方が遙はるかに怖い。

　鈴音は、捨てられた猫のように八平を見て、

「八平君……」

　と言ったが、佳乃はそれさえも許さず、

「気安く八平君、なんて呼ばないでもらえます？」

　と斬きり捨てた。八平は、ようやく助け船を出すチャンスだと思い、ツッコむ。

「いや、染そめ谷やさん、君もだよ！」

「私は気安くない!!」

「ひぃ！」

　人を殺さんばかりの眼光に、八平は震えあがる。

「う……うう……」

　鈴音は体をふるわせ、涙をためて、

「……薩さつ摩ま君、染谷さん、ごめん、なさい！」

　走り去っていった。愕がく然ぜんとする八平に、佳乃が言う。

「薩摩さん」

「会長がいなくなったとたん、呼び方変えるのか……」

　なんだよ、と八平が聞き返すと、佳乃は、玄関に置いてあるビニール袋を指さす。八平が作ったおにぎりだ。

「あ、忘れていったのかな……」

　佳乃は穏やかな表情で、

「届けて、あげてください」

　そして、天使のような微笑ほほえみを浮かべた。

「私、いつまでも待ってますから」

「いやいや、なんだよその、いい女キャラは！」

　八はつ平ぺいは慌てて、ビニール袋を引ひっ掴つかむと、玄関から飛び出す。左方を見ると、アスファルトを疾しつ走そうする鈴すず音ねの背中が見えたので、全速力で追いかける。

　彼はラブコメ現象に対応するため、足腰を鍛きたえ抜いているが……。

「は、はええ！」

　鈴音の脚力は、八平を凌りよう駕がしていた。ジリジリと引き離される。

「会長！　待ってください！」

「イヤだ！」

　通行人が、何事かという視線を向けてくる。八平は恥ずかしくてたまらないが、一刻も早く鈴音の誤解を解いておきたい。

「なんで……はあ、はあ……逃げるんだ！」

「だって、私は恥ずかしくてたまらないんだ！　君には彼女がいるにもかかわらず……」

　運命などと思ったなんて……そう言いかけた時、鈴音は空き缶を踏んで転んでしまった。

「ああもう！　なんで生徒会長なのにドジっ子属性なんだよ！」

　八平は、息を絶え絶えにしながら、鈴音のそばに立つ。香か月づきが、「八平！　……！　……！」と、何事か叫んでいるが、疲労し、鈴音だけを見ている彼の耳には届かない。

　鈴音は、倒れたまま八平の方を振り向き、

「こ、こないでくれ……って、おぃいいいいい!?」

　すさまじい勢いで後ずさる。どこか足を負傷しているらしいが……。

「な、なんでそこまでビビってるんですか……はあ……はあ……」

　息が荒い八平から、鈴音は顔を真っ赤にして、全力で目をそらす。

「さ、薩さつ摩ま君、ズボンが……」

「え？」

　八平はようやく気づいた。自分の下半身がやけにスースーすることに。

　慌てて下を見る。ズボンが、足首まで下がっていた。

「う……うおおおおっ!?」

　速攻で引き上げる。八平は今日ベルトをしておらず、走っているうちにだんだんズボンがずり下がり、鈴音に追いついたあたりで御開帳となってしまったのだ。

　通行人から向けられる冷たい視線に心が折れかける八平。そこへ、さらなる追い打ちが。

「はーい、ダメだよー」

　八平の手首が、ごっつい手に掴まれた。

「!?」

　八平が手の主を見てみれば、なんと四十歳ほどの警官。

　鈴すず音ねは警官を呆ぼう然ぜんとして見ている。さすがの彼女も意外な事態に混乱しているのだろう……と八はつ平ぺいが思っていると、

「薩さつ摩ま君、図ったな！」

「はい!?」

「私のことを通報しないと言いつつも、裏でしっかり連絡を取っていたとは……なんたる策士よ」

「あの、会長さん？」

「心配するな、冗談だ」

「あんた、本当に国を背負うかもな！」

　国家権力を前にして、冗談をかます余裕があれば。

　警官は、頭を少し掻かいたあと八平を見て、

「あー、少年。女の子を追いかけ回しちゃいけねえよ？」

「……いや、それは……」

　言いよどむ八平をかばうように、鈴音が右足を引きずって二人の間に割って入った。

「違うんです……おまわりさん。誤解なんです」

「なんだって？　綺き麗れいな嬢ちゃん」

　鈴音は相そう好ごうを崩し、

「そんな……綺麗などと……確かによく言われますが」

　くねくねする鈴音に、八平が「早く誤解を解いてくれ！」と突っ込む。

　鈴音は我に返ったあと、今日起こったことの説明をはじめた。

　警官は神妙な顔をして聞いていたが、

「そうか……嬢ちゃん、ハアハアしながら追いかけてきた少年を、かばってるんだな？」

「ぜんぜん違います！」

　まったく信じてくれなかった。警官は八平の顔をじろじろ見て、

「だってなあ……君をめぐって、修羅場が起きたなんて……なあ？」

「……」

　八平の心に、冷たい風が吹く。

　俺おれ、何か悪いことしたのかなあ……死んだ目で虚こ空くうを見つめる彼を一いち瞥べつして、警官は、

「じゃあ、またコイツに追いかけられたら、相談に来なよ」

　と、鈴音に言いおいて去っていった。彼女はおそるおそる八平に近づいてきて、

「あの……ごめんな？　私が逃げたばっかりに、君が誤解されてしまって……」

　八平は無反応だ。鈴音は、彼の両肩に手を置いて、

「し、しっかりしろ。そんな弱い薩摩君、私は嫌いだぞ」

「強ければ、好きになってくれるんですか？」

「そ、それはその……」

　鈴すず音ねはもじもじして、目を泳がせた。それを見た八はつ平ぺいは、

「やっぱりそうだ！　強かろうが弱かろうが、会長は俺おれを男として見てくれないんだ！」

「君も意外にめんどくさいな！」

「まあそれはともかく」

　八平は本気で気持ちを立て直した。あまりクドいと、本当に嫌われてしまう。

「さっき、俺んちに来た染そめ谷や佳よし乃のさんですけど、本当に俺とはなんでもないですよ」

　登校初日に知り合ったことを話すと、鈴音は、

「ふうん。では、一方的に好かれているだけだと……そうかぁ、それは、よかった」

　ほうっと息を吐き出す。それを見て八平は、

「ん？　何がよかったんですか」

「い、いや何でもないっ」

　そのやりとりを見て、しばらく蚊か帳やの外にいた香か月づきが、

「ラブコメに誰だれよりも詳しいくせに、今みたいなベタベタの台詞せりふに気づかんのか……」

　とため息をついた。

　これほど鈍感では、彼女ができるのはまだ先になりそうじゃ、と思ったが、

「では、私は、君のことを……再び名前で呼んでもいいのだな？」

　鈴音が嬉うれしそうに、八平に話しかけている。

「もちろんです」

「で、では改めて……」

　鈴音は、両こぶしを軽くにぎり、顔を赤くし、彼と目をあわせて、

「は……は、八平……君」

　そう言ったあと、照れくさそうに苦笑して、額ひたいに手を当てた。

「ふふ、改めて言うと、恥ずかしいものだな？」

「ぐっ……」

　八平のハートを強烈な一撃がおそった。

　なにこれ？　中学時代からしたら、考えられないよ。美人の生徒会長とこんな状況！　ラブコメ現象も悪いことばかりじゃないんじゃね!?

　もだえる八平を怪け訝げんに思った鈴音が、

「どうした、薩さつ摩ま君？」

「あれ、戻ってる!?」

「だって、恥ずかしかったし」

「そこを乗り越えて！」

「わかったよ、八平」

「たくさん乗り越えた！」

「そうね、あなた」

「人生を共に乗り越えようと！」

「おじいさん、もうすぐ私も逝いきますからね」

「人生をやり遂げた！」

　八はつ平ぺいは激しくやりとりする最中、香か月づきをちらりと見た。彼女は道ばたの猫を見て、その仕草に微笑ほほえんでいる。

　彼はほっとした。寂しい思いをしていないか、心配だったのだ。

　再び鈴すず音ねとの会話に戻る。彼女は色々な話題を振ってくるため、話がつきることはない。

　一方香月は、八平たちの笑い声に、胸を掻かきむしられる思いだった。

　目の前の猫には興味がない。ただ、八平に気を使わせるのが嫌で、作り笑いをしているだけだ。

　猫に、指を差し出す。むろん猫はそれに気づかず、すりぬけ、駆け去っていった。



    

  
    
      
四章



　八平は、ベンチに腰掛けて携帯を耳に当てていた。その傍かたわらにはリュックが置いてある。

　通話するふりをして、近くを浮遊する香月と話す。

「しかし会長も律儀だよな。ガラスとベルト、弁償済みなのに、タダ券手に入れたから一緒に行こうだなんて……」

　香月はあきれたように、

「……おぬし、本気でそう思っておるのか？」

　彼らは今、葛か西さい市の中央にある「葛西遊園地」の入場門前にいた。

　葛西川のほとりにあり、川の水を引き込んでジャングル探検を模したアトラクションなどに活用している。

　今は午後一時。親子連れが多い。ここから百メートルほど離れたところにある噴水では沢山の男女が待ち合わせをしていた。

　香月は居心地悪そうに黒髪を指先へ巻きつけながら、

「私はお前から離れていた方がいいのでは……」

「なんで？　近くにいる方が楽しいよ、俺おれ」

「いや、八はつ平ぺいが楽しいとか、そういう問題ではなく……」

　ああ、まったくこの男は！　香か月づきが実体を持っていれば地団太を踏んでいるところだ。

　そんな彼女の気も知らず、八平は不安げにつぶやく。

「しかし、今日のラブコメ現象は何だろう……」

　遊園地といえば、ラブコメの定番だ。当然、ラブコメ現象対策マニュアルを読んで準備はしているが。

「八平君！」

　と、呼ぶ声がする。八平は携帯をしまい、視線を向けた。

「会長、どうも……って、え!?」

　そこに立っていたのは、姉の霧きり子こであった。いつもとまったく違う格好をしている。

「待った？」

「待ってねえよ！」

「そう、今来たところなんだ……よかった」

「いや、そうじゃなくて、そもそも姉さんのことを待ってないよ！」

「そんな……姉さんのこと、嫌いなの？」

「いや、嫌いとかそういうことじゃなくて……」

　頭をかきむしる八平だが、うなだれる霧子を見ると自分が悪いような気になってしまう。

（しかし……）

　えらい気合いの入った格好である。眼鏡めがねはいつもどおりだが、暖簾のれんみたいだった前髪はバッサリ切られ、八平が宇宙のプリンセスだと勘違いした顔が露あらわになっていた。天然パーマに、さらにパーマをかけて癖くせ毛げを活いかしている。服は花柄のチュニック。胸から上がかぎ針編みでできていて、豊かすぎる胸がさらに強調されていた。

　周りの男たちがチラチラ見てくる。それほどに今の霧子の破壊力は大きかった。

　彼女は、それらの視線に身を縮めながら、顔を赤くして、

「私……今日の遊園地に備えて、がんばってみたんだ」

「なんで!?　そもそも呼ばれてないよね!?」

「八平君に言われたとおり、勇気を出してみたの」

「なんでこんな形で出しちゃうの!?」

「あなたが会長さんと楽しく遊ぶのを、妨害したかったから」

「はっきり言った！」

　頭を抱える八平だが、ここで追い返すのも後味が悪い。

　内気な彼女が、慣れない美容院や服屋に行って自分をコーディネートした……それは確かに、勇気のいることだったと思う。どうすべきか八平が考えていると、

「八平君……その綺き麗れいな女性は誰だれだ？」

　いつの間に来たのか、鈴すず音ねが呆ぼう然ぜんと立っていた。

　ロングＴシャツにジーンズというシンプルな服装で、スタイルの良さが際立つ。あり得ないほど高い腰の位置に八はつ平ぺいはどぎまぎしつつ、

「ああ、会長、この人は……」

　義理の姉です、そう言おうとした彼を霧きり子こは遮り、鈴音を毅き然ぜんとしたまなざしで見て、

「八平君と強いつながりを持つ者です」

　と、言った。鈴音は「なにっ」と声を出し、八平に、

「き、君っ、ほんとうか」

「え、まあ一応……」

　義理の姉弟だし。霧子は続けて、

「まだ、肉体的なつながりはありませんが……」

「肉体的なつながり!?」

　鈴音は口をぱくぱくさせた。

　一方、八平は霧子の言い方に違和感を覚えていた。

（確かに俺おれたち、血はつながってないけど、まだ、ってどういうことだ？）

　彼はそう思ったので、

「えっと、まだって何？」

　と、霧子に聞いた。彼女はピシャリとさえぎるように、

「八平君、それは言わなくていいでしょう！」

　首をかしげる八平をよそに、鈴音は唇をわななかせ、「い、言わなくていいってことは、すでに……」と呟つぶやいたあと、

「八平君、そして見知らぬ人、ごめん……なさい！」

　そう言って、駆け出そうとする。八平は慌ててその手を掴つかんだ。このままだと、先日と同じ状況になりかねない。

「会長、俺また同じくだりをやりたくないですよ！」

「し、しかし私は……」

「いいから落ち着いてください。会長を追いかけて、あの警官がまた出てきたら俺は今度こそ捕まりかねません。だから、俺のために留まって」

「う……む、そうか、君のズボンが、私の前でずり下がった時のことだな」

　なんでよりによってその場面を言うんだ、と八平が思ったとき、

「八平君……」

　霧子が、冥めい界かいから響くような声を発した。

「彼女の前で、ズボンが？　どういうこと？」

　鈴音が、真剣そのものの口調で答える。

「ええ、八はつ平ぺい君は、“〝くるな！”〟と後ずさる私に、息を荒くしながらズボンを……」

「ちょっと待て！　もっと説明の仕方あるだろ！」

　八平の叫びをよそに、霧きり子こは鈴すず音ねに応酬する。

「そんなの……大したことない！　私は、八平君の全裸を見たことがあるんだから！」

　山に行った翌朝、風ふ呂ろ場ばで。

「やっぱり……やっぱり、あなたと八平君は肉体的なつながりがあるんだ！」

　鈴音が、休日でにぎわう遊園地の入り口で、空手仕込みの大だい音おん声じようをあげる。

　周囲の視線が痛い。もはや八平は、修羅場のまっただ中にいる露出狂だ。

　鈴音は目をつぶって両こぶしをブルブル震わせたあと、脱だつ兎とのごとく逃げ出す。

「か、会長！　そっちは……」

　噴水のある方角だ。

　鈴音は追いかけてくる八平を振り向いたとき……石畳にサンダルの先端が引っかかり、足をもつれさせて、噴水に頭から突っ込んでしまった。

　高い水しぶきがあがる。

　鈴音は一瞬混乱したが、すぐに顔を水面から出してあたりを見回した。周りの人たちが向けてくる視線に、彼女は「あ……！」と叫んで慌てて胸元を隠す。Ｔシャツが濡ぬれたため、下着が透けて見えているのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      （恥ずかしい……）

　目を伏せて、涙ぐむ。八はつ平ぺいと肉体関係があるという女まで現れた。一体自分は何をしているのだろう……。

　だが、「会長！」という八平の声で顔を上げた。彼はリュックの中を漁あさり、大きなタオルを出してきて、

「これで、体くるんで下さい」

　鈴すず音ねは慌てて受け取り、上半身を隠した。八平が手を差し出してきたので、少し迷ったあと、そっと握り、引かれるまま噴水から出る。

　八平は「見せ物じゃないですよ」と周りの人々を制したあと、鈴音に紙袋を渡してきた。

「これに着替えるといいです。そこのトイレで」

　袋の中を見ると、新品のカットソー、スカートが入っていた。鈴音は驚きよう愕がくに目を見開き、

「な、なんでこんなもの、持っているんだ？」

　八平は、照れくさそうに頭をかいた。

「お世話になってるお礼です。大丈夫ですよ。そんな高くないですから」

「え……」

「本当は帰るとき渡したかったんですけどね……」

　鈴音は紙袋をぎゅっと抱きしめた。涙の残る顔が、しだいにほころんでいく。

「あ……ありがとうっ！」

「あと、これで下着を乾かしてください」

　八平がリュックから取り出したのは、携帯ドライヤー。

　鈴音が「へ!?」と彼女らしからぬ叫びをあげると、八平は、

「いや、なんか、来る途中の電器屋でえらい安かったもんで……」

　不審極まりない説明をし、「さあ、早く着替えて！」と急せかす。

　鈴音は怪け訝げんに思いながらも、「待っててくれ！」と言ってトイレへ走っていく。

　残された八平は、膝ひざに手を置いて、はあ～～っと息を吐いた。

「着替えとドライヤー、持ってきてよかった……」

　八平は、この遊園地に「水」を使ったアトラクションが多いことを知っていたのだ。

　ラブコメにおいて、水は定番。女の子がびしょ濡ぬれになり、服がスケる。

　彼は鈴音がそうなることを想定し、プレゼントという口実で服を買っておいたのである。この前、ラブコメ現象で弁償させたガラス代のお詫わび、という意味もあった。

　しかしまさか、入場前に水浸しになるとは思わなかったけれど……。

　隣にいる霧きり子こは、「八平君が、女の子にプレゼント……これは夢……」とつぶやき、意識がどっかに行っているので、携帯を取り出して香か月づきに話しかける。

「ありがとな、会長の服選びに協力してくれて……」

　香か月づきは学校で鈴すず音ねに忍び寄ってサイズを測り、服屋では彼女に似合うものを選んでくれたのだ。

「……あ、ああ！　私が一生懸命選んだのだから……きっとよく似合うぞ……」

「だよなあ！　お前いつも服の特集見てるし、詳しいもんな！　すげえ楽しみ！」

　香月は、わくわくしている八はつ平ぺいを見ると、前髪をしきりにいじって表情を隠した。

　それから少し経たつと、鈴音がいつものきびきびとした足取りではなく、背をまるめ、周りを気にしながら歩いてきた。緊張した面持ちで八平の前に立ち、

「……お、お待たせ」

　頬ほおを紅潮させて、真新しい服に身を包んでいる。レースつきの白いカットソーに、膝ひざ上程度の黒いＡラインスカート。どこぞのお嬢様といった出いで立たちである。さっきのジーンズ姿とのギャップに、八平は、おああああ……と吐息をもらしたあと、

「会長、なんでそんなモジモジしてるんですか？」

　鈴音は、ちらちらと上目遣いで八平の反応をうかがい、

「いや、こういう服、持ってないもので……本当は憧あこがれてたんだけど……に、似合うかな？」

「ええ、もちろん、大変なことになってますよ！」

　八平のよくわからない賛辞にも、鈴音は顔をパッと輝かせ、

「ありがとう！　大切にする」

　くるりと回った。スカートからのぞく長い足がまぶしい。

「……ところで八平君、なぜ私の服のサイズ知ってるんだ？　ピッタリなんだけど……」

　八平はギクリとした。まさか相方の幽霊に測ってもらったとは言えない。

「か、会長だって、俺おれの家知らないのに来れたじゃないですか！　以心伝心ってやつですよ！　あっはっは！」

「な、なるほど！　私たち、以心伝心か！」

　相当苦しい言い訳だったが、鈴音はスカートの裾すそをつまんで「そうかぁ……」と笑顔になる。

　香月は、そんな鈴音を見て、うつむいた。

（まさか、私の趣味が、こんな形で役立つとは……）

　自分は、この浴衣ゆかたしか着ることができない。だから、テレビでファッションの特集を見て、「私がこの服を着たら八平どう思うじゃろ」などといつも空想していたのだが……。

　鈴音がうらやましい。八平にあんな視線を向けてもらえるのだから。

　ありがとな香月、と八平が目で合図してきたので、香月は慌てて笑顔を作り、腕組みをして、言う。

「感謝するがよい」



　鈴すず音ねは八はつ平ぺいから家族関係を聞き、安あん堵どのため息をつく。頬ほおを膨らませている霧きり子こを見て、

「そうですか……あなたは、八平君のお姉さんですか」

「今はね」

「今は!?」

　そんなやりとりをしつつ、八平たちは入場ゲートをくぐった。八平と鈴音はタダ券で。霧子は自腹でチケットを購入した。

　霧子は招かれざる客だが、ここまで準備した彼女を追い返すのも後味が悪い。

　相変わらず居心地悪そうな香か月づきが、その後をついてくる。

「……人、多いなあ」

　八平は思わずグチをもらす。田舎の遊園地にもかかわらず、ほとんどのアトラクションに行列ができている。ジェットコースターや、日本最大級の逆バンジーは特に人気なのか、百メートルほどの列だ。巨大魚が釣れるという釣り堀も、何気に人が集まっている。

　霧子は情けない顔をして財布の中をのぞいていた。お洒しや落れに金を使いすぎたらしい。アトラクションで遊ぶにはいちいち券を買わねばならず、その金がないようだ。

　それを見た鈴音は、

「あの、よかったら、私と代わりばんこに八平君と回りませんか？　この券なら、どのアトラクションも無料ですので……どっちが先かはジャンケンで決めましょう」

「会長、それは……」と遠慮する八平に、鈴音は笑いかけた。

「気にするな。服のお礼だよ」

　さすがの霧子も、「あ……あり、がとう」と小さな声で礼を言った。

　鈴音は霧子とのジャンケンに勝利し、最初にお化け屋敷を選択した。並ばずとも、すぐに入れるようだし……と八平には説明したが、彼女の真意は別にあった。

　沢山の洋風墓地が並んでおり、順路を歩くとお化けが時折出てきて脅かすというもの。

「……」

　八平はポケットに手を突っ込み、ラブコメ現象に備えていた。噴水での事件は、偶然だった可能性もある。鈴音はかなりのドジっ子だからだ。

　同じハプニングが二回起こらないうちは、油断できない。

　八平にとって、お化け屋敷は鬼門。突然暗くら闇やみになったときに手探りでもしたら、「何だろう、この柔らかいものは……」などと鈴音の胸を触り、ブチのめされるだろう。そんなラブコメは枚挙にいとまがない。

　一方鈴音は、お化け屋敷のクオリティの低さに、がっかりしていた。思い切りビビッて八平に抱きつこうかとでも思っていたのだが……。

「がおー」

　前方にいる親子連れの前に、ミイラ男が両手を上げて現れた。しかし親子はノーリアクション。子供がため息混じりに、

「ねえ、ミイラのおじさん。そんなルーティンワークな動きで人が驚くと思ってるの？　もっと、見る側の琴きん線せんに触れるようにやらなくちゃ」

　ミイラ男は両手を上げたまま固まり……やがて、墓石にもたれて動かなくなった。ある意味オバケっぽい。「俺おれも、この仕事を始めたころは誇りを……」などとつぶやいている。

　万事この調子で、怖がっている客などひとりもいない。空いているのもうなずける。この空気で鈴すず音ねがぎゃーぎゃー叫んだら、恐ろしく寒いことになるだろう。

　仕方がないので、鈴音は八はつ平ぺいと話すことにした。話題は、この間衝撃的な登場をした、染そめ谷や佳よし乃のである。八平は難しい顔をして、

「会って間もないのにガンガン来るんです。だから、少しデレるのを抑え、多少ツンなところも見せてくれ、とお願いしたんですけど」

「君も変わった提案をするな……」

「ちなみに会長は、俺に対していつデレるんですか？」

「八十年後だ」

「老ろう婆ばじゃないですか！」

「ちなみにそれは、ボケてしまって理性が利かなくなってのことだから、私の意志ではない」

「あんた、そんなに俺にデレたくないのか！」

「そうだ！」

「言い切った！」

　二人がいつもどおりの会話をしていたとき、いきなりミイラ男が這はいずってきて、包帯が巻かれた腕で鈴音の足首を掴つかんだ。その腕が肘ひじのあたりでベキリと折れた。

「ひ……やああああああああああ！」

　鈴音は完全に油断していたため、滅め茶ちや苦く茶ちや驚いた。

　ミイラ男は、包帯越しでも分かるほどやり遂げた顔をしている。先ほどの子供の叱しつ咤たが、男の中で眠っていた仕事への誇りを目覚めさせたのである。

　八平はその姿に感動を覚えつつ、鈴音の足首から折れた腕を取ってやった。もちろん作り物である。彼は香か月づきに聞いて、ミイラ男の接近を知っていたのだ。突然驚かされたりすると、ラブコメ現象で胸を揉もみかねない。

　鈴音が八平に抱きついてきた。香月や霧きり子こに比べると慎つつましいが、張りのある胸が八平に押しつけられる。

「……怖かった……」

「か、会長……」

「腕、取ってくれて……ありがとう。えへへ、頼りになるな」

「デレた！」

　八十年を一気に超えた。



　その後、八はつ平ぺいは、霧きり子こか鈴すず音ねとアトラクションを次々に回った。

　彼は、水だけでなく様々なラブコメ現象を警戒したが、なにも起こらずに夕方になった。

　次は霧子の番。彼女は、八平からもらったぬいぐるみを抱きしめて、ご機嫌だ。ストラックアウトで得た景品である。

「あれに乗ろうよ」

　霧子が指さした方を見ると……この遊園地の名物である、観覧車があった。そう巨大なものではないが、葛か西さい川を見下ろせるため根強い人気を誇っている。

（そういや……観覧車のお約束としては、“〝止まる”〟ってのがあるな）

　観覧車がなぜか停止し、怖くなった女子がしがみついてくるというパターン。

　まあしかし、被害は軽い。大抵のラブコメ漫画ではグダグダにならない程度の時間を置いてから、再び動き出す。

　八平と霧子は行列に並んで、待ち始めた。列の進みは遅々たるものだが、それほど長くはないのであまり時間はかからないだろう。

　二人の後ろには老夫婦がいる。妻の方は疲れたのか腰を下ろしていた。その右側に、茶色いバッグを置いている。

　八平たちの順番が回ってきた。ゴンドラに向かい合って乗る。ガコン、という音がしたあと、ゆっくりと動き出し、地上が少しずつ遠ざかっていく。

「……あれ？」

　八平が何気なく地上を見ると……先ほどの老夫婦がゴンドラに乗り込もうとしている。

　問題は、茶色いバッグが地面に置きっぱなしになっていることだ。金目のものが入っていたらまずい。順番待ちの人たちは、話したり、携帯を見たりしていて気づかないようだ。

　八平は携帯を取り出し、鈴音を呼び出す。近くで時間をつぶしているはずだ。

『どうした八平君。姉さんといるのに、私に電話をかけてくるなんて……』

　戸惑いながらも、鈴音の声は嬉うれしげだ。

「会長、大変申し訳ありませんが……」

　八平の真剣な雰囲気を察してくれたのか、鈴音の気配が変わった。

『……どうした？』

「観覧車の乗り口付近に、茶色いバッグが落ちています。それを拾って、従業員さんに渡していただけませんか。俺おれたちの後ろに並んでいた人の、忘れ物なんです」

　観覧車は八平が乗ったことによりラブコメ現象が発生し、止まる可能性が高い。

　降りるのに時間がかかれば、盗まれる確率も高くなる。

『なるほど。了解した』

　鈴すず音ねは電話を切る。八はつ平ぺいが再び地上を見下ろすと……すごい勢いで観覧車の乗り口付近に駆けてくる鈴音が見えた。バッグを回収し、乗り口にいる従業員に渡している。

　八平は再び鈴音に電話をかけ、礼を言う……そのときにはもう、彼らのゴンドラは、時計で言えば二時のあたりまで来ていた。

「ごめんよ、姉さん」

　おいてけぼり状態だった霧きり子こに謝って座った。そのとき……ゴンドラに衝撃が走り、止まってしまう。

　視線をさまよわせる霧子と裏腹に、八平は落ち着いていた。想定の範囲内だ。

　これが今日のラブコメ現象と見て、まず間違いない。観覧車が止まる確率なんて、非常に低いはず……などと考えていたとき、霧子がつぶやいた。

「私、実は高所恐怖症なの」

　絶対に後付け設定だよね！　と八平が叫ぶ間もなく、抱きついてきた。「怖すぎるわ！」などと叫びながら、首に手を回してきて、耳を甘あま噛がみしてくる。

「かかか、観覧車選んだの姉さんだよね！　高いところ平気だよね！」

「あむあむ……間違えた。閉所恐怖症だったわ」

「だからお前が選んだんだろうが！」

　香か月づきは、口を尖とがらせ、気まずげに目をそらしている。八平は「違うんだ……」と目で伝えながら、姉の色香に理性を総動員して、ギリギリで耐え続けた。

　五分ほどすると、八平の携帯が鈴音からの着信を告げたので、これ幸いと「はい！　こちら薩さつ摩ま八平！」と元気よく出た。霧子は舌打ちして離れる。

『大丈夫か、八平君』

「会長……電話ありがとうございます……怖かった……」

　姉のあまりの色っぽさと、香月の前でもそれに陥落しそうな自分が。

　鈴音は弾んだ声で、

『なんだ、私の声が聞きたかったのか？　だらしないぞ。お姉さんを元気づけてあげなきゃ』

「いや、俺おれなんかより遙はるかに元気ですよ……」

『ええ？　そうなのか……？　……ところで君たちはいま、どのゴンドラにいるんだ？』

　八平は地上を見下ろし、大きく手を振った。いつのまにか多くの野次馬が集まっている。　手を振り返してくる人物が、少し離れた場所にいる……鈴音だ。

『八平君、気をしっかり持つんだぞ。また動くまでずっと話していよう……ん？』

　鈴音は、目をこらして観覧車を見上げる。ただならぬ様子だ。

『八平君、君達の下にあるゴンドラ、なにやら様子がおかしい』

　八はつ平ぺいの脳裏に、老夫婦の姿がよぎる。

『お爺じいさんが酷ひどく慌てた様子なのだ。お婆ばあさんの傍らにいて介抱しているようなのだが……時折、途方に暮れたように下を見てくる』

　もしや、観覧車が止まったせいで、心理的なショックを受けたのでは……八平は焦る。

「会長、そのことを従業員さんに知らせて下さい」

　携帯を切り、そばで黙っていた香か月づきに視線を送った。彼女はうなずいて、ゴンドラから飛び出し、老夫婦の様子を見に行ってくれる。

　一分ほどで、戻ってきた。

「八平……どうやら、喘ぜん息そくの発作だ。お婆さんの胸のあたりがひゅうひゅうと鳴っており、ひどい咳せきをしている」

　八平は再び携帯を耳に当てた。霧きり子こに香月の存在は伝えたが、さすがに目の前で虚こ空くうに話しかけるのは、抵抗がある。

「薬の吸入器はないのか」

　彼は父親が喘息持ちなので、ある程度の知識がある。

「いや、今は持っていないようじゃ……もしかして、あの忘れたバッグの中に……」

　再び、鈴すず音ねから電話。

『八平君、どうもまずいな。従業員さんが老夫婦のバッグの中身を調べたところ、様々な薬……それに、吸入器も入っていたらしい』

　八平は唇をかみしめた。俺おれが、観覧車に乗らなければ……今いま頃ごろはもう、そのお婆さんも薬を吸入することができただろう。

　八平は外をあらためて見た……地上までは三十メートルほどあるだろう。

（やりたくねえ……）

　だが、自分のせいで苦しんでいる人がいるのなら……助けなければならない。

　八平は大きくため息をつくと、再び鈴音と通話する。

「会長、何度も申し訳ありませんが、お願いがあります」

　八平はこれからの段取りを説明する。さすがの生徒会長も、驚いた様子で……。

『おい、八平君、危険だ……君が、なぜそこまでするのだ？』

　お婆さんが苦しんでいるのは、自分のせいだから。死んだりしたら……酷い罪悪感を覚えることになるだろう。だから、百パーセント自分のためだ。

「すいません。とにかくお願いします」

　八平は電話を切った。霧子はこちらへ近づき、すがりついてきた。八平が鈴音に伝えた策を聞いて、不安になったのだろう。

「八平君……危ない、やめてよ……」

「……ごめん」

　こんな面倒ごとに巻き込んでしまって。まあ、彼女は呼ばれてもないのに遊園地に来たのだけれど。

「あとでいくらでも謝るから、見守っててよ」

　八はつ平ぺいは霧きり子こを無理矢理座らせると、その頭を撫なで、再び地上を見た。鈴すず音ねが、このゴンドラの下から人払いをしてくれている。

（サンキュー、会長！）

　心の中で礼を言うと、勢いをつけて、肘ひじで、席の後ろのガラスを……ぶち破った。

　風が吹き込んでくる。

「……八平君、私も、私も手伝う！」

　霧子は、細い指で窓枠に残ったガラスを取りはじめた。早速切ったらしく、血が流れるが彼女はまったく気にしない。

「……姉さん、ありがとう！」

　八平は席の上に乗り、割れた窓から下をのぞいた。三メートルほど真下に、老夫婦が乗ったゴンドラの頭が見える。

　だが、そのさらに下には、地上三十メートルから見下ろす地面が。

（怖こええ……）

　あそこまで落ちたら、運が良くて骨折……最悪、死ぬ。

　……だけど、お婆ばあさんの苦しそうな咳せきが、ここからでも聞こえる。

（俺おれが、観覧車に乗ったせいで）

　その責任は、とらねばならない。胸を強く叩たたいて、気合いを入れる。正念場はここからだし……何より好きな女が近くにいる。ヘタレたところは見せられない。

　老夫婦のゴンドラに飛び降りれば早いが、大きな音で驚かせてしまうだろう。

　どうするか、と考えた八平に、霧子はある提案をした。それは危険なものであったが……少し考えたあと、彼はうなずく。

　八平は窓枠から足を、続いて胴体を出したあと、霧子と両手をつなぎ、そのままゴンドラからぶら下がった。こうすれば、八平が老夫婦のゴンドラに飛び降りても、その落差は一メートルほど……わずかながら、音は小さくなるだろう。

「姉さん、大丈夫か……!?」

　霧子は相当に辛つらそうだ。

「もちろん……八平君のランニングを尾行すべく、体を鍛きたえ抜いてきたから……！」

　それはそれでどうなんだとか、足腰しか鍛えてないんじゃないかとか、あらゆる疑問が八平の中に渦巻く。だが、霧子の異常な愛情だけは信頼できる。この姉は、八平のためなら限界を超える！

　姉さん、もう手を離していいよ、と八平が言おうとしたとき、

（……あれ？）

　その声が、出てこない。それどころか、吐き気すらもよおしてきた。

（……俺おれ、こんなに臆おく病びようだったのか？）

　下をもう一度見る。目のくらむような高さ……。とはいえ、老夫婦のゴンドラは真下だ。九割方、安全に着地できるだろう。

　だが、もし足を滑らせたとしたら？　死んだりして、霧きり子こや鈴すず音ねに心の傷を植えつけてしまったら？　ラブコメ現象のことなど、自分と香か月づきしか知らない。見知らぬお婆ばあさんが死んでも、誰だれも自分を咎とがめない。霧子なら、火事場の馬ば鹿か力ぢからを発揮して、今からでも引き上げてくれるかもしれない……そんな弱音が、次々に八はつ平ぺいの心に浮かぶ。

　がたがたと歯を鳴らす彼の耳に、相方の幽霊の声が届いた。

「……八平、はやくきて」

　声は、下から聞こえてくる。八平がそちらを見ると、なんと香月が、老夫婦のゴンドラの上に仰あお向むけになり、浴衣ゆかたをはだけてその巨乳を上半分ほど出し、下半身は太ふと股ももの付け根まで露出させていた。体は羞しゆ恥うちに震え、涙目で桜色の唇をかみしめている。

　八平はそれをガン見しつつも、

「お、お前何やってんの!?　空気が読めないどころの騒ぎじゃねえぞ!?」

「だってお前……飛ぶのを躊ちゆう躇ちよしておるのじゃろう？　今、逃げたら、お前はきっと後悔する。だから……」

「そうだけど……なんでそんなエロい格好を……」

「お、お前なら、こんな姿の私を見れば、何も考えずに飛び込んでくると思ったのじゃ」

「俺はル○ン三世か……」

　八平はため息をつくとともに……歯を食いしばり、腹をすえる。香月にここまでさせておいて、飛ばなかったら男じゃない。

　霧子の手を離す。香月の体をすりぬけて、ゴンドラの上に着地。香月は八平の無事を確認したあと、浴衣の乱れを直した。

　八平は息を絶え絶えにしながら、這はって移動する。

　お爺じいさんが驚きに目を見開いて、座席の後ろにある窓から八平を見上げてくる。

「離れてください！」

　大声とゼスチャーで合図し、肘ひじを大きく振り上げて、ガラスを打つ。二度、三度……重ねるごとに、ヒビが入り、砕けちった。お婆さんの激しい咳せきが、ますます大きく聞こえる。

　八平はゴンドラの上に乗ったまま、地上を見下ろした。

「八平君！」

　地上で、鈴音が大きく両手を振っている。その手には……野球のボール。ストラックアウト場から借りてきたものだ。

　さっき、彼女は八はつ平ぺいと一緒にストラックアウトを行った。

　八平は元野球部だったが、肩が完全にナマっていて得点は酷ひどいものだった。

　しかし鈴すず音ねは中学校までエースだったという実力を遺い憾かんなく発揮し、レコードを更新してぬいぐるみをもらった。それを、「お姉さんに渡してやれ。君が取ったということにしておけよ？」と言って八平にくれたのである。

　鈴音は、大きくふりかぶる。そして……すさまじい剛球を、八平めがけて投げてきた。

（は、はええ！）

　八平は両手で受け止めようとしたが……目測を誤り、腹に思い切り食らってしまう。

　悶もん絶ぜつしながらも、ボールは落とさない。抱きしめるようにキャッチする。

「君はいったい……」

　驚きよう愕がくし、見上げてくるお爺じいさんに、八平は、「……もうちょっと、待っててください……」と苦しげに言う。

　ボールには、釣り堀からもらったテグスが結びつけられており、地上まで続いている。

　八平はテグスを引っ張り、たぐりよせる……その端には、茶色いバッグが結びつけられていた。

　ゴンドラの中に降り、お爺さんにそれを手渡す。すぐに吸入器が取り出され、お婆ばあさんの鼻へ……あれほど苦しげだった咳せきがゆっくりと治まり、呼吸が整っていく。

　大きく息をつき、腰を下ろす八平に、お爺さんが「ありがとう、ありがとう！」と何度も頭を下げてきた。

「いえ……」

　八平は居心地悪そうに目をそらす。お婆さんが苦しんだのは、俺おれのせい……こんな大騒ぎに巻き込んでしまって、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

　二十分ほどすると、観覧車は動き出した。



　八平と霧きり子こ、鈴音は、遊園地中央の事務所にある、支配人室に案内された。

　老夫婦は、念のため呼んだ救急車で運ばれていった。

　八平の行動は破天荒なものであったが……結果的にお婆さんを助けることができた。もう少し発作が長引けば、命にかかわったかもしれない。

　ガラスを割ったことについてはおとがめなし。支配人は、三人を見て、

「君たちのような勇気ある若者は、今時珍しい。ぜひ、またここへ遊びに来てください」

　と、言ってくれた。

　支配人室から廊下へ出ると、八平は大きくため息をついた。

（えらい迷惑かけちまったなあ……）

　お婆さんを助けた彼。周りから見ればヒーローであるが……八平は自分が原因だとわかっているため、素直に賞賛を受けるわけにはいかない。

（俺おれが観覧車に乗らなければ、よかったんだ。そうすれば、あの夫婦だって……）

　何事もなく遊園地から帰れただろう。

　それに、ガラスを割ってしまった。観覧車のガラスの相場はよくわからないけれど、大量生産ができないぶんだけ家庭用よりずっと高いにちがいない。

　八はつ平ぺいは、支配人におずおずと「ガラス代払います」と言ったのだが、「ヒーローから金をもらうことはできないよ」などと言われ、断られた。

　結局八平は、原因であるラブコメ現象のことを話さなかった。信じてもらえそうになかったし……ここまで大騒ぎになった以上、真相を言って糾きゆう弾だんされるのが怖かったのだ。

　八平の心にあるのは、罪悪感。

　真相を隠していることと、ヒーロー扱いされることへの居心地の悪さ。

　……そんな彼を上から見下ろす香か月づきは、どうしようもない無力感にさいなまれていた。

　八平の元気がない……その気持ちは、彼女だけが痛いほど知っている。

　ラブコメ現象は、もともと香月が八平にとりついたせいなのだ。

　あのお婆ばあさんが苦しんだのも、彼女のせい。

　しかし、八平は一切文句を言わず、知恵を出し、臆おく病びようさを振りきって、助けてみせた。

　それでも、彼は観覧車に乗ったことへの罪悪感に苦しんでいる。

　香月は思う。

（私は……さっきの件で、何の役に立っただろう？）

　老夫婦のゴンドラを見て、喘ぜん息そくの発作だということを八平に知らせたが……もともとそれを発見したのは鈴すず音ねであり、自分は確認を行ったにすぎない。

　八平と携帯で連絡を取り合い、見事にゴンドラへ薬を届けた鈴音。

　老夫婦の恐怖を少しでも和やわらげるべく、ゴンドラから身を乗り出し八平を降ろした霧きり子こ。

　自分は、少し恥ずかしい思いをしただけだ。

　八平が、文字通り命がけでラブコメ現象の尻しり拭ぬぐいをしたというのに……。

　憎たらしい、この体……なにも手助けすることができない。

　あのとき、頑張れ、とでも言えばよかったのだろうか。だけど、絶対に傷つくことない自分が、体を張っていた八平に言う資格はあっただろうか。

　八平、元気を出してほしい。ラブコメ現象は私のせいであり、おまえはそれをカバーしてくれたのだから、誇りに思っていい。

「はっぺ……」

　彼女が声をかけようとした、そのとき。

「いや、八平君、よくやったぞ」

　と、鈴音が八平の肩を強く叩たたく。

「あ……」

　香か月づきは口をつぐんだ。鈴すず音ねは続けて、

「君にあんな機転と、勇気があるとはな」

　霧きり子こは、鈴音をチラチラ見たあと、意を決したように割って入る。

「そうそう、最初はびっくりしたけれど……」

　香月は、うつむくと、邪魔にならないよう、床下に潜った。

（香月？）

　八平はつぺいは、相方の幽霊を探した。鈴音に話しかけられる前に、香月が何か言いかけた気がするのだが……姿が見えない。さっき勇気づけてくれた礼を言いたかったのだけれど。

　ともあれ、霧子と鈴音にもずいぶん迷惑をかけてしまった。八平は早歩きで距離をとり、回れ右をして彼女たちと向き合い、頭を下げる。

「あの、協力してくれて、有難うございました……あと、その、すいませんでした」

　二人は怪け訝げんな顔をしている。鈴音が、

「いや、礼はまだわかるが……なぜ謝る？」

「……いや、面倒ごとに巻き込んでしまって」

　ラブコメ現象のことは説明できないが、言わずにはおれなかったのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　鈴音は苦笑して、

「八はつ平ぺい君、そんなことで私が怒ると思ったか？　だとすればとんだ考え違いだ」

　霧きり子こも、

「そ、そうだよ。私も、八平君に協力できてうれしかった」

　八平は二人の言葉に目を伏せてしまった。その姿は、鈴すず音ねと霧子から見ると、ヒーローであるにもかかわらず、まったくその功を誇らない、謙けん虚きよな男であるように見える。

　八平はただ、自分が原因だとわかっているから、調子に乗れないだけである。

　そんなことは知らない二人の中で……八平の評価はうなぎ登りだ。

　鈴音は、意を決したように八平の両手を握り、鼻と鼻がつくほど顔を近づけた。

「……私と口直しをしよう」

「く、口直し？」

　八平はあたふたしつつも、なんか食ったっけ？　と首をかしげる。

「今度は私と観覧車に乗ろう」

「ええ!?」

　そもそも観覧車が復旧するまで時間がかかるじゃないですか、と八平が聞くと、鈴音は窓の外に視線を送り、

「見ろ、もう復旧しているぞ。さっきの君の大立ち回りを宣伝に活いかしているようだ」

　観覧車の近くにはモニターが設置してあり、誰だれかが携帯で撮ったらしい先ほどのアクションが映し出されていた。客が大勢集まってそれを見ている。

　どうやらさっきの支配人、善人面して商売には抜け目ないようだ。唸うなる八平に、鈴音が言った。

「じゃ、乗り直そうか」

「イヤだ！　絶対にまた止まる！」

　八平には確信があった。ラブコメ現象は一日最大二回起こる。さっきの観覧車停止は、九十九％ラブコメ現象だ。

　彼の心中を知らない鈴音は、母性本能をいたく刺激された。あれほどの大立ち回りを見せたにもかかわらず、観覧車が怖いなんて……！

「八平君、わがままを言うな」

「わがまま……？」

「あんまりゴネると、当て身を食らわせて気絶させ、無理矢理乗せるぞ」

「会長はそれで楽しいんですか!?」

「気絶した八平君の向かいに座り、“〝ほら、八平君、君の見たかった夜景だぞ…………八平君？　そうか……もう、君は……八平君ッ……！”〟とか言う」

「死んでる風に!?」

「そして私は、泣きながら君をおぶい、観覧車を降りる。あそこのモニターで君の大立ち回りを見た客たちは、ものすごい深読みをすることだろう」

「老夫婦を助けて死んだとしか解釈されないでしょうね……」

「さあ、乗ろう」

「乗るか！」

　蚊か帳やの外にいた霧きり子こが、「せいやー！」と二人がつないだ手をチョップで切り離し、会話に割り込んできた。

「の、乗るなら私とでしょう。さっきの観覧車は途中で止まったからノーカウント。まだ私のターンだもの」

「だから観覧車には乗らないと……」

　八はつ平ぺいがそう言うと、霧子は、

「八平君、わがままを言わないの」

「姉さんも会長も、わがままの使い方を間違ってないか？」

「あんまりゴネると、クロロホルムで昏こん睡すいさせるわよ」

　八平は、霧子がそんなものを常備していても、今や驚かない。

「あー、それで、俺おれを観覧車に乗せるの？」

「ううん、ホテルに連れ込むわ」

「なんでだよ！　せめて何かアトラクションに乗せろよ！」

「アトラクションじゃなくとも、私に……」

「乗ればいい、なんていったら、姉弟の縁を切るぞ」

「私に乗ればいいのよ！　姉弟以上の縁を作ればいいのよ！」

「押し切った！」

　先ほどまで落ち込んでいた八平は、いつのまにか全力で霧子たちにツッコんでいる。

「……」

　香か月づきは、床下で、唇をつよく噛かんだ。

　また、自分は何もできなかった。今日だけじゃない。八平が中学時代、正体もわからなかったラブコメ現象に苦しんだときも、傍そばにいることしかできなかった。

　上から、笑い声が聞こえてくる。

（よかった、八平、元気を取り戻してくれて）

　香月は、虚うつろに微笑ほほえんで、三人の後を力なく追っていった。



　翌朝、八平が茶の間に行くと、霧子が眼鏡めがねを外していた。なんと、起きると目がよくなっていたらしい。

「わ、私、どうしたのかしら……？」

　八平は姉の顔に見とれつつ、

（なるほど、今日のラブコメ現象はコレか。初めてだ）

　“〝眼鏡めがねを外すと美人になる”〟という定番。昨日のために整えた髪とあいまって、尋常じゃなく見目麗うるわしい。正直、これで迫られたら八はつ平ぺいには耐える自信がない。

　幸か不幸か、明日になれば視力は元に戻っているだろうけれど。

　霧きり子こは小首をかしげつつ、朝刊を読み始めた。

「ほらほら、八平君、私たちの記事が載っているわ」

　八平が紙面をのぞき込むと、観覧車の記事が載っている。地元紙のため、なかなかスペースが大きい。特に八平は、携帯で地上に指示を出し、身を呈してお婆ばあさんを助けたということで、ちょっとしたヒーロー扱いである。霧子は嬉うれしそうに、

「ふふ、私と八平君、初めての共同作業だね」

「……、……まあ、会長もいるけどね」

　霧子は、急に無表情になり、記事における鈴すず音ねの部分を油性ペンで消し始めた。

「よっしゃ！　朝飯朝飯ィ！」

　八平は元気に見て見ぬフリをし、準備を整えて登校する。

　教室に入ると、すぐにクラスメイトたちに囲まれた。みんな朝刊を見たらしい。

「薩さつ摩まくん……君、スゴいことしたんだね！」

　快活そうな女子が目を輝かせて聞いてくる。

（俺おれはラブコメ現象の尻しり拭ぬぐいをしただけなんだけどな……）

　八平はそう思いながらも、ここは「明るく、好感が持たれるキャラ」を作っておくチャンスだと思った。女子にそういうイメージを持ってもらえれば、万が一ラブコメ現象で手を握ったりしても、与えるダメージが少なくなる。

　彼は自分の席に座ると、身振り手振りを交えて説明をはじめた。クラスメイトは興味津々で聞いている。

　多くの人に囲まれる八平……香か月づきはそれを嬉しさと寂しさが混ざったまなざしで見ていた。

　そして、昼休み。八平は今までの休み時間で、救助の話を散々したので食傷気味である。

（香月と二人でまったりしたいな……そういえば、朝以来話してないや）

　人ひと気けのないところへ行こうと、八平は立ち上がった。香月は、目を輝かせてその後ろをついて行こうとしたが……。

「薩摩さん！　……ようやく二人きりで話せますね。なんですかこれは！」

　高校初日から好感度ＭＡＸになった同級生、染そめ谷や佳よし乃のが朝刊を持って立ちふさがった。どうやら昼休みまで我慢していたらしい。

（また救助の説明するのか……）

　うんざりした八平に、佳乃は、

「どうして遊園地行くのに、私を誘わないのですか！」

「そっち!?」

「しかも二人の女性と！　二人誘うなら、三人誘うのも一緒ではないですか！」

　なにやら色々とおかしい。八はつ平ぺいはとりあえず、誤解を一つ解くことにする。

「あの、俺おれは、会長と一緒に行ったんだ。そこに姉が突然現れたんだよ」

「なんと……それはそれで問題です。薩さつ摩まさんの本命は、やはり会長さんなのですか？」

「いや、そういうわけじゃ……ちょっとしたトラブルがあって、そのお詫わびにってことで誘われたんだよ」

　佳よし乃のは、ほうっ……と安あん堵どの吐息をもらし、

「よかったぁ……本当に……」

　と言った。多少アレな子とはいえ、ここまで思われていることに八平は感激したが、

「もしも会長さんが本命だったら、先日薩摩さんに胸を触られたことを武器に、徹底抗戦するつもりでした」

「怖っ！」

「とりあえずお父様にばらします」

「それだけはやめて！」

　八平は、筋骨隆々で、顔にでっかい傷がある校長を思い出した。娘に手を出した者は殺す！　と口走る物騒な男である。

　おののきながら、佳乃に質問する。

「もしもバレたら、いったいなにをされるの？」

「期末テスト、全教科二十点減らします」

「地味だな！　だけどキツい！」

「薩摩さんの答案を、お父様が教師の目を盗んで抜き取り、消しゴムで正しい解答を消し、こっそり元に戻しておくのです」

「意外にチマチマしてるね……」

「こういうことを積み重ね、社会的に薩摩さんを殺すのです」

「殺すってそういう意味か！」

「お父様は、薩摩さんが受験する大学全部に、“〝こいつはクソ虫だから絶対入れるな”〟という文書を送ります」

「それ、社会的に校長が死ぬんじゃね!?」

「もしもそうなったら、お父様は逆恨みして物理的に殺しに行きます」

「もう娘の恨み関係ないじゃん！」

　佳乃は、ふう、と息をついて、

「さすがは薩摩さん……小気味よいツッコミですね」

「……む」

　そういえば、香か月づきと二人きりになるのも忘れて話してしまった。不自然にならない程度に視線を動かし、彼女を探すが……見あたらない。

（あれ、どこだ？）

　怪け訝げんに思う八はつ平ぺいに、佳よし乃のは続ける。

「薩さつ摩まさん、あなたは、私が話しかけてきたとき、こう思ったでしょう。あれ、ツンデレはどこに行ったんだ？　と」

「ああ……」

　佳乃と出会った日、最初から好感度ＭＡＸでは物足りないから、多少ツンなところも出してくれと言ったのである。

「そうだったね。その設定、今日はどうしたの？」

「ツンデレを目指せと言われてから、どうすればいいのか毎日考えました。ドリンクバーで」

「ああ、まあ便利だけどね……」

　八平も、読書に集中したいとき利用する。香月は一緒に本を読むか、隣のグループへ行って会話を盗み聞きする。

　佳乃は目を閉じ、厳おごそかな口調で、

「そして、私は気づいたのです……」

「おお」

　ツンデレの極意に？　と八平が思ったとき、

「薩摩さんは、私がウザかったから遠ざけるために、ツンデレを目指せと言ったのではないかと」

「真意を見破られた！」

「授業中、いくら考えてもわからなかったのですが、身銭を切ってドリンクバーへ行き、時折コーヒーでカフェインと糖分を摂取することで、隠された真実に気づいたのです」

「すげえな、ドリンクバー！」

　八平の素直なツッコミを見て、佳乃の表情が曇る。目に涙をためて、

「薩摩さん……やはり、そうだったのですか……」

「あ……」

　ウザかったのは確かだが……まっすぐ気持ちをぶつけてくれた子を傷つけてしまった。

「染そめ谷やさん……」

　ごめん、と言おうとしたものの、

「もういいです」

　と佳乃は、背を向ける。

　そのとき…八はつ平ぺいの心によぎったのは、寂しさ、だった。

　この子の言動に振り回されはしたが、心のどこかでは、それを楽しんでいたのだ。

　うつむく八平に、佳よし乃のは少しだけ振り向き、

「反省……してますか？」

「あ、ああ。俺おれが悪かった。本当にごめんね」

「そうですか……じゃあ、お昼ご飯をご一緒していただけませんか？」

　八平の脳裏に一瞬香か月づきがよぎったが、ここで断ればさらに佳乃を傷つけてしまうだろう。

　彼は頷うなずいた。それを見て佳乃は、涙を残した目を人差し指でぬぐい、最高の笑顔で、

「よかったです……嬉うれしい」

　八平はグッときてしまった。短い時間の中にツンとデレがある。もしやこの流れは……。

　佳乃は自分の席へ駆け寄り、机の脇わきから三段の重箱を取り出し、

「……この手作り弁当を、無駄にしなくてすみました」

「な……」

　手作り弁当。それは暗黒の中学時代を過ごした八平にとって、超レアアイテムであった。そんなものが、目の前にあることが信じられない。

「ふふ、どうですか？」

　佳乃は雰囲気をガラリと変え、鋭く笑いながら歩み寄ってくる。八平は、やはりか、と唸うなり、

「見事だ……俺の真意を見破り、幻滅したと突き放し、そこからデレに持って行くとは……君のツンデレ、見せてもらったよ」

「ふふふ、私を甘く見ていたようですね……ここは、一本取った私と昼食を摂る流れだと思いますが、いかがです？」

　八平は再び香月を探したが……見あたらない。拗すねてしまい、隠れているのだろうか。

（昼休みも話せないのか……）

　だがしかし、確かに佳乃と昼食を食べる流れである。三段重箱の弁当なんて、作るのにとても苦労しただろう。それになにより……。

（ふははははは！　俺、勝ち組！）

　周りの男子生徒の羨うらやましそうな視線が気持ちいい。なんだかんだ言っても、佳乃は美少女なのだ。

　そんな子と、手作り弁当を一緒に食べる。中学校の時からは、想像もできないことだ。

　香月と出会った次の日から、ラブコメ現象により同級生にセクハラを重ね、一ヶ月もするとその地位は病原菌並みに低下したのだ。登校拒否をした期間もある。

（捨て鉢にならず、努力しつづけてよかった……）

　八平は、香月と初めて会った日のことを思い出す。



    

  
    
      
五章



　八はつ平ぺいは中学二年まで、野球をしていた。派手さはないが打率は高く、広い守備範囲を持つ外野手だった。小学校の時は地区大会で優勝したこともある。

　中二になってすぐのこと。午後七時までのハードな練習を終えたあと、くたくたになりながら家路につく。

　友達と別れ、海辺の道を歩く。堤防と防風林に挟まれ、車も人も滅多に通らない。

　あまり使いたい道ではないが、八平はとにかく疲れていた。ここが家へ一番近いのだ。

　波の音を聞きながら、しばらく進んだとき……。

　少女が、車道に立っているのを見つけた。こちらからは、対向車線に位置する。背を向け、腰まで伸びた長い髪。浴衣ゆかたは白地に藍あい色いろの花柄。さらに異様なことに、裸足はだしである。

（……）

　背筋が、凍る。ひどく非現実的な光景だった。

　なにより不思議なのは……少女は、街灯からかなり離れた位置にいるというのに……はっきりと、見えるのである。

（なんなんだ、あの子……？）

　八平が立ちすくんでいると、前方から車のライトが見えてきた。当然、少女は歩道に移るのかと思ったが……微動だにしない。八平は叫んだ。

「そこの人！　危ないですよ！」

　少女は、緩慢に首を動かして、周りを見る。まるで、今の言葉は誰だれに向けてのものなのか、探しているように。

　焦った八平は、カバンを歩道に置き、駆け足で近づく。

「あなたに決まってるでしょ！　長い髪で、浴衣着てるあなた！」

　少女はようやく、こちらを見た。わずかに八平より年上のようだが……非常にメリハリのある体だ。八平はその美しさに一瞬息をのんだが、「車！　車来てる！」と警告した。

　少女は、自分自身を指さして首をかしげた。本当に私に話しかけているの？　という風に。

　八平は「あなたしかいないでしょうが！」と言いながら、歩道から降りる。

　少女は、声を震わせて、

「おぬし……私が見えるのか!?」

　そう言ったあと、驚きに固まっている。迫りくる車など、驚異と見ていないかのようだ。

　もう車までの距離は五十メートルもない。八平の体は勝手に動き、彼女を力ずくでも助けるべく対向車線へ飛び出した。

「……!?　な、なにをしておる、早く逃げろ！」

　あんたが逃げないから来たんだ、とツッコみたかったが、そんな暇はない。八はつ平ぺいは彼女の手を掴つかもうとしたが……。

「え？」

　するりと、抜けてしまう。車……大型トラックは二十メートルにまで迫っており、ブレーキの音が聞こえた。

「逃げろ、早く……私は、幽霊なんじゃ。触れない！」

　彼女が叫んだ。だが、異常な事態に八平は固まってしまっている。

「……くっ！」

　幽霊が、動いた。八平と大型トラックの間に立ち、彼を抱きしめるような姿勢をとった。

　タイヤがすさまじい軋きしみをあげる。

　大型トラックは、八平にぶつかる寸前……幽霊の体にほとんど重なるかたちで止まった。

「……あ、私……」

　幽霊……香か月づきは、自分が反射的にとった行動に驚いていた。

　なぜ、この子をかばったのだろう？　この体では、衝撃を和やわらげることはできない。

　そうなると……やはり、以前自分には実体があったのではないだろうか。

「身をもってかばう」という行動は、実体ある者がやってこそ、意味をなすのだから。

「あ、あの、あのっ……」

　一方、八平は、幽霊の存在に驚きよう愕がくしていた。手で掴むことはできず、トラックが当たってもすりぬける。

　普通なら恐怖しそうなものだが……自分をかばってくれた彼女が、悪い幽霊には見えなかった。むろん、実体がない以上その行為に効果はなかったのだけれど。

　運転手が八平に向かって罵ば声せいを浴びせた。なにやってんだこのクソガキ……しかし、八平の心は、この美び貌ぼうの幽霊にとらわれている。まったく耳に入らない。

「あの……あなたは一体!?」

　運転手は、バカ野郎それよりテメエがどこの子だ、と叫んだが、無論八平の意識の外だ。

　それは、初めて誰だれかと話す香月も、同様だった。

「……あ、私は香月という。おそらく、幽霊じゃ。君の名前は？」

「……八平……」

　アホか名前じゃねえ名字だ、と運転手が怒鳴るが、二人はもう相手のことしか見えていない。

「……ところで八平君……私が怖くないのか？」

　香月は、自分の顔を見たことがない。鏡にも、水すい面めんにも映らないからだ。

　誰からも認識されなかったときは、大して気にならなかったが、

（もしも化け物みたいな姿で、この子に嫌われたらどうしよう……）

　などと、思ってしまう。八はつ平ぺいは香か月づきの顔を、呆ぼう然ぜんとして見ている。

（ああ、やはり私は醜いのだ……）

　香月は思わず、袖そでで顔を隠した。

「あ……すいません。ジロジロ見てしまって」

「……いや、視線に慣れていないものでな」

「その……すごい綺き麗れいな、人だなと思ったもので」

　八平は照れているため、詰まりながら答えた。

「え？　私は……綺麗なのか？　怪物チックな顔ではないのか？」

「び、美人です……ちょっと尋常じゃないです」

　運転手は、夜の道で、訳の分からぬ独り言を言う少年を見て恐れをなしたのか、エンジンをかけなおして去っていった。

（……私は、綺麗なのか）

　香月は八平の表情を観察したが、嘘うそをついている様子はない。

（……ふふ）

　嬉うれしかった。自分が意外にも美しかったということと……何より、自分のことを認識してくれる存在が現れたということが。

　香月はおずおずと口を開く。

「あの……八平、君」

「なんですか」

「よければ、その、私と……」

　両手を胸の前で握りしめ、勇気を振り絞る。幽霊の分際で友達になろうなど、身のほど知らずと思われるかもしれない。だけど、もう孤独はたくさんだった。

「友達に、なってくれないか」

「……えっと」

　八平は戸惑っている。香月がやはりダメか、と思っていると、

「俺おれ、女の子から友達になってくれって言われたの初めてですよ」

「……そっちなのか？」

　遠慮気味で突っ込んだ香月に、八平は言う。

「……あの、俺でよろしければ、友達に……」

　香月は「う、うん、うんっ……」と何度もうなずき、顔をくしゃくしゃにして笑い、手を差し出した。握ることはできなくとも、形だけでも握手をしたかったのである。

　八平も、照れくさそうに手を差し出した。

　どうせ触れないだろう……と二人とも思ったのだが。

　そのとき、香月が、実体となった。本当に一瞬だったが、八平と握手を交わしたのだ。

「!?」

　香か月づきは驚きよう愕がくし、自分の体の状態を確かめるため八はつ平ぺいの手を何度も握ろうとしたが……今度はすりぬけてしまう。

「八平君……今、私の体に触ったな？」

「あ、はい。確かに感触がありました」

「いったいどういうことだ……？」

　香月は考えたものの、答えは出ない。

　だが……香月は八平の顔を見て、あることに気づいた。見覚えがあるのだ。

「……君、私のことを知っているか？」

「え、ええ？　もちろん、初対面ですけど」

“〝前世からの因縁”〟という言葉が、香月の脳裏に浮かんだ。この少年のことをもっと知りたい……そう思い、

「そこの砂浜で話をしよう？　あとタメ口でよいぞ。私とお前は、“〝友達”〟だから！」

　明るく言うと、二メートルほどある堤防を浮遊して飛び越え、「早く！」と八平に呼びかけた。

　八平は改めて彼女が幽霊だということを思い知った。彼は堤防を登り、砂浜に飛び降りる。さすがにこんな真夜中では人ひと気けがまったくない。

　波打ち際に腰を下ろす。香月はその横で、きちんと正座をした。

　彼女は顔をほころばせ、堰せきを切ったように話しはじめる。

「私は、一年ほど前に、突然この世界に現れた」

「死んで、幽霊になったとかじゃないの？」

「ふむ、私はさっき“〝幽霊”〟と言ったが、それが正しいのかは、わからない」

　便宜上、幽霊ということにしているらしい。

「自分が何者かもわからなかった。なぜか名前と、現代社会における最低限の情報だけは知っていたが……」

　ふうん、と八平は不思議そうにうなずいて、

「どんな生活してたの？」

「色んなところを回ったな……海外にも行ったぞ」

「え、空飛んで、海を越えたの？」

「いや、ブラジルまで行こうと思って、地中に潜り地球の反対側に出ようとした」

「マントルを通って!?」

「うむ、しばらく行くと、溶岩みたいに赤い場所があったな。あれが多分そうだろう」

「すげえ……で、どんくらいでブラジルに着いたの？」

「いや、結局たどり着けなかった……地中ではまったく方向感覚がつかめないのだ」

　香か月づきは遠い目をして、

「残念だ。今年のリオのカーニバルには間に合わなかった」

「幽霊なのにそんなラテン系の祭りを……」

　八はつ平ぺいが、他ほかに何をしてたの？　と聞くと、香月は額ひたいに人差し指を当てて考え、

「ええと、映画は腐るほど見たな」

「へえ……確かにシネコンには入り放題だよね」

「いや、ＴＡＴＳＵＹＡのＤＶＤだ」

「どうやって!?」

「店に張り込み、目当ての映画を借りていく客がいたら家までついていき、一緒に見る」

「効率悪いな……なんでそんなことするの？」

「最近の映画は、ＣＧばかりでいかん。最初はお前の言う通りシネコンで見ていたが、飽きてしまったのじゃ。やっぱり映画は心理描写が大事じゃな」

「へえ……じゃあ、今まででベストの映画って、何？」

　香月は即答する。

「の○太の恐竜」

「ドラ○もんなの!?」

「何を言う。ドラ○もんこそ日本文化の精華。あの繊細な心理描写は他の追随を許さぬな」

「心理描写……具体的には？」

「極限状態においてこそ、真の勇者は優しくなれるのだと……要は映画版のジャ○アン、スゴイということだ」

「それ、みんな言ってるよ！　映画ずいぶん見てきた割には、そんな感想なのかよ!?」

　思わず思い切り突っ込んでしまった。出会ったばかりなのに距離感間違えたか、と八平は思ったが、香月を見ると、太ももを何度も叩たたいて「うおぁ～、応答があるのは本当によいのお！」と叫んでいる……どうやら遠慮はいらないようだ。

「じゃあ、二番目に好きな映画は？」

「の○太の海底鬼岩城。しず○ちゃんを命がけで救う、バギーちゃ○が熱いな」

　自我を持った車型の秘密道具。クライマックスでラスボスに特攻する熱いヤツである。

「ああ、確かにあの場面はＤＶＤで見て泣いたけど……」

「まあ、バギー○ゃんも無機物の割には、よくやったよな」

「本当にバギーちゃ○好きなの!?　……しかしやっぱドラ○もんなんだ。なんかもう、単なるドラ○もん好きな気がしてきた……」

「……む、何を言う。そんなことはないぞ」

　八平は質問の方向を変えてみることにした。

「じゃあ、一番嫌いな映画は？」

「声優が変わってからのドラ○もん映画。ほら、単なるドラ○もん好きではなかろう？」

「いや、それむしろ、好きだからこそ嫌いになってるんだよ！　映画トークのはずなのに、さっきからド○えもんの話しかしてないよ！」

「ちなみに嫌いな理由は、大山の○代先生以外ドラ○もんの声として認めないからだ」

「ただ保守的なだけじゃん！」

　さっきから理由が、ことごとく浅い。八はつ平ぺいはドラ○もん地獄から抜け出すため、違う話をすることに決めた。そうだ……この趣味が合ったら、嬉うれしいな。

「本とかは読まないの？」

　香か月づきは悲しげに笑って、

「あのな……私は、こんな体なのだぞ」

　香月は、八平の腹に、手を“〝差し込んだ”〟。

　八平が背中を見ると、そこから香月の指先が突き抜けていた。

「本が読めると思うか？」

「ごめん……俺おれ、無神経だった」

　八平は目を落とした。二人は五秒ほど、黙って波の音を聞いていたが……。

「まあ、そんなハンデを物ともせず、万ばん巻かんの書を読んだのがこの私だ」

「え、今のしんみりムードって、自慢のためのフリだったの!?」

　香月は口元に浴衣ゆかたの袖そでを当てて、笑う。

「くく。小気味いい返しじゃな……人に話を聞いてもらえるだけで十分だと思ったが……その相手が八平でよかったよ」

「……まあ、それで、どうやって読んだの？」

　照れながらも話を戻す八平を、香月は微笑ほほえましく見て、

「ＴＡＴＳＵＹＡに併設された書店で待ちかまえる」

「ＴＡＴＳＵＹＡ本当に好きだね……」

「読みたい本を買っていく客がいたら後をつけ、そいつが本を開いたときに横からのぞき見るのじゃ。こんなふうに」

　香月は八平の近くに顔を寄せて、実演した。どぎまぎする彼に気づかず、話を続ける。

「世の中には恐ろしいほど速く本を読むヤツがいるんじゃぞ。こう、パラパラマンガみたいなスピードでページをめくり、読んじゃうのだ。信じられんだろ？」

「いや、今の状況を考えたら大抵のことは信じる自信があるよ……」

　八平の柔らかい突っ込みに、香月はククッと笑い、

「最も腹が立つのは、途中で読むのを止やめるヤツじゃ」

「うわー、それはキツいな」

「そういう時に、私は恨めしく思うのだ……」

　香か月づきは自分の手をじっと見つめた。その様子に八はつ平ぺいは、

「なるほど、物質に触れないことを？」

「いや、人を呪のろい殺せないこの身をだ」

「怖っ！」

「仮にも幽霊であるならば、そういうスキルがあってもいいと思うのだが……」

「いや、あってもおかしくないけど、本読めないだけで呪い殺してたら悪霊だよ！」

「八平。私が簡単に人を殺すような奴やつに見えるか？　ヤンキーが“〝殺す”〟というのと似たようなニュアンスで使ったのだけれど」

　頬ほおをふくらませる香月に、八平は、

「ああ、それは悪かった……けれど幽霊が“〝呪い殺す”〟と言ったものだから、説得力がアリアリだったんだよ」

「そうか……しかし、大丈夫だ。私はそういう場合のストレス解消法を知っている」

「へえ、どんなの？」

「ＴＡＴＳＵＹＡへ戻ったあと……」

　やっぱりそこか、とうなずく八平に、続ける。

「18禁コーナーでエロＤＶＤをケースから取り出した奴が、レジへ行こうとしたものの、店員が可愛かわいい女の子なので、借りるか迷っているところを見て、嘲ちよう笑しようする」

「悪霊だ！」

　恐ろしくスケールは小さいけど。

「そういう奴は、レジの担当が年輩の方だと、スッと行くのだぞ」

「すげえどうでもいい知識だ……」

「あと、エロマンガコーナーで買うかどうか躊ちゆう躇ちよしている奴を見るのも、楽しいな」

「……」

　八平は変な汗をかいてきた。彼とて性欲盛んな中学生。近所のＴＡＴＳＵＹＡに併設された書店で、エロマンガを買おうとしたことがある……。

　彼はほとんど古本屋で本を書うのだが、滅多に行かない新刊書店で琴きん線せんに触れる表紙のエロマンガと出会ってしまったのだ。店員に、「僕中学生よね？」と言われるのが恐ろしくなり、本棚に戻して逃げ出したが。

「……む、そういえば、八平、きみ、もしかして……」

「な、なんだい」

　八平は真っ暗な海へ向かって視線を向けた。

　香月はその顔をあらゆる角度……しまいには、少し浮遊して上から見下ろしたあと、

「あ、一ヶ月ほど前、エロマンガコーナーにいただろう！」

「やめて！」

　そのとき香か月づきは天井から見下ろしていたので、八はつ平ぺいから見えなかったらしい。

　つうか、そのとき彼女を見つけなくてよかった。最悪の出会い方だ。

　香月は大きな胸を持ち上げるように腕組みし、うんうんとうなずく。

「そうか……あそこだったのか」

「……」

「さっき、一瞬だけ実体化したあとに“〝君には見覚えがある”〟なんて思ったから、前世での因縁でもあるのかと勘違いしたよ」

　壮大な物語への伏線ではなかったらしい。八平はガックリ肩を落とし、

「なんだ……そのとき、俺おれもそう思ったのに」

　香月は意地悪く笑って、八平に顔を近づけた。

「なんじゃ、私と、因縁で結ばれていたほうがよかったか？」

　彼は膝ひざへ顔を埋め、頭をかいて、

「あー……だって、その、香月、綺き麗れいだし」

「……え、あ」

　再び、二人は見つめ合う。

「香月の顔、赤くなってる……本当に不思議だな。血が流れているんだろうか……？」

「わ、私、赤く……」

　香月は両頬ほおに手を当てた。

　その後も、色々なことを話した。八平はプロ野球選手を目指していること、義理の姉がいるが、あまり話したことはないこと、面白かった本の話……話題はいくらでもあった。

　気づくと、時間は十一時を過ぎていた。四時間近く話していたことになる。

「あ、俺、そろそろ帰らないと……明日も、朝練があるんだ」

「……そうか、すまなかったな。家に早く帰さねばと思いはしたが……話すのが楽しくて、つい、長引かせてしまった」

　八平は立ち上がる。あたりは真っ暗なのに、香月だけが八平の目にははっきりと見える……いったいどういうメカニズムなのだろう。

「……いや、俺も、香月と話すの、面白いよ。絶対にありえない体験談が聞けたし」

「ふふ、まだまだあるぞ。今度は宇宙まで行った話をしてやろう」

「マジで!?　すげえ聞きたい！」

「暇なときは、たいてい空を飛んでいる」

「へえ……やっぱり景色が綺麗なんだ」

「いや、空からゴミのように小さな人々を見て、“〝お前らみたいな矮わい小しような存在と話せなくてもいいもんね”〟と自分を慰めてた」

「結構やさぐれてるんだね……」

「まあ、それは半分冗談だが」

　半分は本当なんだ、と思う八はつ平ぺいに、香か月づきは言う。

「空は……楽しいよ。いつか八平と、飛びたいものだ」

　香月は天を仰ぎ、髪をかき上げた。濡ぬれ羽ば色いろの髪は月の光と関係なく艶つややかにかがやき、細い肩の上をさらさらと流れた。八平は熱に浮かされたように、彼女を見つめ、聞いた。

「……香月に会いたいときは、ここへ来ればいいの？」

「ああ……夜七時頃ごろに、来るがよい。気が向いたら、話そう」

　香月は今日から、毎日その時間にここへ来るつもりだった。ただし、八平が現れるまではどこかに隠れている。彼にはあくまで、現実社会でのつきあいを優先してほしかった。

「毎日ここで、夜七時に待ってる」と言えば、この少年は律儀に欠かさず足を運ぶだろう。今日のようなことが何日も続けば、八平の生活にも支障がでる。それは避けたい。

　香月のそんな気持ちに、八平が気づくはずもなく、

「うん、じゃあ、明日も来る！」

　そう言って、走っていく。

（明日もか……嬉うれしいことを言ってくれる）

　香月は、この世界に現れてから体験したことのないあたたかさを感じていた。

　誰だれともコミュニケーションをとることができない存在。

　自殺さえ考えたこともあった。だが、彼女にはその手段がわからない。

　絶望の日々の中……ようやく今日、光が射した。

（八平、できることなら、いつも傍そばにいたいが……おまえの生活を、壊したくはない）

　友達ができただけでも、大変な進歩ではないか。

　香月がそう思って、自分を納得させようとしたとき……突然、体が前へと押された。

「な、なんだっ？」

　彼女の背中を、何か柔らかいものが押している。あらがうことなどできない。

　彼が走るのと、ほぼ同じスピードで前へ。

　振り返った八平が、叫ぶ。

「香月、別に見送らなくてもいいよ！」

「いや、そうではない。体が、押されるのだ……」

　今まで、こういうことはなかった。

　やはり、先ほどの実体化現象……あの時に「何か」が起きたのだろうか。

　八平が戻ってきて、声をかけてくれる。

「どうしたの？」

　香月は少し考えてから、八平をまっすぐに見て、

「すまぬが……ここに、少しの間立っていてくれぬか」

　うん、とうなずいた八はつ平ぺいに礼を言い、砂浜すれすれを飛行する。二十メートルほど行ったところで……柔らかい壁にぶつかった。

　上昇しても、地中に潜っても、やはり壁がある。試しに壁に沿って移動してみると、八平を中心にきれいな球形となっていることに気づく。半径は二十メートルほどだろうか。

　再び八平のもとへ戻る。

「待たせてすまなかったな」

「いや、別にいいけど……」

「八平」

「な、なに？」

「私は……お前から離れられぬ体になってしまったようじゃ」

　息をのむ八平。

「先ほどは笑い話にしたが……私とお前は、本当に深い因縁があるのかもしれぬ」

「……い、いきなりそんなこと言われても」

「すまぬ、幽霊である私にこんなことを言われても迷惑であろう」

「……いや、幽霊とかいう問題じゃなくて、まずはお友達からということで……」

「……？」

　香か月づきは、八平がやたらと目を泳がせていることに気づく。お友達？　なんのことだ？

「あ、あのな、八平よ、私が何を話していると思ってるのだ？」

「愛の告白」

「違うわっ！」

「えっ、だって、俺おれから離れられない体になったって……」

「それは物理的にという意味じゃ！」

　ていうか、香月の先ほどの行動を見ればわかりそうなものである。このころの八平は、のんきな思考回路をしていた。彼は砂浜にがっくりと両手両膝ひざをつき、

「マジで……？　うわ、恥ずかしいな……告白されたの初めてだったから、すげえ嬉うれしかったのに」

「よかったな、その気持ちを次に告白された時にも味わえるぞ」

　八平は砂浜に座り直し、

「つまり、俺から一定の距離以上は離れられなくなったってこと？」

「うむ、大体二十メートルほどじゃな。そこからは……何か“〝壁”〟のようなものにぶつかってしまい、進むことができない」

　二人は考え込んだ。しかし、時間はすでに遅い。

「……香月。とりあえず俺の家に行こうよ。答えはそう簡単に出ないと思うんだ」

「ああ……そういえば、朝練があるんだったな」

「うん。ついてきてよ」

「ああ……」

　申し訳なさそうについてくる香か月づきに、八はつ平ぺいは振り向いて、

「狭くて汚い部屋だけど、我慢してくれ」

「……うん、大丈夫。気にしないよ」

　彼女は地中へ潜ったあと、街灯の上まで飛び上がり、両手を広げて微笑ほほえんだ。

「私には狭いとか広いとかいう概念は無意味だからな」

「そういう理由か」

　八平は彼女を見上げて、苦笑する。

　こうして、二人の奇妙な同居生活が始まったのだ。

　そして、次の日からラブコメ現象が始まり、八平の中学校生活は暗転した。



    

  
    
      
六章



　八平の高校生活が始まって、半月。極めて順調だった。

　鈴すず音ねがたまに起こしにくるし、学校へ行けば佳よし乃のが話しかけてくる。出会った当初は彼女のキャラに引いていたが、慣れてくると非常に話しやすく、楽しい子だった。

　遊園地での騒動をきっかけに男子の友人もできた。中学時代からは考えられない充実ぶりである。

「胸を触る」、「パンツに顔を突っ込む」など様々なラブコメ現象は発動するが、八平はそれを鍛きたえぬいた肉体と精神力で押さえつけていた。

　鈴音と佳乃の胸を、それぞれ一度だけ触ってしまったことがある。しかし、鈴音は「お、大目に見るのは今回だけだからなっ」と言って許してくれたし、佳乃は「ククク……これで既成事実をまた一つ、積み上げました……」と言っていた。後者は怖かったが。

（最近、香月と話す時間が減ったな）

　学校に行けば、大概友達が寄ってくる。昼休みになると、香月と話したくて屋上に行こうとするのだが……それを彼女は、嫌がるのだ。

（気を使いやがって）

　香か月づきは、八はつ平ぺいが友人より自分とのつきあいを優先するのを避けているのだろう。

　彼女と話しているときの八平は、客観的に見れば変な人以外の何者でもないのだから。

「いいから行こうぜ」

　と言って屋上で二人きりになっても、香月の返しがにぶい。

　八平は半ば意地になった。クラスメイトの誘いを断って、昼休みは欠かさず屋上へ行き、反応が悪い香月と弁当を食べる。

「……」

　香月は、卵焼きを頬ほお張ばる八平をちらりと見た。

（……馬ば鹿か者ものめ）

　友人より、幽霊とのつきあいを優先させる男がどこにいる。家に帰れば、いくらでも話せるというのに……。

（だけど）

　そんな彼の気持ちを、嬉うれしく思っている自分がいる。

　休み時間、八平が友人と喋しやべっている時……香月は恐ろしいほどの孤独に襲われるのだ。

　八平と出会う前――誰だれも自分を見てくれなかった時を思い出してしまう。

　八平は、自分がいなくとも、楽しそうに笑っている。中学時代とは、違うのだ。

　なのに……自分と関かかわっていたら、変人扱いされて、孤立してしまうのではないか？

　八平だって、十分わかっているはず。なのに、ここまで自分に構う理由は……。

　中三のある日、彼はこう言ってくれた。

「あのー……いや、どうも、俺おれ、香月のことが、好きみたいなんだよね」

　八平に、まだその気持ちは残っているのだろうか。

　だとしたら、こんな自分を好きになって、八平に幸福はあるのか？

　周りから見れば、妄想に恋をしているのと変わらないのだ。

　まだ八平は高一。新たな恋はいくらでもあるだろう。現に、彼の周りには一癖あるけど魅力的な女子が何人かいるではないか。

（……）

　香月は、ひとつの決断を下し、弁当を食べ終えた八平に話しかける。

「八平よ」

「ん？」

　久しぶりに彼女から切り出したからか、八平は嬉しそうに、なんだよ、と言った。

　香月は正座した。

「大事な話がある」

　八平は、その真剣な空気を察し、真正面から向き合う。

「どうしたんだ？」

「今日の夜、ある場所につきあって欲しい」



「……ここか」

　八はつ平ぺいが香か月づきに連れてこられたのは、花見会場だった。

　この春から葛か西さい市に住み始めた彼にとって、初めて来る場所だ。市を一望のもとに見下ろせる高台に位置している。

　提ちよう灯ちんで照らされた桜を見ると、ピークは多少過ぎているようだが、まだたくさんの花見客が見物に訪れていた。酒を飲んで大騒ぎしている人たちもいる。

　八平は携帯を耳に当てて、歩き始めた。香月はいつものように、浮遊してついてくるのかと思いきや……。

「っ!?」

　なんと、八平の横に並んで、歩くように体を動かしている。無論実際はわずかに浮いているのだろうけど。

　彼女はいたずらっぽく微笑ほほえみ、黒髪をかき上げた。

「どうした、八平、何か気になることでも？」

　八平は、ひねくれたことでも言って「そっちか！」というツッコミを言わせようかと思ったが……。

「いや、なんか普通の女の子みたいで、スゴいドキドキしただけ」

「……ふふ、ではこれならどうか」

　なんと、今度は腕を絡ませてきた。形だけだが、思わぬラッシュに八平の顔はにやけっぱなしになってしまう。

　すれ違うカップルが、可か哀わい想そうな人を見る目をしてきた……が、八平は気にならない。

　お前らには見えないだろうが、俺おれ、超可愛かわいい女の子連れてるもんね！　そう叫びたい気分であった。

　香月は、腕組みがそれっぽく見えるよう、一生懸命だ。少しでもタイミングがずれると、二人の腕が重なってしまうのである。

　八平は、その姿に胸があたたかくなった。

　しかし、ひねくれ者の彼のことである。

「なんだよ、毎年のように、飛び回って近くで花を見ないのか？」

「お前と同じ目の高さで、見たい」

　香月は、八平と出会う前も、桜を見ていた。

　無論美しいと思ったのだが……やはり、花見会場にいる楽しそうな人たちを見ると、どうにも寂しくなってしまって、一人、会場を後にしたものである。

　八平と出会ってから、それは変わった。誰だれかと一緒に来るだけで、ここまで世界が違って見えるとは。

　しかも、今年は彼と同じ高さで。

　まるで、普通の女の子のように。

　香か月づきは、この光景をいつまでも覚えていようと思った。

　これから始まる暗くら闇やみに包まれた日々で……何度も思い出せるように。

　一方八はつ平ぺいは、そんな香月の心中は知らず、テンション上がりっぱなしであった。

　彼は少し考えてから、携帯をしまう。香月は目を見開いて、

「なぜだ!?　すれ違う人から、変な目で見られるぞ……」

「まあ、そりゃ恥ずかしいけどさ」

　さっそく、近くにいた男性が怪け訝げんな目で八平を見てくる。

「せっかくお前が、普通の子っぽく歩いてくれてるんだ。俺おれもそれに応こたえないとな」

「……八平」

「俺は、周りから見れば可か哀わい想そうな人だが……お前だけがわかっていれば、それでいいよ」

　言葉を失い、香月は下を向いたが……すぐに、いつもの意地の悪い笑みを浮かべて、

「……くく、じゃあ、もしも鈴すず音ねや佳よし乃のと出会っても、お前は一人デートの形を続けるのだな？」

「……なに!?　……む、むろんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「少し迷ったな……じゃあ私が、彼女たちの前でお前に話しかけまくっても、返事してくれるのだな？」

「……、もちろん……」

　声が小さくなる八はつ平ぺい。香か月づきは舌をぺろりと出したあと、

「“〝べろちゅーして欲しい”〟と言ったら、お前、彼女たちの前で、してくれるのだな？」

「が」

　八平は想像してみる。鈴すず音ねたちの眼前で、エアべろちゅーをする自分の姿を。

　最悪だ。これまで積み重ねてきたものを、核で吹っ飛ばすような暴挙だ。

「すいません、そこまではできません……」

「大丈夫だ。酒により前後不覚になってるフリすれば、鈴音は許してくれる」

「あのひと生徒会長だぜ!?」

　そんな風に会話をしながら、会場を歩いていると、いくつかの屋台が営業しているのが見えた。

「八平、何か食べたらどうだ？」

　八平がうなずくと、香月は意外なことを言う。

「私はここで待っている。八平、私の分も買ってきてくれよ？」

「……??」

　不思議に思いながらも、八平は屋台へ向かう。

　焼きそばとタコ焼きを買ってきて、ベンチに二人で腰掛ける。むろん、香月は姿勢をそれっぽくしているだけなのだが。

　八平が彼女の脇わきに焼きそばを置くと、

「すまんな、私、食べられないんだ」

「……知ってるよ！」

　八平はようやくツッコんだ。香月は空気を読めよ、という風にジト目で睨にらんできて、

「焼きそばもタコ焼きも、ちょっと苦手なんだ」

　……そういうことか。

　香月は、今日普通の女の子のように振る舞いたいらしい。

　しかし、彼女はものを食べることができない。

「よかったら、私の分も食べてほしい」

　八平は、少し無む茶ちやぶりしてみることにする。

「そうか、ごめん。苦手だって知らなかったから……じゃあ、何なら食えるんだ？　買ってきてやるよ」

　八平は他ほかの屋台を指さした。リンゴ飴あめや、かき氷などもある。香月は澄まし顔で、

「このような猥わい雑ざつな場所で作ったもの、食べられませんわ」

「そういう意味!?　お前、なんかイヤなお嬢様キャラになってるぞ！」

「……む、それはよくないな。今日のテーマ、“〝普通の女の子”〟とずれてしまう」

　香か月づきは、悪口言ってすいませんでした、と屋台の方に頭を下げつつ、顔を赤くして、

「……ほ、本当は、八はつ平ぺいに“〝あーん”〟とか言って食わせてやりたいんだ」

「な、なんだと貴様」

「でも、私にはできないし……」

　うつむく香月。八平は、どうすれば彼女に食べさせてもらうことができるか、必死に考え……脳裏に雷光が走った。

（これなら、何とかそれっぽく見えるが……）

　万一誰だれかに見つかったら、通報されてもおかしくない。

　今でさえ、八平のことを怪け訝げんに見ている人がいるのだ。

（……ええい、ままよ！）

　八平は、香月を連れて花見会場の隅のほうへ歩いていった。薄暗いので、携帯の明かりで地面を照らす。

「お、これ丁度いいな……」

　八平は、高さ十五センチ、直径三十センチほどの平らな石を指さした。

「ここに座ってくれ」

　言われたとおり、香月が先ほどと同じように、腰掛けた姿勢をとろうとすると……。

「そうじゃない。正座してくれ。足で、その石を隠すように座るんだ」

　香月はようやく合点がいった。微調整して、太ももの前面と石の表面が重なるように正座する。

　そして、あまりにも馬ば鹿かなことをしている自分たちに、笑って。

　演じるのは先ほどのお嬢様キャラ。

「全まつたく、仕方のない庶民ね。ほら、私の太ももの上で焼きそば犬食いすることを許すわ」

「はっ！　ありがとうございます！」

　八平はいそいそと香月の太ももへ焼きそばを乗せ、言われた通り容器に顔を突っ込んで食べ始めた。百歩譲れば、香月が八平に食べさせている、という構図にならなくもない。

　ただし、客観的に八平を見ると、人として終わりな感じであった。

　会場の薄暗い片隅で、石の上に乗せた焼きそばをニヤけながら犬食いする少年。まさに通報モノだ。

　しかし当の本人は、

（うわ、本当に香月が実体化してるみたいだ……）

　浴衣ゆかた越しでもわかる、柔らかそうな太もも。見上げれば、豊かな胸と、微笑ほほえむ香月の顔がある。

（通報するならしろ。だけど、今日の思い出だけは、誰だれにも壊せねええっ!!）

　男らしい覚悟を決め、猛然と焼きそばを食った。容器の隅まで舐なめとり、完食する。

　至福の食事は終わってしまったが、八はつ平ぺいは、

「あの、香か月づきさん？」

　ん？　と首をかしげる香月に、

「ええとですね……一つ、ひざまくら、というものをですね、させていただけないかと」

「そ、それは構わん。しかし、私は……」

　香月が言い終える前に、八平は、「はい、言げん質ち取りましたー！」と叫ぶと、焼きそばの容器をどけ、香月の太ももに後頭部から倒れこむ。

　ごちっ！　と音がして、八平は涙目になった。

「おいいい!?　大丈夫か!?」

「お、お前の太ももがあまりに柔らかそうだったんで、中身が石だって忘れちまった……」

　まったくお前はアホよの、と香月は八平の頭に手を添えて、

「八平、もっと柔らかいものを見つけてきて、石の代わりにしたほうがいいのでは……？」

「柔らかいものってなんだよ」

「シリコーン樹脂とか」

「そんなもん、ここに落ちてねえよ！」

「だが、私の太ももはこんなに硬くない。八平に誤解されたくないのだ……」

　恥ずかしがる香月に、八平は言う。

「誤解なんてしねーよ。お前の太ももは、天上のさわり心地に違いない。シリコーン樹脂なんか使って想像を限定されたくないんだ。だったら、いっそ石のほうがいいよ」

「……む」

　八平は香月を見上げた。大きな胸の向こうに、頬ほおを染めた彼女の顔が見える。肩口から濡ぬれ羽ば色いろの髪が降りていて、八平の胸で重なり、消えている。なんて、きれいなんだろう。「ここから見る景色、俺おれ好きだなあ……」

　満腹感と、安らぎで意識が遠くなってくる。

「八平、眠るがよい。私が見守っているから」

「……はは、なんかすげえ、安心……」

「……」

　八平が眠ったのを確認すると、香月は目元に手を当てた。

「……、何な故ぜ、私は……」

　そして、一分ほど体を震わせたあと……涙の残った目で、あたりを見回す。

　遠くに見える桜。葛か西さい市の夜景。そして、八平。

（わすれない）

　香か月づきはいつまでも、彼の寝顔を眺め続けていた。



　八はつ平ぺいが目を覚ましたとき、すでに十時を過ぎていた。

「おっ、こんな時間か。そろそろ帰るか」

　起きあがる。花見客は皆帰ってしまったらしい。提ちよう灯ちんの明かりも消され、あたりを静寂が支配している。

「八平よ」

　香月が、正座したまま、真剣な表情で見つめてくる。

「本当にすまぬが、もう少しだけ、つきあって欲しい」

　その強いまなざしに、八平は気づくとうなずいていた。

　そして、彼女が案内したのは、半月ほど前にも訪れた、九く鬼き山やまだった。

　石造りの鳥居がある場所……牛うし崎ざき神社である。鳥居から参道が伸びていて、この先に本殿があるはずだ。

「こんなところで何をするんだ？」

　八平は、以前のように恐怖を感じてはいなかった。香月の様子がこの上なく真剣で……ここまで来る間に、冗談を言っても、淡泊な反応しか返ってこなかったのだ。

　香月を見れば、鳥居を悲しい目で眺めている。前来たときにはなかったことだ。

「さあ、八平、行こう」

　彼女は鳥居をくぐる。この前は怯おびえていたのに……まったく迷いがない。

　八平は、懐中電灯で参道を照らしながら香月のあとを追いかけた。

“〝私は、この場所を知っている。来たことがあるのだ……こんな存在になってからではなく、もっと以前に”〟

　彼女が、この前言った言葉を思い出す。

「……！」

　八平は慌てて走り、香月に並ぶ。彼女は立ちどまって、

「……どうした八平？」

「いや、先に行くなよ、怖くなるじゃないか」

「……ふふ、八平は臆おく病びようじゃな」

「そうだよ。俺おれは臆病なんだ。だから、離れないでくれ。そばにいてくれよ」

　香月は、何も言わずに進んでいく。

（どうしたんだよ）

　八平はかつてない焦燥にとらわれながら、あとを追いかけた。

　参道の終わりには、小さな木造の建物……本殿があった。まったく管理をされていないのか、ところどころ朽ち落ちている。

　夜中、こんな場所にいると……どこか異界へ迷い込んだような感覚にとらわれる。

「……香か月づき、いったい、こんなところへ俺おれを連れてきて、どうしようというんだ？」

　彼女は質問に答えず、本殿をぼんやりと見ている。

「やはり、ここだったのだ」

　八はつ平ぺいは不安になり、彼女の手に触れようとした……だが、当然すりぬけてしまう。

　もどかしい。なぜあの時のように、握りしめることができない！

　彼は、香月の前にまわりこんだ。この建物を見せてはいけない。そんな気がした。

「どうしたんだよ！」

「……思い出したのだよ」

「はっ？」

「ようやく、私は消えることができる」

「……な、何言ってんの!?」

　香月は、八平から少し離れた。

「あまり時間がないから、かいつまんで話そう」

「時間がないって……」

「よいから聞け」

　ぴしゃりと言われ、八平は押し黙る。

　香月は、江戸時代に下級武士の娘として生まれたという。

　当時、このあたりでは、葛か西さい川の氾はん濫らんが毎年のように起きており、その解決のため、堤防が造られることになった。

　工事の成功を祈願し、人柱を川に沈めねばならぬ。人柱は川の神への生いけ贄にえである。若く、美しい娘が望ましい。

　香月の家族は相当に窮きゆう乏ぼうしており、父親は多額の金品と引きかえに、彼女を差し出した。

「なんだって……!?」

　八平の声が怒りにふるえた。

「お、おまえは、人柱……生きたまま川に沈められたのか……」

　この前ここへ来た時の様子から、少しは予想していたけれど……。

　香月はうなずき、そして続けた。

「……そして、私は、今日消滅する」

「は!?」

「願いが、かなったからな」

「願い……？」

「好きな男と、さっきの場所で花見をするということだ」

　香月は、生前愛し合っていた男がいたという。桜が咲いたら、一緒にあそこへ花見に行こう……そう約束していた。

　だが、花が咲く前……三月に人柱にされてしまった。

　その怨おん念ねんが、彼女をこのような存在にしたというのだ。

「え……お前、俺おれのことが好きなの!?　でも俺の告白断ったじゃ……」

「私と恋人同士になったとしても、お前は幸福になれまい。そう思ったからな」

「なんで勝手に決めるんだよ！　今の生活、結構楽しいよ。お前と恋人同士だったら、もっと楽しいと思うぜ」

「いや、肉体を持たず、お前以外誰だれからも認識されない、私など……」

　八はつ平ぺいは、強く両手を握りしめて、力のかぎり叫んだ。

「じゃあ、お前が実体化する方法を探してやる！　出会った日、一瞬だけどできたじゃないか。きっと何か、方法があるはずだ……」

　香か月づきは唇を引き結んだ。八平はそういう男だ。ラブコメ現象を克服しつつあるように、強い意志で、目標をなしとげる。

　しかし、その目標が、最初から達成不可能なものだったら？

　一生をかけても、香月の実体化が実現できないとしたら？

　八平の人生は、徒労だったことになる。そのエネルギーをほかのことに使えば、大事がなせるであろうに……。

（八平、お前がそういう人間だからこそ、今、別れねばならぬ）

　香月は精一杯の意志を使い、微笑ほほえんで、八平へ両手をひろげた。

「抱きしめてくれぬか」

　八平は、どうやって、などと野暮なことは聞かない。香月を包むように手を動かす。

「ほほ、触れないのに、なかなかどうして。気持ちいいものじゃのう」

「……確かに、こりゃいいや。お前の髪、いつ見ても、すげー綺き麗れいだな。俺、いつか触ってみせるからよ」

「……八平、目を閉じてくれるか」

「……なんで」

「一生の、願いじゃ」

「……幽霊じゃねえか、お前」

　力なくツッコミをする八平。一生の願いだから断れないらしく、しぶしぶ目を閉じる。

　香月は、八平の腕の中から出て、そのままの姿勢で固まっている彼を見る。

「……」

　八平の唇と、自分のそれをあわせた。むろん、彼は気づかない。

（せめて、このときだけでも実体化してくれればいいものを）

　自分をこのような体にした、何者かを呪のろう。

（……いや、こいつと巡り会わせてくれた）

　こんな私でも、誰だれかと愛しあうことができた。

（十分じゃ）

　自分に、必死で言い聞かせる。己の左胸を鷲わし掴づかみ、心を押さえつけるように握りしめる。涙がとめどなく流れ、香か月づきの頬ほおからこぼれ落ちた。この涙はどこへ行くのか、それもわからない。

　彼女は八はつ平ぺいの背後に回り込み、足から地面に潜っていく。そして、残るは首だけになった瞬間、

「楽しかったよ」

「……香月？」

「さよなら」

「!?」

　彼が振り向く。その瞬間……香月は完全に地に潜った。

　地上から、八平が自分を呼ぶ声が聞こえてくる。



「香月！」

　八平は、力のかぎり叫んだ。心臓がありえないほど速く鳴っている。



    

  
    
      



    

  
    
      （……消えた、のか？）

　馬ば鹿かな。そんな馬鹿な！

　八はつ平ぺいは狂ったように走り回った。木の枝で頬ほおを切っても痛みはない。草むらの中へ分け入り、香か月づきにつながる何かを探す。もはやこの場に、なんの恐怖も感じてはいなかった。本殿の中へ入り、ホコリだらけの床を這はいまわる。

　当然だが……何も手がかりはない。

　牛うし崎ざき神社と、香月は何の関係もない。彼女が消えるための、舞台装置にすぎないのだ。

　彼女は、以前から、八平に沢山の友人ができたら、彼の前から消えようと思っていた。

　自分と話せば、彼は「変な奴やつ」として孤立してしまい、自分に恋すれば、一生を棒にふることになるから。

　だが、問題が一つある。香月自身、自分がどうやったら消滅するのかわからないのだ。

　それができないのなら……ずっと隠れているしかない。

　彼女は八平から二十メートルの範囲内でしか移動できない。そこにある遮しや蔽へい物ぶつで、八平が死ぬまで隠れていようというのだ。

　八平には、自分が「消滅した」と思わせるために、ストーリーを用意する。それが、人柱になった少女の話だった。

　少女が親に売られたというのも、花見を約束した恋人がいたというのも、郷土史科に載っている。香月は八平と出会う前、図書館で本を盗み読みし、その知識を得ていたのだ。

　人柱の少女＝香月であると誤認させるため、香月は以前、この神社に八平を連れてきて、思わせぶりな行動をとり、彼の想像力を刺激したのである。

　夜が明けても、八平は学校にも行かずに「香月！」と叫びながら、何の意味もない捜索をつづけていた。

（……）

　限界まで離れた場所で、香月は地面から顔を出した。絶え間なく、八平が自分を呼ぶ声が聞こえてくる。

　思わず出ていきたくなったが、彼が死ぬまで数十年間……こらえ続けなければならない。彼が誰だれかと愛し合い、結婚するのを見守らねばならない。

（……心が持つのかな、私は……）

　呪のろい殺す力を持っていなくてよかった。結婚相手が、どうなるかわからないから。

　八平は座り込んでしまったようだ。しばらくの間、何かを考えていたようだが……立ち上がり、おぼつかない足取りで、下山しはじめた。

　香月は、再び地面に潜り、八平の後を追う。



    

  
    
      
七章



　家に戻った八はつ平ぺいは、風邪をひいたので休むと学校へ連絡し、布団をかぶった。霧きり子こはすでに大学へ行ったらしい。

（香か月づき）

　本当に、消滅してしまったのか。

　半月前、あの神社へ行く途中、彼女は相当怯おびえていたのに……昨晩は、そんな様子が微み塵じんもなかった。ルーツを思い出したからかもしれない。自分を鎮めるための神社に、怯える理由などないだろう。

　八平は立ち上がり、家を出て図書館に向かった。香月がいなくなった今、行くのにためらう理由はない。郷土史のコーナーへ行き、“〝葛か西さい市の歩み”〟という本を閲えつ覧らんする。

　彼女が言ったとおりの話が、載っていた。

（……）

　八平は家へ戻り、自室で再び横になる。

（本当に、香月は人柱だったのかもしれない……でも）

　いくつかの、違和感があった。

（なんで、香月は俺おれの目を閉じさせた？　一生のお願い、とまで言って……）

　香月が、八平の目の前で消滅したなら、あきらめがついた。彼女だって、それはわかるはずだろう。

（それなのに、どうして香月は……）

　香月は、「消えた」わけではなく、地中に潜ったのではないか？　当然、八平にその瞬間を見られるわけにはいかない。だから、目を閉じさせた。

　つまり、まだ香月は自分から二十メートル以内にいる。

（動機は、わからねえけど……最近、あまり話してなかったからか？）

　そのことで拗すねた、というのなら、やり方が念入りすぎる。

（俺は……香月を失ったことを、認めたくないだけかもしれねえ……）

　八平は考え続けていたが、夜明けまで香月を探したツケが回ってきて、いつのまにか眠ってしまった。

　そして、翌朝。

「……起きて、起きて」

　誰だれかが呼びかけている。曖あい昧まいな意識のまま体を起こすと、霧子が傍かたわらで正座していた。

「一昨日の夜、なんで帰ってこなかったの？」

　鋭い目で、睨にらみつけてくる。八平はバツが悪くなり、頭を下げた。友達の家に泊まった、と嘘うそをついておく。

「そうだったの……でも、昨日学校休んだのはどうして？」

「ごめん！　姉さん、どうしても行きたくなくて……仮病使ったんだ」

　そこまで言って、八はつ平ぺいはあることに気づいた。

「ところで何で休んだこと知ってるの？　先生から電話でも来たのか？」

「ううん。八平君のカバンを開けてみたら、教科書が一昨日の時間割だったから」

「怖っ！　なんでカバン開けるの!?」

「話をそらさないで八平くん！　問題は君が学校を休んだことでしょう！」

「いや、無断でカバン開けるのもなかなかの問題だと思う！」

　霧きり子こは、目を閉じて首を振る。

「私は悲しいわ。無断外泊し、仮病で欠席するなんて……不良になってしまったのね」

「姉さんはストーカーとして順調に成長しているね……」

「目を覚まして、八平君！」

　霧子が八平にすがりついてくる。

「ちょ、姉さ……」

　姉を押しのけようと、肩を軽く押したとき……。

　八平の両腕に、電撃が走った。意志を持っているように勝手に動き出す。

「!?　これは！」

　あらがう間もない。両手は霧子の双乳へと導かれ、スウェット越しに鷲わし掴づかみ、彼女を布団に押し倒してしまった。

　八平は狂喜した。

（ラブコメ現象は……まだ生きている！）

　つまり、香か月づきがまだ存在している可能性が高いということ。昨日は人とほとんど会わなかったため、発動しなかったのだろう。

「うおおおおお！　やった！」

　叫ぶ八平を見て、霧子は瞳ひとみを潤ませたあと、力を抜いて、そっと目を閉じる。

「八平君……不良なだけでなく、姉を襲うような鬼畜になってしまったのね」

「あ、いや、それは」

「じゃあ、やった、と言ったのは何な故ぜ？」

　八平はそのままの姿勢で、固まった。言い訳がまったく思い浮かばない……。

（いや、待てよ）

　これがラブコメ現象じゃない可能性もわずかにある。

　高校初日のことを思い出す。朝、霧子と醤しよう油ゆ差さしへ同時に手を伸ばして、触れ合った。それをラブコメ現象によるものと勘違いしたのだ。

（もしかしたら、これが偶然ってことも……）

　考え込む八はつ平ぺいの頬ほおと首筋を、霧きり子こは細い指で撫なでてくる。

「本能のままに進めば、さらなる快楽が待っているのよ」

「何がしたいの!?」

「私を押し倒している八平君に言われたくないわ。さあ、扉を開けなさい」

「と、扉……あけていいの？」

　え、こんなに簡単に一線を越えられるの？

　理性がグラついた八平に、霧子は眼鏡めがねを外して追撃を加えてくる。その綺き麗れいな素顔に八平の脳のう髄ずいは灼やかれ、“〝姉さん！　傷心の俺おれを慰めてくれ！”〟とばかりに姉弟の一線を越えようとしたが、消えた香か月づきのことを思い出し、なんとか土俵際で踏みとどまる。

　一方床下で様子を窺うかがっていた香月は、「ぐぎぎぎ……」と歯を食いしばって自分を押しとどめていた。先日、“〝まだ八平は高一。新たな恋はいくらでもあるだろう”〟などと考えて別れたものの、

（八平ぇぇ……ちょっと、早いんじゃないかなぁ……）

　わずか二日で霧子に陥落しかけるとは。

　八平がようやく霧子から離れようとしたとき……いきなりドアが開いた。

「おはよう、八平君。今日ってお姉さんいないのか……って、え……？」

　北きた見み鈴すず音ねが入ってきて、霧子を押し倒している八平を凝視し、瞬時に固まる。

　霧子は舌打ちして、「しまった……玄関に鍵かぎをかけておけば……」とつぶやく。

　八平は躍り上がって、

「やっぱりだ……これは間違いない！」

　ラブコメ現象は、生きている。もし「胸を触る」が単なる偶然だったとしても、今のは間違いなく「いやらしいハプニングを目撃されて、誤解される」のパターンだ。

　しかし八平の心中を鈴音が知るはずもなく、

「八平君……どうしてお姉さんを押し倒してたんだ？　あと……なんでその場面に私が遭遇したことを、喜んでるんだ？」

　霧子は八平を後ろから抱きしめ、彼のシャツに手を突っ込んで胸板をかりかりと掻かき、

「八平君は、私との情事を見せつけることで、あなたに引導を渡したの。これでもう付きまとわれることはないと、喜んでるのよ」

「じ、情事……!?　それに……私って、そんなにしつこかったのか……？」

　八平は我に返って姉から離れ、

「情事なんてしてない！　あと会長、俺、あなたと話すの楽しいです。後輩の身で言うのもなんですけど、大事な友達だと思ってますから」

　鈴音はほっとしたものの、“〝友達”〟という言葉には口を尖とがらせ、消え入りそうな声で、

「……私としては……友達以上になりたいというか……」

「え、いま何て言ったんですか、会長？」

「な、なんでもないっ」

　鈴すず音ねは思い切り首を振った。八はつ平ぺいは不思議そうに首をかしげ、「なんか会長らしくないなあ」とつぶやく。

　床下で香か月づきは、

（だから、なんで今のベタベタなやりとりで、鈴音の好意に気づかんのだ……？）

　誰だれよりもラブコメに詳しいくせに……と八平にため息をつきつつ、

（やはり、ラブコメ現象が消えない以上、疑うよなあ……）

　最大のネックが、このことだった。

　だが、香月にもこればかりはどうしようもない。彼女自身、自分とラブコメ現象の因果関係がまるでわからないのだから。

　だが、ここまでは想定内。これから、八平はあらゆる手段を尽くして自分をあぶり出そうとするだろう。それに耐えなければならない。

（一体どのようなことをしてくるのか……だが、耐えてみせるぞ。お前が私のことを吹っ切り、新たな恋をはじめるまで）

　そのときこそ、香月にとって本当の孤独が待っている。

　八平はその夜、ドラ○もんの劇場版を全て借りてきて、自室のＴＶで一気見をはじめた。

　ボリュームは高め。床下か天井にいるかもしれない香月に聞かせるためである。

　床下にいる香月は、八平の策を悟った。

（おびきよせる気か……確かに、見たいが……）

　香月は一階を通りぬけ、地中に潜った。ここまでくると、八平がいくらボリュームを上げても聞こえない。

　退屈をこらえ、夜明け頃ごろまでじっとしたあと、

（そろそろ、八平も寝たかな？）

　香月は地中から出て、慎重に、八平が一階にいないことを確認し、二階の床下から彼の様子をうかがう。

　まだドラ○もんの音が聞こえてくる。香月の記憶によると、これは六作目……。

（八平のやつ、ぶっつづけでここまで見たのか）

　一本あたり一時間半として、合計九時間。

（おまえ、私をおびきよせるために、ここまでやるのか……馬ば鹿か者ものめ）

　香月は悪態をついたが……顔がほころぶのを抑えられない。

　六作目が終わったようだ。スタッフロールで流れる歌が聞こえてくる。

（七作目も見るのだろうか？）

　香か月づきはそう考えたが、ＤＶＤが入れ替えられる音はしない。スローテンポのテーマ曲が聞こえてきた。チャプター選択画面に戻って、止まっているのだろう。

（眠ってしまったのだろうか？）

　もしもそうならば、少しでいいから、顔を見たかったが……。

（いかんいかん。これは八はつ平ぺいの作戦かもしれんぞ）

　眠ったようにみせかけ、部屋全体が見渡せる場所に陣取り、香月がわずかに顔を出した瞬間を見逃さないつもりかもしれない……そう香月が思ったとき、部屋のドアが開く音が聞こえてきた。

「八平君……まったく、私がいないとダメだなあ」

　この声は霧きり子こだ。テレビと電灯を消す音がする。霧子は「おやすみ」と言ってドアを閉めたようだ。八平の部屋は完全に静かになる。

（……本当に寝たのか？）

　その公算が高くなると、香月は八平のもとへ行きたくなってきた。寝息や心臓の音だけでも聞きたい……と思ったが、ぎりぎりで思いとどまる。

（……いや、待てっ！　霧子とはグルで……さっきのは演技なのではないか？）

　その推測は的中していた。

（……現れねえな）

　八平は本棚の上に乗り、部屋を見渡していたのだ。

　ここなら、自分の後ろ以外どこから香月が現れても、すぐに発見することができる。

　霧子には、いかにも八平が寝たというような演技をしてもらったのだ。あまりにも変な指示だが……霧子は一緒に映画を見に行くという条件で承知してくれた。

　八平は、それから二時間も本棚の上にいて、部屋を凝視する。

　外が明るくなってきた。

（……俺おれは……）

　もしかしたら、まったく無駄なことをしているのではないだろうか？

　香月は本当に消滅していて、自分は一人相撲をしているだけかもしれない。

　八平はもう少し待とうかと思ったが……ドラ○もんを一気見した疲れもあり、知らず知らずのうちにウトウトしてしまった。

　しかし、そこは本棚の上。

　八平は二メートルの高さから、落下した。

　香月の耳にも、その音はとどく。

（八平？）

　続いて、彼のうめき声。ひどい痛みに耐えているようだ。香月は反射的に、八平の部屋に飛びこんだ。

　八はつ平ぺいは香か月づきに背中を向けた状態で、のたうちまわっている。幸か不幸か、彼女には気づいていない。

（わ……私は……）

　八平と別れると決めたはず。香月は強く目を閉じて、再び床下に潜った。

　香月が現れたとも知らない八平は、自問していた。

（俺おれ、香月がまだいるって、思いたいだけなのかもしれない……）

　激痛に耐えながら、考える。神社で香月が目をつぶらせたのは、別れのキスをしたか何かで、地中に潜る瞬間を見られないため、なんかじゃないかもしれない。

「……ええい！」

　八平は絶望を振り払うかのように、勢いよく起きあがった。

「香月！　いるんじゃないのか！」

　霧きり子こに聞かれるかもしれないが、仕方ない。

「お前、本当に消えたのか！　実はすごい近くにいるんじゃないのか！　不自然なことが多すぎるんだよ！」

　床下の香月は、迷った。きっと今なら笑い話ですむ。八平はあたたかく自分を迎えてくれる。

　だけど……甘えてはいけない。香月は何度もかぶりを振ってから、後ろ髪を引かれる思いで地中に潜った。

　八平はそれからも、香月をおびきよせるために様々な方法を考えた。

　たとえば彼女が好きだったライトノベルの新刊を朗読し、クライマックス直前までいったらやめる。香月は、先が気になって悶もん絶ぜつしたが……なんとかこらえた。

　八平は強盗が来たという演技をしたこともある。彼があまりに大根だったため、香月は何のリアクションもしなかったが。

　そういうことが一ヶ月続き……さすがに八平もネタが尽きた上に、香月がまったく出てこないため徒労感を抱きはじめていた。

　そして、彼は、ついにおびき出し作戦をやめた。耐えに耐え続けていた香月にとって、安息の日々を意味するものであったが……。

　絶望的なほどの、寂しさがおそってくる。

（八平のやつ、とうとう私をあきらめたか……それでいい）

　心に嘘うそをついているのは、百も承知している。

（早く、私のことなど忘れてしまえ）

　香月はそれから、ずっと八平の目につかぬよう暮らしている。

　彼から二十メートル以上は離れられないため、大抵地中に潜っているしかない。八平がある程度の高さがある建物に登ったときは、柱や床下に隠れるけれど。

　恐ろしく刺激のない生活……本を読むことも、映画を見ることもできない。何より、八平との会話がないのは想像以上に辛つらかった。

　彼と出会う前は、誰だれかと話すことをあきらめていた。

　でも、今は知ってしまっている。しかも、八はつ平ぺいのもとへ行けば、すぐにでもそれを再開できるのだ。

　八平の気持ちは自分に向けられている。決してふれあうことができない自分に。

　それが成ったとして、八平は、幸せになれるだろうか。世間から見れば、妄想と恋をしているのと同じなのだ。

　耐えてみせる。八平が自分のことをあきらめ、普通の人と恋をするために……。

　数少ない楽しみは、やはり八平がらみだった。彼が友達と楽しそうに話していると、嬉うれしくなる。だが、鈴すず音ねなどの女子と盛り上がると、遠くへ離れてうずくまる。

　本当にときどき……八平が眠ったと確信したとき、彼女は彼の姿をのぞき見る。

　そして、ふたたび地中に潜り、狂いそうなほど退屈な時間を過ごすのだ。



　八平は、アプローチを変えることにした。

　おびきよせ作戦は中止。香か月づき（もし消滅してないのなら）の意志は固いようだ。

　ならば無理矢理、姿を現させればいい。具体的には、八平の周り、全方位二十メートルに何もない場所に行くのだ。

　たとえば、深く透明度の高い海はどうだろう。水中二十メートルまで潜り、全方位を見回す。香月がいれば、一発でわかる。

　しかし、そこまで都合のいい場所があるかどうか。大きな魚とかに隠れられたら、苦労も水の泡だ。

（いや、もっと、手っとり早い方法があるな……！）

　空、である。

　しかも飛行機ではなく、身一つで飛ぶ。そうすれば、自分から二十メートル以上離れられない香月は、絶対に姿を現す……彼はひらめいた。

「スカイダイビングだ！」

　さっそくネットで調べ、銀行でお年玉を下ろし、自宅から百キロほどのところにあるスカイダイビング場に向かった。

　しかし。

　ダイブ後、八平は、がっくり落ち込んでいた。四万円もかけたが、香月の発見にはまったく役に立たなかった。

（まあ、楽しかったけどさ……）

　空中で香月を見つけたら、熱く「愛している！　戻ってこい！」と言うつもりだったのだが、下からの風圧がすごすぎて、喋しやべることは不可能だった。

　そもそも、初心者である八はつ平ぺいは、自由落下中に上を向くことができない。安全を守るインストラクターが一緒に飛ぶから、なおさらだ。香か月づきが八平より上に位置すれば、それだけで見えなくなってしまう。

　パラシュートでゆっくり降下するときも、香月はその陰に隠れればいいのだ。

“〝空を飛ぶのは……楽しいよ。いつか八平と二人で、行きたいものだ”〟

　八平は香月の言葉を思い出し、スカイダイビング中に彼女を発見できれば美しい流れになったのに……とホゾをかんだ。

　それから数日後のことである。八平は学校の昼休みに、屋上で寝転がり、空を見ながら考えていた。

「やあ、八平君」

　北きた見み鈴すず音ねが笑顔で近づいてくる。八平は起きあがって「こんちはです」と頭を下げた。

「どうした、こんなところに一人で。悩み事でもあるのか？」

「……」

「ひょっとして、恋の悩みとか？」

　からかうように鈴音が言う。八平は少し考えたあと、「そうです」とうなずいた。

　彼女は慌てて、

「な、なにっ。冗談で言ったのだが……」

「会長、よければ少し、相談に乗っていただけませんか」

「……は、はい……」

　鈴音は髪を整えて、胸に手を当てて深呼吸し、顔を強こわ張ばらせて正座した。八平はその様子をいぶかしく思ったが、説明をはじめる。

「あの、俺おれ、好きな子がいるんですけど」

「……そ、それは、どんなひとだ？」

「ええと、髪が綺き麗れいで、和風美人っていう感じですね。あと、一緒にいて楽しいです」

　鈴音は「和風……！」と微笑ほほえんだあと、自分の髪を見て、よし、いい艶つやだ、とうなずいて、

「き、きっと、君の好きな人も、八平君といる時間が好きだと思うぞ」

「そうですか……俺のこと嫌いになったんじゃないかって、心配なんですけど」

「どうしてだ!?　そんなわけないだろう。私だって君のことが――」

　鈴音が告白しようとしたとき、八平が弱々しくかぶせた。

「俺、好きな人と、最近会えないんです」

「…………そ、そうか、それは辛つらいなぁ…………つ、辛いな……」

　鈴音はがっくりと肩を落としたが……「気合いだ！　私！」と言って、自らの両頬ほおを思いっきり叩たたいた。八平はそれを見て、

「え、ど、どうしたんですか？」

「いや、相談に乗るために、気持ちを引き締めたのだよ！」

「でも強く叩たたきすぎたんじゃ……涙ぐんでるじゃないですか」

「そ、そうだな！　強すぎたな！　私としたことが……いや痛かった！　すごく！」

　八はつ平ぺいは、“〝なんて親身になってくれる人なんだろう……”〟と鈴すず音ねをますます尊敬した。

　彼女は目元を一度ぬぐって、

「……それで、君としては、どうしたいのだ？」

「もしかしたら、彼女は俺おれのことが嫌いなのかもしれない。または、本当に消えてしまったのかもしれない」

　八平の言葉で、意味のわからない部分もあっただろう。しかし鈴音は、雰囲気を察して真剣にうなずいてくれる。

「でも、やれることはやっておきたい……できれば、もう一度会って話がしたいんです」

「うむ……それでどうする、電話をかけるのか？」

「いや、地上二十メートル以上に飛び上がろうと思います」

「急に何を言うんだ!?」

　驚きよう愕がくする鈴音に、八平は引かれるのも覚悟で話しつづける。

「そうしないと、彼女に会えないんです」

「なんだその歪ゆがんだ関係！　そういうプレイなの!?」

　あまりにもマニアックすぎるぞ……鈴音はつぶやく。

　だが、彼女は、「うーん……」と唸うなりながら額ひたいに手を当てて考え、アイデアを絞りだしてくれた。

「八平君……アレはどうだ。人間大砲」

「人間大砲？」

　八平が初めて聞く言葉である。だが、字面からして、ロクなものでないことは確実だ。鈴音は続けて、

「私の父はお笑い好きなんだ」

　確か空手道場の師範だったはずだが……意外に愉快な趣味をお持ちである。

「古いバラエティをよくビデオで見ていてな……その中に、人間が大砲のような道具に入り、海へ向けて高々と射出される場面があった」

「おお……!!」

　物理学を専攻する霧きり子こなら、その大砲を作れるのではないか。

　乗り気になってきた八平を、鈴音は心配そうに見つめて、

「しかし八平君……地上二十メートルといえば、ビルで言うと……」

　少し考えたが、わからなかったらしい。顔を赤くして、

「……と、とにかく高いぞ。いくら下が水とはいえ、その衝撃は相当なものだ」

「そのバラエティでは、地上何メートルくらいまで飛んでましたか」

「せいぜい五、六メートルだろう」

　八はつ平ぺいは考える。確かに危険だ。しかし、香か月づきに会う方法は、他ほかに考えつかないし……。

　彼は、鈴すず音ねの両肩をいきなり掴つかんだ。

「え、八平君っ……!?」

「会長、そのビデオ……見せていただけませんか」

　そのとき香月は、二人が話をしているところから、めいっぱい離れて膝ひざを抱えていた。

　八平が一人で考えていたときは、すぐそばの床下にいたのだが……。

「……盗み聞きはよくないし」

　言い訳のようにつぶやいたが、本音は二人が仲良く話しているのを聞くと、胸が苦しくなるからだった。

　放課後になると、八平は鈴音と一緒に学校を出た。香月は、目から上だけを地面から出し、追跡をする。

（い、いつのまにかずいぶん仲良くなっておるではないか……二人で、どこへ行くのだろう……？）

　十分ほど経たつと、香月が知らない家にたどりついた。

　鈴音が先導して入っていったところを見ると、彼女の家だろうか？

（す、すでに家に遊びに行くほどの仲なのか……！）

　心が締めつけられる。すぐにでも家の中へ入って、二人が何をしているか確かめたい。

（……が、我慢だ、我慢……）

　そんな香月の葛かつ藤とうなどつゆ知らず、八平は北きた見み家のリビングにいる。

（す、すげー家だな……）

　二階まで吹き抜けである。ふかふかのソファ、部屋の隅には巨大な薄型テレビ。

　家には誰だれもいないらしく静かだ。鈴音はビデオを探すために父親の書斎に向かっている。

　八平は激しく緊張していた。

　鈴音のお父さんは、北見流空手の師範代らしい。校長ではないが、娘に近づく奴やつは殺す！とばかりにボコボコにされるのではなかろうか。

　彼がそんなことを考えていると……鈴音が二本のビデオテープを持ってやってきた。

「お待たせ。大量のビデオコレクションがあるんだ。探すのに手間取ってしまって」

「手間取らせて、申し訳ありません」

「気にするな。さあ、見ようか」

　鈴音はテレビ台の内部に設置された、ビデオデッキにテープを入れた。最近はあまり見ない機械だが、北見家ではまだ現役らしい。

「私、見るの中学以来だ。久しぶりだな」

　鈴すず音ねは八はつ平ぺいの隣に座って、リモコンを操作する。テレビがつき、画面が変わった。

　二人は、次の瞬間硬直した。



　たまりかねて、北きた見み家の床下へ進んできた香か月づきの耳に、スゴい声が聞こえてきた。

「ら、らめぇ！　いひぃ！　お×んちんスゴすぎるのおほおおおおおっ!!　ゆうだい、雄大すぎるのああああぁおっ!!」

（え……え、ええっ!?）

　なんだ、これは。

　香月が今まで聞いたこともないような、激しく、悩ましい声。

　そう、彼女は“〝そういうビデオ”〟の存在を知っていたが、実際に見たことはなかったのである。

「こんなこと、らめなのにぃ……トロトロぉっ……頭のなかトロトロになって、この雄大なアレしか考えられないのぉおああああああああッ！」

　この声が意味するものを、必死で考える。

（なんだこれ……嫌がっているようだが、実は喜んでいるようにも聞こえる）

“〝男女の営み”〟

　香月はその言葉をはじき出した。

　こ、これはもしや……八平と鈴音が、絡み合っているのではなかろうか。

（い、嫌！　聞きたくない、考えたくない……！）

　香月は地中深くまで潜り、耳をふさいだ。

　いつかはこういう日が来ると思っていたが、

（早すぎる！）

　確かに八平は鈴音と相性がいいようだが……まさかそこまで急展開とは。香月は真っ赤になって、顔を両手で覆い、何度も首を振った。黒髪が激しく跳ねた。

（ゆ、雄大なのか、お前のアレは!?）



「……なああああっ!?」

　鈴音はテーブルを飛び越え、ヘッドスライディングの要領でビデオデッキに手を伸ばし、ビデオを取り出した。

　リモコンで止めればよさそうなものだが、そのことにすら気づかないほど動転しているらしい。パンツが丸見えになっているが、八平もそれを見て楽しむ余裕などない。

　恐ろしく気まずい空気の中、鈴音はスカートを直し、八平の方を見て、

「ち、違うんだ！　何コレ!?　意味がわからん！」

　汚らわしいもののように、ビデオをぶん投げた。八はつ平ぺいがそれを拾い上げると、背表紙に貼はられたラベルには、バラエティ番組のタイトルが手書きで書かれている。側面のラベルには、“〝史上最大の人間大砲！　山下の絶叫が空を切り裂く！”〟とあった。

　鈴すず音ねがこれだと思うのは当然だ。

　だが、その中身は紛れもないＡＶ……おそらく、カムフラージュのためにバラエティのラベルを貼っているのだろう。試しにラベルを剥はがしてみると、“〝美少女道場破り・返り討ち！”〟という真のタイトルが見えた……空手道場の師範代としては、残念なタイトルだ。

　一応、もう一本のビデオのラベルも剥がしてみると、“〝秘奥義伝授～淫みだらなる絶技が、今こ宵よい道場生に炸さく裂れつす！～”〟

「……」

　残念すぎる。

　しかし何な故ぜ、娘が見る可能性もあるラベルを貼っていたのだろうか？　八平がそのことを質問すると、鈴音は真のタイトルが明らかになったビデオを死んだ目で見つめ、

「父は、私が体を張るバラエティ、嫌いだと思ってるから……」

「え？」

「私は、中学校の時、父と対立していてな。私が大好きだった野球を、“〝下らない玉遊び”〟などと吐き捨てられたから」

「……」

「だから、私は、父が好きだった体を張るバラエティを罵ば倒とうしたのだ。“〝くだらない。笑いは頭を使ってやるものだ”〟とな」

「なるほど、だからお父さんは、会長がこのビデオを見ないと思って……」

「うん。それに最近、父はシュールなお笑いを見ているからな。肉体を張るバラエティに興味がなくなったから、ラベルだけ取って中身を変えたのだろう」

　鈴音は申し訳なさそうに、

「八平君……すまんな。もしかしたら、人間大砲のビデオは、処分されたかもしれない」

　八平は少し考えたあと、

「大丈夫ですよ。ＴＡＴＳＵＹＡに行けば、借りられるかもしれない。探してみます」

「えっ、ああ……なるほど」

「すいません。俺おれがもう少し早くそのことに気づいていれば……」

　見なくていい真実に気づくこともなかったのに。

　その時、玄関が開く音がして、ドタドタと身長二メートルを超える男性がリビングに入ってきた。四十歳ほどで、空手着が張ちきれんばかりの筋肉だ。胸には、「北きた見み流」の刺し繍しゆう……鈴音の父だろう。

　八平を睨にらみつけてきて、

「ほう、見慣れぬ輩やからがいるな……お前、鈴すず音ねの何だ？」

　すさまじい威圧感であるが、出てくるタイミングが悪すぎる。

「鈴音と付き合いたいのなら、俺おれを倒してからぼごああああああああっ!?」

　言葉の途中で、吹っ飛んでいった。鈴音が音もなく近づき強烈な正せい拳けんを放ったのである。

「な、何!?　……鈴音!?」

　混乱する父に、鈴音は黄よ泉みの底から響くような声で、

「“〝美少女道場破り、返り討ち”〟」

「!?　まさか……」

「“〝秘奥義伝授、淫みだらなる絶技が、今こ宵よい道場生に炸さく裂れつす！”〟」

「す、鈴音、違うんだ、アレは……とにかく違うんだ」

「何が違うのかわからない」

「アレはそう、資料なんだ！　美人の道場破りが来ても、動揺しなくて済むように……」

　もはや登場シーンの面影は微み塵じんもない。八はつ平ぺいは、

「会長、失礼します」

　と言って、家を出る。後ろから、鈴音の声が聞こえてくる。

「性欲を持つなとは言わん。しかし……しかしな。北きた見み道場の主として、このタイトルはぁぁあああああああ――ッ!!」

「うっぎゃあ――ッ!!」

　何かが爆発するような音がした。

（しかし、会長、空手始めて一年って言ってたけど）

　強すぎる。以前、“〝拳こぶしは凶器と化した”〟と言って、手加減するために木刀を持っていたが……まったく正しい判断だったらしい。



　霧きり子こは、八平の変化を好ましい思いで見ていた。最近、虚こ空くうへ向けて話すことが、なくなったのである。

（香か月づきさんは、成仏したのかしら）

　その分、少し元気がないようだが……時が解決してくれるだろうと思っていた。

　だから、夕食後に八平が真剣な表情で、

「姉さん、頼みがあるんだ」

　と言ってくれた時は、本当に嬉うれしかった。ついに自分を頼ってくれた……そう思ったからである。

「一生のお願いなんだよ。姉さんの力が必要なんだ」

「ほ、ほあああ、あああああ……」

　霧子は八平の手を取って、涙ぐみながら、

「な、なに、お姉さんに、何をしてほしいの？」

　そして、その願いを聞いて、再び彼の脳を疑うことになる。

「姉さん……俺おれを人間大砲で、飛ばしてほしいんだ」



　香か月づきは鈴すず音ね宅における一件のあと、八はつ平ぺいからなるべく離れた地中で、力なく“〝壁”〟にもたれて座っていた。その目にはまるで光がなく、黒髪も艶つややかさをうしなっている。

　八平が移動したとき、香月はズルズル引きずられるように動く。地中以外の、八平から見えてしまう場所まで来たら緩慢な動作で隠れるが……。

（……情けない）

　八平が、誰だれかと恋仲になるのを望んで、消滅したフリをしたというのに。

（ここまで傷ついてしまうとは……これが失恋か……）

　彼女は「ううう～～……」と唸うなって大事な髪を滅め茶ちや苦く茶ちやにいじったあと、

「馬ば鹿か八平!!　おまえの私に対する気持ちは、その程度のものだったのか！」

　自分でも理不尽な怒りだと思うが、止められない。

　香月は号泣しながら“〝壁”〟を蹴けりまくった。時折頭突きもまじえ、「今日も雄大なアレで鈴音をヒイヒイ言わせとるんかのぉ～！」と叫ぶ。そのあと“〝壁”〟にすがりつき、鼻をぐすぐす鳴らしながら「八平、八平ぇ……」とつぶやいたあと、髪を逆立たせ、

「鈴音も鈴音じゃ！　生徒会長でありながら、“〝らめぇ！”〟とか“〝おほおおおおおっ!!”〟って何じゃ！」

　あの頭トロトロの淫いん売ばいめがァ～!!　と香月は地中でもだえくるうのだった。

　そして一週間ほど経たったころ……泣き疲れた香月の体が、学校と違う方向へ引っ張られはじめた。

（……八平のやつ、鈴音とどこかへ遊びに行くのかな……）

　十五分ほど経過すると、八平は動きをとめたようだ。

（……目的地に着いたのか？）

　香月がそう思って……しばらくすると、爆発的な勢いで体が斜め上に引っぱられた。

「!?」

　一体何事だろう。八平が何か乗り物に乗ったのだろうか？

　飛行機……？　いや、すぐに勢いは弱まり、減速している。こんな動きをする乗り物など、あるのだろうか？　香月は気になって、少しだけ八平の様子を見てみることにした。

「えっ!?」

　上昇すると、すぐに地面ではなくなってしまう。

　そこは……水中だった。



「め、めちゃくちゃ痛いてえ……」

　着水の衝撃が半端ではない。

　八はつ平ぺいは水面から顔を出し、立ち泳ぎで自分を飛ばした器具を見つめた。

　川岸に置かれたそれは、人間大砲。霧きり子こが同じゼミの仲間と作り上げたものだ。白衣を着た彼女が、大砲の脇わきに立って、声をかけてくる。

「ごめん、八平君！　パワーが弱すぎたみたい」

　確かに、今の飛ひし翔ようは高さ二十メートルには到底及ばなかった。せいぜい十メートルといったところだろう。

（半分であれかよ……）

　とんでもない恐怖体験だった。できれば、あの大砲からは二度と飛ばされたくない……！

　大砲とはいっても、火薬ではなくゴムを使う。

　構造は非常に単純。プラスチック製の砲身に八平が入り、砲身の尻しりから長い円柱を差し込む。八平は、足の裏を円柱の頭に乗せることになる。

　そして、円柱の尻を、巨大なパチンコではじくのだ。

　霧子は先ほどの飛翔を録画しておいたらしい。仲間と見て、修正点を検討しあっている。

　八平は川岸に上がった。海パン一丁である。まだ六月なので、体が震える。そこへ、スクール水着の鈴すず音ねが近寄ってきた。八平が着水時に気絶した場合に備え、救出役として佳よし乃のとともに待機してくれているのだ。

「八平君、大丈夫か？」

「まあ、なんとか……」

「私が提案しておいてなんだが……この方法は危険すぎる。それに、なぜ地上二十メートルに飛ばないと君の好きな人とは会えないんだ？　実際に見ても、意味がわからん……」

「……確かに、俺おれがやってることは完全に無駄かもしれません」

　香か月づきが、本当に消滅していたならば。

　八平は、鈴音をまっすぐに見て、

「だけど、できることをやってからじゃないと、俺は彼女を、あきらめられない」

　鈴音は、悲しげに目をそらして、

「……では、もしも人間大砲で地上二十メートルにまで飛べなかったらどうするのだ？」

「宇宙飛行士になって、宇宙遊泳でもしましょうかね」

　宇宙なら、全方位二十メートルになにもない状況を簡単に作り出すことができるだろう。



（八平……！）

　地中で二人の話を聞いていた香月は、呆ぼう然ぜんとした。

　宇宙飛行士。八平なら、ほんとうにやりとげるかもしれない。香月が分厚い宇宙服の背中に隠れれば、薄い宇宙服を開発するかもしれない。

　泣き腫はらした香か月づきの目に、光が灯ともっていく。気づけば、笑顔になっていた。私が愛するこの少年は……どこまでしつこいのだろう！

　自分がどんなに隠れても、八はつ平ぺいは力ずくで引きずり出してくる。ならば、これ以上こうしていても無駄ではないか。

（……ふふ、これは、お前のもとへ帰るしか、道はないな……しかし……）

　八平はすでに鈴すず音ねと恋仲のはず。なぜ、自分にそこまで執着するのだろう？



　大砲の修正には、少し時間がかかるらしい。八平は、それまで鈴音と話すことにした。

「会長……その、お父さんとは仲直りできましたか」

「……難しいな。この前八平君が帰ったあと、部屋にあったビデオ破壊し尽くしたら、父は“〝やめろ、やめろよぉ！”〟と半泣きになってしまって」

「……」

「今は、私に復ふく讐しゆうするために山にこもっている。一ヶ月後、北きた見み流空手に代々伝わる決闘の場、“〝黒龍闘技場”〟で戦うことになっている」

「あらら……」

　鈴音は顔を赤くして、爪つま先さきで地面をいじりながら、

「なあ……八平君、その、ああいうビデオっていうのは、男なら誰だれでも見るのか？」

「え」

「少し、やりすぎたかもしれん、と思っているのだ」

　八平は少し考えてから、

「まあその、ぶっちゃけて言うなら、お父さんの気持ちもわかります」

　素直に答えた。会長が仲直りするためにも、このほうがいいだろう。

「そう……か、しかし……」

　鈴音は、体をわなわな震わせて叫んだ。

「しかし、あのビデオのラインナップは許せん！　空手を愚ぐ弄ろうしている！　それに、ななな、何が雄大だ！　使い方おかしいだろ、あ、あんなモノに、雄大など――」

「か、会長！」

　八平は混乱した鈴音の口をふさぐ。



（ビデオ？　雄大？）

　香月は二人の話を聞き、自分の勘違いに気づいた。

　あの悩ましい声は、ビデオのものだったらしい。

　まあ、考えてみれば、鈴音があんな腐った喘あえぎ声を出すはずがない。八平がそんな超絶テクを持っているわけもない。

（私……何を悩んでいたんだ……）

　とてつもなく恥ずかしくなり、香か月づきは地中でのたうちまわった。この一週間、さんざん呪のろった二人に心中で謝罪する。

（すまぬ、八はつ平ぺい、鈴すず音ね……）

　そんな香月の耳に、八平たちの会話が聞こえてきた。

「じゃあ、俺おれ、また発射されてきます」

「……幸運を祈る」

　遠ざかっていく足音。おそらく、彼が人間大砲に向かっているのだ。

「はっ！」

　香月はようやく立ち直った。このままでは、八平がまた発射されてしまう。

　しかも今度はさっきと段違いに高いらしい。

　自分はもう八平のもとへ戻ると決めたのだ。彼が無用な危険を犯してしまう！

　香月は地上に出た。彼はすでに大砲の中へ入ってしまったらしい。周りで霧きり子こたちが準備をしている。

　香月は大砲に向かって飛ひ翔しようを開始……視界の片隅、対岸に、遊園地が見える。

　八平が観覧車で活躍した、葛か西さい遊園地である。

　そこにあるアトラクションの一つを見て、香月は顔をひきつらせた。



　八平は再び人間大砲に入り、発射を待っていた。両手を腿ももの横に置き、体をまっすぐにしている。霧子は先ほどよりパチンコのゴムを強化したらしい。

「任せておいて。次こそ、地上二十メートルまで飛ばしてみせるから！」

　と、力強く断言してくれた。

　八平は、目を閉じ、集中する。先ほどの飛翔では恐ろしさのあまり絶叫してしまったが……今度はそういうわけにいかない。

　目的は、あくまで香月を見つけることだ。全方位に注意を向けなければならない。

　その上、着水で怪け我がをしないようにしなければ……つきあってくれたみんなに申し訳ない。そう思った時……。

「八平ぇぇぇ!!」

　あっさりと、香月が、砲頭から飛び込んできた。

「……え!?　なに、戻ってきた!?」

　再会の格好としては非常に間抜けだったが、八平はもう涙ぐんでしまい、

「ちょっと、おまえ……なんで勝手に消えんだよ」

　香月も感激したいのはヤマヤマなのだが、外で霧子がちゃくちゃくと発射の準備を整えている。

「その、八はつ平ぺい、早く止めないと……」

「頼むからもう、消えないでくれよ……何で不安にさせんだよ。お前のこと好きなのにさ……」

　八平は、涙と鼻水でぐちゃぐちゃになって思いをぶちまけた。香か月づきは、改めて好きと言われて胸を熱くしながら、

「すまぬな……理由は後でゆっくりと話す。だから、早く、準備をやめさせないと……」

「ああ……確かにそうだな……だけど香月、駄目なんだよ」

「どうして!?」

「姉さんたちのところまで、俺おれの声届かないみたいなんだよね……だから、もう一回、飛ばされてくるわ」

「……すまん八平、私のせいで……」

「あー、もう謝らなくていいぞ。その代わり、俺が飛ぶ瞬間、目を閉じていてくれ」

「……どうしてだ？」

「勇気をもらうためだ」

「……？　わかった。あと、非常に言いにくいのだが……」

「なんだよ」

「逆バンジー」

「……？」

「あれを使えば、人間大砲など、作らなくてもよかったのでは……？」

　葛か西さい遊園地にある、日本最大級の逆バンジー。ほとんど身一つで、高く飛び上がることができる。飛ひ翔しよう中、全方位二十メートル以内に、香月が隠れる場所はないだろう。

「…………あああああああああ！」

　八平は叫んだ。俺はなぜ、こんな壮大な装置で、発射されなければならないのか？

　なんだよ宇宙って……近所ですんだじゃん。スカイダイビングに使った、四万はなんだったんだ！

「畜生おおおおおおおああああああ!!」

　八平、発射の時がきた。

　足の裏から、爆発的な衝撃。砲身の中をすさまじいスピードで滑走する。香月は言われたとおり目を閉じた。

（せめて……俺に勇気を！）

　帰ってきた、俺の女神。

　弾丸のように、彼女へキスをし、その体をすりぬけ、空高く射出される。おそらく世界最高速のキスだろう。

「たけええええええええええ!!」

　葛か西さい川両岸を結ぶ橋よりも、高く飛ぶ。

「八はつ平ぺい！」

　全速力で飛んできた香か月づきに、

「おかえりぃいいいいいいい!!」

　やけくそ気味に叫んで、落下していく。

　川には、ゴムボートに乗った鈴すず音ね、佳よし乃のがいる。

（ああ、いい仲間たちだなあ）

　中学時代とは、大違い。幽霊だけど、いちおう相思相愛の美少女もいるし！

「最高!!」

　無理矢理テンションを上げる。すぐにやってくる、激痛に耐えるために！

　着水。

　アスファルトに叩たたきつけられたような衝撃。八平は歯を食いしばってこらえ、なんとか水面に浮かびあがった。

（死なねえよ、まだ）

　きっとまだ、楽しいことが待っているから。香月を実体化させたいから。

　鈴音が、鋭い泳ぎでこちらにむかってくる。香月は泣き顔で傍かたわらにいて、佳乃はゴムボートを必死で漕こいでいる。

　八平は、仲間たちを見て微笑ほほえんだあと……意識を失った。



　胸を何度も、強く押されている。誰だれかが心臓マッサージをしているのだろう。

「……」

　八平は薄目をあける。鈴音が、顔を真っ赤にして目をつぶり、唇を寄せてきた。傍そばには、霧きり子こ、佳乃もいるようだ。

（ああ、これが今日のラブコメ現象か）

　人工呼吸。定番中の定番だ。

（……会長の唇、柔らかそうだなぁ）

　彼女は空手道場の跡取り娘である。蘇そ生せい術じゆつにも詳しいのだろう。

（あと数秒、気絶したフリして、人工呼吸を……）

　さっき死にかけたし、ちょっとだけなら……と八平が腐った考えをしたとき、

「この不ふ埒らちモンがぁあああああああ――ッ!!」

「おおああ!?」

　八平は目をあけた。香月が、目の前で憤ふん怒ぬの形相を浮かべている。おかげで、鈴音の顔が見えない。

「お前起きとるじゃろうが！　わ、私に好きだと言っておきながら……」

「ち、違う、香か月づきこれは……」

　鈴すず音ねが言う。

「八はつ平ぺい君、目を覚ましたのか……しかし、香月って誰だれだ!?」

　佳よし乃のは、

「薩さつ摩まさん、おいたわしや……幻覚でも見ているのですか？」

　霧きり子こも続けて、

「香月さん、まだいたのね。エクソシストでも連れてこようかしら……」

　しかし、テンパった八平には、香月以外の声が耳に入らず、

「俺おれが好きなのはお前だ！」

　と、彼女を見つめて言ってしまった。だが、鈴音からすれば、自分が告白されたようにしか見えない。

「……な、八平君、そんないきなり……！」

　驚いた鈴音だが、その顔は瞬時で幸せ色に染まり、八平に抱きつき、頬ほおずりしてくる。

「……うれしいぞ、八平君！　ずっとずっと、私のそばにいてくれ……」

　八平は鈴音のなめらかな肌に、「か、かい、ちょ、違……」と目を白黒させた。

　香月は、腹が立つやら、大声で好きと言われて嬉うれしいやらで、真っ赤になって髪をかきむしり、

「八平！」

　彼を指さして、言う。

「お前、私を必ず実体化させろよ。私も……お前とキャッキャウフフしたいのだ！」

　八平は、それを聞いて、一瞬呆ぼう然ぜんとしたが。

　笑って、親指をビシッと立て、言う。

「おう、任せとけ！」

　八平と香月との間に、あたたかい空気が流れる……。

　しかし、鈴音が、

「そうか、そばにいてくれるか、ありがとう……」

　と言って、さらに強く抱きついてきた。八平は慌てて、

「か、会長……だから違……胸！　胸当たってる！」

「うああああ！　実体！　実体がほしい！」

　香月は、それこそ悪霊のように叫んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      
エピローグ



　八はつ平ぺいは、自室で布団に伏せながら言った。

「じゃあこれより第一回、“〝香か月づきの正体は何だ!?　会議”〟を始めたいと思います」

「いぇーい」

　傍かたわらに正座し、拍手する香月。

　彼女が八平のところに戻ってきた翌朝である。八平は、人間大砲によるダメージと、軽い風邪のために学校を休むことにしたのだ。霧きり子こは看病をしたかったようだが、大事な課題があるらしく、しぶしぶ大学へ行った。

　八平は　“〝香月を実体化させる”〟という約束をしたため、この会議を提案したのである。

　といっても、雲を掴つかむような話のためどうすればいいのかわからず、会議の空気はぬるい。本格的な調査は、八平が本調子になってからだ。

　香月が挙手する。「はい、どうぞ」と八平が発言をうながすと、彼女はうなずいて、

「えーと、私はもともと神で、善と悪が分離した存在なのではないかな」

「おまえはナ○ック星人だったのか!?」

　あと、私はもともと神って。

　ツッコみつつ、八はつ平ぺいは質問する。

「で、お前は善？　それとも悪？」

「悪だな……ファミレスで会話盗み聞きするし」

「悪のスケール、小ちっさ！　分離する必要あんのか!?」

「ちなみに善は、反捕ほ鯨げい団体のリーダーをしている」

「そんな特定のイデオロギーにかたよった善なのか!?」

　八平は力強くこぶしを握り、

「己の考えだけを善と思っちゃダメだ！　絶対の善も悪も、この世に存在しねえんだ！」

　スゴいどうでもいい所で主人公らしいタンカを切った。香か月づきはそれを感かん歎たんしたように見つめ、

「おお……すごいぞ八平、ついに能力が覚かく醒せいする時が来たのか？」

「能力？」

「漫画によくあるじゃろう。想おもいが最高潮に達したときに、未知の能力への扉が開かれる……そう、お前の能力名は、“〝正義の審判ジャスティス・オブ・ジャッジメント”〟」

「無駄に韻いんふんでるな……どんな能力だ？」

「自分の意思に逆らう輩やからを、自動的に殺害する」

「怖っ！　つうかさっきの俺おれのタンカと全力で矛盾してるじゃねえか！」

「最後お前は、地球上に一人だけになってしまう」

「鬱うつエンドか……」

「安心せよ。私だけは、一緒だから」

「香月……」

「ただし、私はお前に殺されないよう全力でコビを売るがな。“〝私は八平様の仰おつしやられるとおり薄汚いメス豚の死体ですピギィィィィィッ!!”〟」

「やめて！　そんなお前見たくない！」

「教師っぽいのがよいか？“〝八平君、先生の事好きにしていいから殺さないで、ね？”〟」

「やめろ……」

「“〝八平おにーたん、何でも言うこときくから、殺さないで……”〟」

「それは見たいな」

「やはりロリコン!?」

　そこまで会話をしたとき……八平がゴホゴホと咳せきこんだ。香月は眉まゆ根ねを寄せ、

「……八平、もう寝たほうがよいな」

「嫌だよ、せっかく香月が戻ってきたんだから、もう少し話したいよ」

「……子供か、お前は」

「もう、いなくならねえよな」

　香か月づきは息をのんだが、すぐに微笑して、

「ああ……大丈夫。そばにおる。だから寝ろ」

　八はつ平ぺいは横になり、目を閉じる。

　ああ、俺おれの日常が戻ってきた……そんな安らぎに包まれながら。

　しかし香月が、

「ふむ。しかし、病気といえばラブコメの定番。誰だれかが見舞いに来たとき、熱でふらついて押し倒したり、股こ間かんに顔を突っ込んだりしないように注意せねばな」

「……」

　なんだよ……俺の日常は！

　八平は心中で叫んだ。

（……だが、確かに……）

　病気の看病といえば、確かにラブコメでは定番だ。料理を作ってくれたり、「あーん」してくれたり、あげくの果てには裸になって人肌の温ぬくもりで暖めてくれたり！

（な、なんて恐ろしい……）

　霧きり子こや鈴すず音ね、佳よし乃のがそれをやってくれたなら。

　特に「人肌の温もり」とかだったら、俺はサンドイッチの具状態じゃん。ラブコメ現象は二回起こるから。

　香月には悪いけど、ラブコメ現象だから仕方ないんだもんね！　それに、人間大砲なんて荒行を越えたんだから、それくらいのご褒美あってもいんじゃね？

　八平は腐った考えに支配されながら、眠りについたが……。

　午後四時頃ごろになって、八平の枕まくら元もとの携帯がメール受信を告げた。ガバッと起きあがり、内容を確認。鈴音からだ。“〝すまん、八平君、見舞いに行くつもりだったのだが、生徒会の用事が入ってしまい……”〟

　愕がく然ぜんとする八平に、佳乃からのメールが間髪入れず届く。こちらも、見舞いに行けないことを謝る内容だった。

「なんじゃ、二人とも来ないのか？」

　ホッとしている香月をよそに、八平は布団に拳こぶしを何度もたたきつける。

「くっそぉ……ラブコメ現象めぇ……どこまで俺の心を弄もてあそべば気が済むんだ！　畜生!!」

「……ど、どうした？」

　あわあわする香月をよそに、八平は遠い目をして、「俺は“〝具”〟になれなかった……」とつぶやく。

　香月は“〝本当に、戻ってきてよかったのかなあ……”〟と真剣に考えたが、八平が傷ついていることは理解できたので、

「おっと……体が、なぜか勝手に動くぞ」

　と、言ったあと、布団に横になり、

「こ、これはラブコメ現象に違いない。“〝病気になると、女の子が添い寝してくれる”〟というやつではないか？」

　やたらと早口で言って、「わ、私の隣で、寝るがよい」と八はつ平ぺいを手招きする。

　八平はしばしの間、呆ぼう然ぜんとしていたが、頭を一掻かきしたあと、

「ついにお前も、ラブコメ現象に操られたか……じゃあ、一緒に寝ようぜ」

　八平も布団に横になり、香か月づきと向き合った。彼女がおずおずと白い手をのばしてきたので、八平もそれに重ねる。

　今は、ふれられない。

　だけど、きっと、いつか。

「待っててくれよ、香月」

「ああ、お前を信じている」

　二人が、一時間ほど幸せをかみしめていると……部屋のドアが開いて、霧きり子こ、鈴すず音ね、佳よし乃のが入ってきた。三人とも、スーパーの袋を持っている。料理を作ってくれるのだろうか。

　霧子が言う。

「八平君、ただいま……」

　八平は身を起こして、

「お、おかえり。しかしずいぶん早かったね」

「ええ。八平君の看病をするために、死ぬ気で課題を終えたのだけど……」

　彼女は忌いま々いましげに鈴音、佳乃を見た。二人は用事が思いのほか早く終わったため、見舞いに来たという。

　香月が、八平に顔を寄せてきて、

「こりゃあ、今日のラブコメ現象は乗り切るのに苦労しそうじゃな」

　やっぱ、さっきのはラブコメ現象じゃなかったのか。八平はそう思ったが突っ込まず、口元を隠し、小声で、

「そうだな。激マズのおかゆが出てくるかもしれない。だけど……乗り切ってみせるから。できるかぎり協力してくれ、な？」

「……ああ！」

　香月は、にっこりと微笑ほほえんでうなずいた。

　だが、次の瞬間……いきなり、霧子がスウェットパーカーを脱ぎだした。

「な、何ィィィィ!?」

　絶叫する八平。霧子は清すが々すがしいほどの速さでジーンズを下ろし、

「早く……八平君を、人肌で暖めないと……」

「ここで来た!?」

　続いて鈴すず音ねが、「な、何だこれ!?　体が勝手に……」と言って制服のボタンを外し始める。これはラブコメ現象に間違いないようだ。なぜか佳よし乃のまで「負けませんよ！」と脱ぎ始めているが。

　八はつ平ぺいは目の前で展開される奇跡にガタガタ震えながら、

「え、俺おれ……具になれるの？」

　いや……これから始まるのはサンドイッチではない。

　三方向から……つまり、立体のアプローチ。

「具は具でも……俺は、おにぎりの具だ」

　周りをすべて、白いご飯に包まれる至福……。

　八平は、やわらかな微笑ほほえみを浮かべて、布団に横たわった。

　さあ、天上の快楽よ、俺のもとへ……。

　しかし、眼前に、香か月づきの顔があらわれ、一瞬で我に返る。

　彼女は唇の端をヒクヒクと動かし、濡ぬれ羽ば色いろの髪を逆立て、

「八平……」

「な、何ですか？」

「私は、お前の、理性というものは、ちぃっっとも信じられんわぁぁああああああっ!!」

　イイ場面での言葉を、あっさりと撤回した。



    

  
    
      
あとがき



　多分はじめまして。壱いち日にち千せん次じと申します。このたびは「社会的には死んでも君を！」を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

「あなた佳作とりました」という電話をいただく前、私は次に投稿する小説の構想を練っていました。それは傭兵が跋ばつ扈こする中世ヨーロッパで、掠りやく奪だつによりすべてを失った子供たちが結束して理想の国を作ろうとするも、次々と死んでいくという絶望と憎悪に満ちたものでした。

　でも受賞した本作品を出版すると決まったあと、私のアイデアメモには「パンツ」や「胸」などの単語が頻ひん出しゆつすることになったのです。人生はわからないものだなあと、しみじみ思います。

　この物語は主人公の八はつ平ぺい君が理不尽な呪のろいに苦しみながらも、粘り強い努力と愛の力で乗り越えようとする話です（あれ、こう書くとなんかかっこいいな）。

「ジャン・クリストフ」みたいな、主人公が苦難を乗り越え成長していく物語……ビルドゥングス・ロマンです。違いは、苦難が貧乏とかではなく、自分の意志と関係なくエロいことをする。ただそれだけです。

　……すいませんビルドゥングス・ロマン言いたかっただけですね。「ジャン・クリストフ」は途中で読むのやめてます。

「社会的～」はラブコメなので、書いている私と同じように、読者の方々にも楽しんでいただけたら大変嬉うれしいです。

　それでは最後になりましたが、謝辞を送らせていただきます。

　イラストの明あけ星ぼしかがよ様。あなたの絵は本当に最高です。いつもやる気をいただいております。私の想像を遙はるかに超えて、香か月づきたちを素敵に描いてくださり、大感謝です。

　担当のＳ様。ダメ出しを食らうと裏山を走り回る私ですが、これからもご意見、叱しつ咤た激げき励れいなどよろしくお願いいたします。

　拾い上げてくださった審査員の先生方。最大限の努力をしておもしろいものを書き、御恩返しをします。

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、この本に携わっていただいたすべての方々。そして家族や、おばちゃんとおんちゃん、友達、教えを受けた先生方、以前ネットに小説載せていたとき暖かい感想をくださった方々。本当にありがとうございます。

　それでは、次の話でもお会いできることを願っております。



　他の作家様のあとがきと比べ、こんなテンション低めでいいのかと悩む　壱日千次



    

  
    
      　著者

　壱日千次（いちにち・せんじ）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で佳作を受賞。宮城県出身にして在住の歴史好き。

　　こないだ初めて神田の古書店街に行き、そのとてつもない品揃えに衝撃を受けました。



　イラスト

　明星かがよ（あけぼし・かがよ）

　　「七花、時跳び！Time-Travel at the After School」（電撃文庫）「前略。ねこと天使と同居はじめました」（ＨＪ文庫）などで挿絵を担当。



    

  
    
      社会的には死んでも君を！



著者名……壱日千次
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